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第 1 章

概要

Cisco DNA Spacesの名称が Cisco Spacesに変更されました。現在、新しい名前でドキュメン
トを更新しています。これには、GUIと対応する手順、スクリーンショット、および URLの
更新が含まれます。今後のいくつかのリリースでは、Cisco DNA SpacesとCisco Spacesの両方
が登場する可能性があります。引き続きご協力のほどよろしくお願いいたします。

（注）

• Cisco Spacesの概要（1ページ）
• Cisco Spacesライセンスパッケージ（3ページ）
• Cisco Spaces：製品の機能（4ページ）

Cisco Spacesの概要
Cisco Spacesは、既存のワイヤレスに加え、Internet of Things（IoT）およびBluetooth LowEnergy
（BLE）インフラストラクチャを活用して、Cisco Spacesに組み込まれたアプリケーションを
通じて実用的な知見を提供し、ビジネスの成果を促進する強力なロケーションサービスプラッ

トフォームです。

この知見には次のものが含まれます。

•位置分析：時間や位置によるロケーションデータのスライスとダイスを行い、ネットワー
クに接続しているユーザーの行動をより詳細に可視化する機能を提供します。

• RightNow：物理的スペース内のリアルタイムの訪問者数（Wi-Fiに接続されているデバイ
スで識別）、およびこの数を履歴平均と比較する方法を提供します。Right Nowレポート
では、使用されている認証方法に基づいて、1人のユーザーに属する複数のデバイスを検
出し、それらのデバイスを 1人の訪問者に属するものとしてカウントできます。また、
Right Nowアプリは、お客様のロケーションに配置されたカメラ、およびこれらのカメラ
が Cisco Spacesクラウドに接続されているかどうかに基づいて、レポートを提供します。

•ビジネスインサイト：人々がお客様の物理ロケーションに訪れる頻度と、それらのロケー
ションに滞在する時間を測定する機能を提供します。このデータは、すべてのロケーショ

ンにわたり、月単位で比較評価されます。また、ロケーションのパフォーマンスを経時

的、グループ別、または業界別に比較評価する機能も用意されています。
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•影響分析：ネットワークに接続しているユーザーの行動に対する、特定の場所でのイベン
ト、キャンペーン、レイアウト変更の影響を測定する機能を提供します。Cisco Spacesア
プリケーションを使用して簡単にイベントを作成し、次の項目に基づいてその影響を測定

できます。

•特定の場所でユーザーが費やした時間

•イベントの発生前、発生後、発生中など、特定のタイムラインでの頻度

CiscoSpacesアプリケーションには、キャプティブポータル、ロケーションペルソナ、エンゲー
ジメントなど、カスタマーエクスペリエンス管理アプリが含まれており、お客様の物理ロケー

ションに顧客がいるときにリアルタイムで顧客とつながることができます。その他のアプリ

ケーションとして、アセットトラッキングアプリ、IoTサービス（BLE）を管理および設定す
るためのサービスマネージャ、さらにはこのデータを抽出して他のエンタープライズシステム

との関連付けまたは統合を行うためのオープン APIフレームワークもあります。

Cisco Spacesは、さまざまなロケーションベースのテクノロジーやインテリジェンスを通じて
各種のサービスを利用できる単一のダッシュボードインターフェイスを備えています。また、

Cisco Spacesでは、お客様の物理的なビジネスロケーションへの訪問者とつながり、関係を深
めることもできます。小売、製造、サービス業、医療、教育、金融など、さまざまな業界で使

用できます。Cisco Spacesのアセットトラッキングアプリケーションは、お客様施設内の資産
を監視および管理するためのソリューションを提供します。Cisco Spacesには、これらの知見
をアクションに変えるためのさまざまなツールキット、アプリ、およびAPIが用意されていま
す。

Cisco Spacesでは、パートナープログラムを通じて、さまざまな業種にわたるさまざまなパー
トナーアプリケーションにアクセスできます。

Cisco Spacesは、Cisco Catalyst、Cisco AireOS、および Cisco Merakiインフラストラクチャと互
換性があります。

記載のサービスに加えて、Cisco Spacesのアプリは、COVID-19のパンデミックによって増大
したビジネス要件に対応できるように強化されています。COVID-19に伴い重要性が増した特
定の要件を満たすために、拡張機能が既存のアプリケーションに組み込まれており、新しいア

プリケーションが追加されています。影響分析、位置分析、行動メトリクス、Right Nowなど
のアプリの拡張機能を使用すると、ビジネスロケーションに対する COVID-19の影響を分析
し、適切なアクションを実行できます。たとえば、特定の場所のデバイス密度に基づくルール

を作成し、その場所の人数が特定の数または密度（エリアあたりの人数）を超えた場合に自動

的に通知を受けられるようになりました。また、位置分析アプリでは、組織内の同僚とエグゼ

クティブサマリーレポートを共有することもできます。さらに、行動メトリクスアプリを使

用して、個人またはグループのロケーションに関するCOVID-19ベースの傾向分析を実行でき
るようになりました。これにより、特定のビジネスロケーションを組織全体と比較したり、特

定の業界と比較したりすることもできます。

Cisco Spacesの Proximity Reportingアプリでは、影響を受けるデバイスの位置履歴やデバイス
近接履歴をすばやく確認できます。ユーザー IDまたはMACアドレスに基づいて、過去 14日
間の建物内におけるデバイスの位置に関するレポートが、他のデバイスとの近接度とともに生

成されます。レポートをエクスポートし、共有機能を使用して共有することもできます。

Cisco Spacesリリースノート
2

概要

Cisco Spacesの概要



Proximity Reportingアプリの詳細については、『CiscoSpaces ProximityReportingAppConfiguration
Guide』[英語]を参照してください。

同様に、検出と位置特定アプリを使用すると、デバイスを特定の数にまとめて、社会的距離の

ガイドラインに違反している可能性のあるエリアについてチェックし、報告することができま

す。検出と位置特定アプリの詳細については、『Cisco Spaces Detect and Locate Configuration
Guide』[英語]を参照してください。

Cisco Spaces：IoTサービスは、Cisco Spaces内のプラットフォームサービスで、シスコのワイ
ヤレスインフラストラクチャを使用して IoTデバイスを要求、管理、および監視できます。
IoTサービスは、複数のベンダー、フォームファクタ、テクノロジープロトコルにまたがって
IoTデバイスを管理できるように設計されています。BLEは、IoTサービスを使用した管理に
利用できる業界初の技術です。IoTサービスの詳細については、『Cisco Spaces IoT Services
Configuration Guide』[英語]を参照してください。

Cisco Spacesでは、サードパーティアプリ、つまりパートナーアプリを Cisco Spacesに統合で
きます。サードパーティアプリは、Cisco Spacesダッシュボードにパートナーシップアプリと
して表示されます。

セットアップや構成を含む、CiscoSpacesの詳細については、『CiscoSpacesConfigurationGuide』
[英語]を参照してください。

Cisco Spacesライセンスパッケージ
Cisco Spacesは、See（基本）、Act（高度）、Extendという 3種類のライセンスパッケージで
利用できます。アカウントで使用できる機能は、所有する Cisco Spacesライセンスパッケージ
のタイプによって異なります。

Cisco Spaces See、Extend、および Actライセンスに含まれる機能については、『Cisco Spaces
Data Sheet』[英語]を参照してください。

Cisco Smart Licensing

シスコスマートライセンシングは、シスコポートフォリオ全体および組織全体でソフトウェ

アをより簡単かつ迅速に一貫して購入および管理できる柔軟なライセンスモデルです。また、

これは安全です。ユーザーがアクセスできるものを制御できます。スマートライセンスを使用

すると、次のことが可能になります。

•簡単なアクティベーション：スマートライセンスは、組織全体で使用できるソフトウェア
ライセンスのプールを確立します。PAK（製品アクティベーションキー）は不要です。

•管理の統合：My Cisco Entitlements（MCE）は、使いやすいポータルですべてのシスコ製
品とサービスの完全なビューを提供します。

•ライセンスの柔軟性：ソフトウェアはハードウェアにノードロックされていないため、必
要に応じてライセンスを簡単に使用および転送できます。
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スマートライセンスを使用するには、まず Cisco Software Centralでスマートアカウントを設定
する必要があります。

（注）

シスコのライセンスの詳細については、『Cisco Software Licensing Guide』を参照してくださ
い。

Cisco Spaces：製品の機能
Cisco Spacesユニファイドロケーションクラウドは、複数のセンサーとプロセスからの入力を
取得し、データをフィルタ処理してクレンジングし、このデータに基づいて動作するツール

キットを提供します。また、パートナー（独立系ソフトウェアベンダー、エンタープライズソ

フトウェア、およびビジネス成果を上げるためのソリューションパートナー）がこのデータに

アクセスできるようにします。

表 1 :その他の利点

処理：デジタル化ツールキッ

トの活用

拡張：パートナーサービスへ可視性：ビジネスインサイト

キャプティブポータル

訪問者を取得して識別し、企

業のアイデンティティにマッ

ピングします

パートナーアプリケーション

センター

Cisco Spaces App Centerを使用
して、業種に重点を置いたロ

ケーションベースのサービス

アプリケーションを検出しま

す

動作メトリック

人と資産が自分の資産内でど

のように動作するか。

ロケーションペルソナ

行動に基づいて訪問者をプロ

ファイルおよびセグメント化

します

Partner Firehose API

信頼性の高い、高品質のロ

ケーション、環境、および訪

問者データをパートナーに提

供し、ユーザーのプライバ

シーとデータセキュリティを

強力に実施します

位置分析

特定の場所および期間におけ

る行動パターンは何か。
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処理：デジタル化ツールキッ

トの活用

拡張：パートナーサービスへ可視性：ビジネスインサイト

エンゲージメント

複数のチャネル（SMS、電子
メール、アプリプッシュ、API
トリガー、Webex Teamsな
ど）を介して訪問者と従業員

に通知をトリガーします。

パートナーアプリケーション

のモニタリング

オンプレミスのパートナーア

プリケーションからのロケー

ションデータをエンドツーエ

ンドでモニタリングします

モニタリングおよびサポート

ダッシュボードにより、パー

トナーアプリケーションをモ

ニタリングおよびサポートし

ます

ベンチマーク

業界や組織とパフォーマンス

を比較します

資産ロケータ

資産の特定と監視、異常の検

出

ストリーミングデータのエク

スポート

ビッグデータ、分析、エン

タープライズアプリケーショ

ンへの取り込みをサポートす

るように最適化されたカスタ

マイズ可能なストリーミング

エクスポート

ロケーション階層

ビジネス分類をネットワーク

インフラストラクチャにマッ

ピングします

検出と検索（詳細）

1.クラウドベースの検出と検
索、およびデバイスロケー

ション履歴によるRSSIロケー
ションコンピューティング

2. HyperLocationのサポートに
よるクラウドベースの検出と

検索

エンタープライズ統合

エンタープライズソフトウェ

アと統合して、ロケーション

データと関連付けます

検出と検索（RSSI）

クラウドベースの検出と検

索、およびRSSIロケーション
コンピューティング

Cisco CMX 10を使用したオン
プレミスの検出と検索、およ

び RSSIロケーションコン
ピューティング

Right Now（密度トリガーあ
り）

スペース内の人数を監視し、

密度のしきい値に到達または

超過したときに通知を送信し

ます

特殊な RTLSアプリケーショ
ンのサポート

クラウドおよびオンプレミス

の Firehose APIを使用した、
特殊なパートナー RTLSアプ
リケーションのサポート

Right Now（密度トリガーな
し）

スペース内の人とデバイスの

数を監視します
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処理：デジタル化ツールキッ

トの活用

拡張：パートナーサービスへ可視性：ビジネスインサイト

プロキシミティレポート

ゾーン、フロア、建物、およ

び他の人との接触があった可

能性における健康上の問題の

影響を要約します

Cisco Spaces See内のすべてを
含む

影響分析

ロケーション動作に対するイ

ベント、キャンペーン、また

はレイアウト変更の影響を測

定します

屋内 IoTサービス

大規模かつ大幅に低いTCOで
IoTデバイスとアプリケーショ
ンを導入します。広範な BLE
タグ、ビーコン、およびその

他のセンサーを導入して使用

例を拡大します

Cisco DNA Centerの統合

Cisco Spacesと Cisco DNA
Centerの間でフロアマップと
階層の同期を維持し、ITの使
用例のためにCiscoDNACenter
にロケーションデータを送信

します

ハイパーロケーショ

ン/FastLocate

Cisco Spacesコネクタの使用

カメラメトリック

Meraki Videoカメラを使用し
て、リアルタイムの訪問者数

の測定値として、足跡の数と

履歴の傾向をレポートしま

す。

Cisco Spaces Extend内のすべ
てを含む

OpenRoaming

有線およびWi-Fiネットワー
クへのセキュアでシームレス

なゲストオンボーディング
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第 I 部

2023
• 2023年 4月（9ページ）
• 2023年 3月（11ページ）
• 2023年 2月（15ページ）
• 2023年 1月（19ページ）





第 2 章

2023年 4月

•今回のリリースでの新機能（9ページ）
•このリリースでの変更点（9ページ）
•不具合（10ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesのこのリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点

パフォーマンスの最適化

このリリースでは、Cisco Spacesアプリケーションのパフォーマンスが改善されています。ア
プリケーションのバックエンドパフォーマンスは、データ処理パイプラインを改善し、システ

ムのオーバーヘッドを削減するように最適化されています。

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

IoTエクスプローラ

IoTエクスプローラアプリは、APセンサーデバイスからの X座標と Y座標をレポートできる
ように機能が拡張されました。

Cisco Spaces：コネクタ 3

デフォルトでは、新しい Cisco Spaces：コネクタ 3インスタンスが追加されると、ロケーショ
ンサービスが有効になります。

Cisco Spacesリリースノート
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不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「未解
決の不具合」と「解決済みの不具合」では、このリリースの不具合を示します。

未解決の不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースにおける未解決の不具合を示します。

表 2 : Cisco Spaces未解決の不具合

不具合の説明不具合の識別子

アセットトラッキング：ユースケースにインポートするために表示される

アセットの数が、使用可能なアセットよりも多い

CSCwf16696

解決済みの不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決済みの不具合について説明します。

表 3 : Cisco Spaces解決済みの不具合

不具合の説明不具合の識別子

位置分析：カスタムレポートで、編集ウィンドウページから SSIDを変更
できない

CSCwe86258

OpenRoaming：[ネットワーク設定（NetworkConfiguration）]セクションに
表示される、展開されているコントローラの数が正しくない

CSCwd00980

Cisco Detect & Locateで、Meraki APがフロアマップに正しく配置されないCSCwe89680

ロケーションサービスが Cisco Spaces：コネクタ 3に自動的に追加されな
い

CSCwe29576

Cisco Spacesリリースノート
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第 3 章

2023年 3月

•今回のリリースでの新機能（11ページ）
•このリリースでの変更点（11ページ）
•不具合（13ページ）

今回のリリースでの新機能

新しいソフトウェアリリース

Cisco Spaces：コネクタ 3の Amazonマシンイメージ（AMI）のバージョンは、Amazon Web
Services（AWS）Marketplaceに公開されています。詳細については、『Cisco Spaces: Connector
3 Configuration Guide』を参照してください。

Cisco Spaces：コネクタ 3

デフォルトでは、新しい Cisco Spaces：コネクタ 3インスタンスが追加されると、ロケーショ
ンが追加されます。

このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

位置分析

位置分析アプリの GUIが刷新され、ユーザー体験が強化しました。この刷新では、ユーザー
体験の向上と、ユーザーが位置分析データから生成できる価値の強化に重点が置かれていま

す。

この刷新は、メトリックの計算や数値には影響しません。

この刷新の主要なメリットは、次のとおりです。

Cisco Spacesリリースノート
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• 2セットのロケーション、SSID、および期間を比較する機能

•タイルやチャートを再配置してレポートビューをカスタマイズする機能

•テンプレートを使用してカスタムレポートを作成する機能

刷新されたカスタムレポートには、既存のカスタムレポートとの下位互換性はありません（こ

のリリースより前に作成されたカスタムレポートは Cisco Spacesダッシュボードに表示されま
せん）。

（注）

ロケーション階層 2.0のグローバル RBAC

ロケーション階層 2.0は、Cisco Spacesユーザーがアクセスできるロケーションのみを表示す
るように機能拡張されました。これらのロケーションへのアクセス可能性は、ロールを作成ま

たは編集するか、[管理者管理（Admin Management）]で Cisco Spacesユーザーを招待または編
集するときに定義されます。

•このグローバルロールベースアクセスコントロール（GRBAC）機能は、ロケーション階
層 1.0でサポートされています。

• GRBAC機能は、現在、Cisco Spaces：検出と位置特定アプリユーザー（[Cisco Spaces：検
出と位置特定（Cisco Spaces: Detect and Locate）]> [ユーザー管理（User Management）]>
[アプリユーザー（App Users）]）ではサポートされていません。

（注）

Cisco Spacesダッシュボードでのスイッチのロケーション統合

Cisco Spacesダッシュボードでは、[有線ネットワーク（Wired Network）]でスイッチを追加ま
たは編集する場合、[ロケーションの追加（Add locations）]オプションをクリックしてロケー
ションを選択し、スイッチに関連付けます。

接続のテスト

Cisco Spacesの接続テスト機能は、Cisco Spaces：コネクタ 3をサポートするように機能拡張さ
れています。コントローラを追加するときは、接続テスト機能を使用して新しいコントローラ

のステータスを確認します。

接続テスト機能は、Cisco Spaces：コネクタ 2.xでサポートされています。（注）

コントローラインポート機能

Cisco Spacesダッシュボードは、コントローラまたは Ciscoスイッチを同じアカウント内の別
のコネクタに移動するタスクをサポートするようになりました。

次のコネクタ間でコントローラまたは Ciscoスイッチを移動できます。

Cisco Spacesリリースノート
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• Cisco Spaces：コネクタ 2.xから Cisco Spaces：コネクタ 2.x

• Cisco Spaces：コネクタ 2.xから Cisco Spaces：コネクタ 3

• Cisco Spaces：コネクタ 3から Cisco Spaces：コネクタ 3

• Cisco Spaces：コネクタ 3から Cisco Spaces：コネクタ 2.x

ソフトウェアリリースの拡張機能

Cisco Spaces：コネクタ 3ロケーションサービスバージョン 3.0.1.272がリリースされました。

Cisco Network Services Managerバージョン 3.0.4.13がリリースされました。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

未解決の不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースにおける未解決の不具合を示します。

表 4 : Cisco Spaces未解決の不具合

不具合の説明不具合の識別子

Cisco DNA Centerと Cisco Spacesの間での大規模マップファイル同期のサ
ポート

CSCwd41670

位置分析：カスタムレポートで、編集ウィンドウページから SSIDを変更
できない

CSCwe86258

解決済みの不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決済みの不具合について説明します。

表 5 : Cisco Spaces解決済みの不具合

不具合の説明不具合の識別子

IoTエクスプローラ：アセット名がデバイスのMACアドレスによって上
書きされる

CSCwe84200

マップサービス UIセクションにフロアマップ画像が表示されないCSCwe15039

Cisco Spacesリリースノート
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不具合の説明不具合の識別子

Firehoseイベントでは、ゾーンレベルの更新でマップ ID情報を送信するこ
とが予期される

CSCwe45698

Cisco Spacesリリースノート
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第 4 章

2023年 2月

•今回のリリースでの新機能（15ページ）
•このリリースでの変更点（15ページ）
•不具合（16ページ）

今回のリリースでの新機能

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の機能が導入されました。

Cisco Spaces：コネクタ 3での OpenRoamingのサポート

コネクタ 3での OpenRoamingのサポートが有効になりました。Cisco Spacesダッシュボード
から、コネクタ 3を使用して、次のことを実行できます。

•ホットスポットをサービスとして追加または削除する

•ホットスポットのコントローラを追加または削除する

•デバッグログを有効にして、それらをクラウドにアップロードする

ロケーション階層

ワークスペースを会議室に自動的にマッピングするの新しいバージョンCisco Webexワークス
ペースマッピングアルゴリズムが展開されます。

このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Webex統合の一部として、Cisco Spacesは、Cisco Webexナビゲータの永続的なWebア
プリとの統合をサポートするようになりました。顧客がCisco WebexControlHubとCiscoSpaces

Cisco Spacesリリースノート
15



の統合をアクティブ化すると、Control Hubで、この統合をサポートする必要な設定が更新さ
れます。

現在、この統合を利用できるのは Cisco Smart Workspacesユーザーのみです。（注）

Cisco Spacesパートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

アプリにアクティブ化がある場合、アプリの削除を許可しない：アプリにアクティブ化がある

場合、Cisco Spaces Partnerダッシュボードはアプリの削除をサポートしません。最初にそれぞ
れのアプリのアクティブ化を削除してから、アプリを削除する必要があります。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

未解決の不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースにおける未解決の不具合を示します。

表 6 : Cisco Spaces未解決の不具合

不具合の説明不具合の識別子

Cisco DNA Centerと Cisco Spacesの間での大規模マップファイル同期のサ
ポート

CSCwd41670

Firehoseイベントでは、ゾーンレベルの更新でマップ ID情報を送信する必
要がある

CSCwe45698
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解決済みの不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決済みの不具合について説明します。

表 7 : Cisco Spaces解決済みの不具合

不具合の説明不具合の識別子

IoTエクスプローラ：アセットトラッキングのユースケースからBLEタグ
を削除しても、次回の更新でタグが再び追加される

CSCwe48569

SMS Apiserverが同じテナントの 2つの SMPPゲートウェイとバインドさ
れない

CSCwe34833

パートナーサイトに渡されるコンテンツタイプが正しくないため、パート

ナーアプリのアクティブ化に失敗する

CSCwe14756

パートナーアプリがアクティブ化されている場合、そのアプリが削除され

ると、アプリの設定が破損する

CSCwe37381

Cisco Partnerダッシュボードで、アプリを開いた後に [ホーム（Home）]
ページに移動できない

CSCwd13553

Cisco Spaces Prodの統合後、ネットワーク階層の Cisco DNA Centerフロア
にクライアントが表示されない

CSCwe20037

サブスクリプションの失敗により、Cisco DNA Centerにクライアントが表
示されない

CSCwe01529

OpenRoamingアプリで読み取り専用アクセス権を持つアプリユーザーの場
合、ページが読み込まれない

CSCwe29685

WLCの追加中に、正常に機能している SJCAlpha Cisco Spacesコネクタ 3.0
の「テスト接続」が失敗する

CSCwd79229

エンゲージメントルールで頻度が 1日に 1回と設定されている場合、頻度
がルールに一致しない

CSCwe38494
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第 5 章

2023年 1月

•今回のリリースでの新機能（19ページ）
•このリリースでの変更点（19ページ）
•不具合（19ページ）

今回のリリースでの新機能

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の機能が導入されました。

ロケーション階層：Cisco Spacesでタグ付けされたCisco Merakiネットワークの自動インポー
トのサポート

CiscoSpacesタグを持つ Cisco Merakiネットワークは、バックグラウンド同期プロセスの実行
中に Cisco Spacesのロケーション階層に自動的にインポートされます。これらのタグ付きネッ
トワークの自動インポートをサポートするには、Meraki組織がロケーション階層に存在する必
要があります。

CiscoSpacesは、Cisco Merakiネットワークに追加されたタグ名である必要があります。（注）

このリリースでの変更点
Cisco Spacesのこのリリースには拡張機能はありません。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

Cisco Spacesリリースノート
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各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

未解決の不具合

Cisco Spacesのこのリリースでは未解決の不具合はありません。

解決済みの不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決済みの不具合について説明します。

表 8 : Cisco Spaces解決済みの不具合

不具合の説明不具合の識別子

ダッシュボードにログインしていない Cisco Spacesユーザーが共有レポー
トを表示できない

CSCwe14553
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第 6 章

2022年 12月

•今回のリリースでの新機能（23ページ）
•このリリースでの変更点（23ページ）
•不具合（25ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesのこのリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

IoT Explorer

•ユーザーワークフローのインポート：IoTエクスプローラアプリの機能が拡張され、新し
いユーザーまたは既存のユーザーを特定のユースケースにインポートできるようになりま

した。[ユーザーのインポート（ImportUsers）]オプションを使用すると、他のユースケー
スからユーザーをインポートしたり、ユーザーの詳細情報を含むMicrosoft Excel（.xlsx）
ファイルをアップロードして一度に複数のユーザーを追加することができます。

ユーザーをインポートするには、[IoTエクスプローラ（IoT Explorer）] > [ユースケース
（UseCase）]> [ユーザー/ロール（Users/Roles）]> [ユーザーのインポート（ImportUsers）]
を選択します。

•占有履歴：[占有履歴（Occupancy History）]タブには、ユーザーのプレゼンスが、検出さ
れた占有および検出されなかった占有のタイムラインとともに表示されます。過去 24時
間、7日間、または30日間のタイムラインでこれを表示できます。占有履歴の詳細情報を
表示するには、[プレゼンス検出（Presence Detection）] > [センサー（Sensor）] > [アセッ
ト名（Asset Name）] > [占有履歴（Occupancy History）]を選択します。

Cisco Spacesリリースノート
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• Cisco Webexおよびトリガー APIのサポート：SMSと電子メールに加えて、Cisco Webex
およびトリガーAPIを使用したセンサー通知の送信のサポートが追加されました。通知を
設定するには、[IoTエクスプローラ（IoT Explorer）]> [ユースケース（Use Case）]> [ルー
ル（Rules）] > [ルールの追加（Add Rule）] > [アクションセクション（Actions sections）]
を選択します。

•ロケーション履歴：アセットトラッキングのユースケースでは、デバイスのロケーション
履歴が記録され、X座標とY座標によって地図上に表示されます。過去24時間、7日間、
または 30日間のタイムラインでこれを表示できます。

マイアカウント

• CiscoSpacesダッシュボードは機能が拡張され、[サポートアクセスの有効化（EnableSupport
Access）]オプションが含まれました。Cisco Spacesの顧客は、[サポートアクセスの有効
化（Enable Support Access）]オプションを使用して、Cisco Spacesサポートチームに対し
て顧客のアカウントへのアクセスを有効または無効にすることができます。このオプショ

ンを有効にすると、Cisco Spacesサポートチームが例外的な状況で問題を検出してデバッ
グするために役立ちます。

•このオプションは、[マイアカウント（My Account）] > [設定（Preferences）]セクション
で利用できます。アクセスが有効になると、Cisco Spacesサポートチームは顧客の Cisco
Spacesアカウントにアクセスできるようになります。

デフォルトでは、[サポートアクセスの有効化（Enable Support Access）]オプションが有効に
なっています。

（注）

ロケーション階層

ロケーション階層 2.0は、特定のフロアでリッチマップが利用可能な場合、それらが表示され
るように機能が拡張されました。リッチマップをアップロードするオプションは、現在、Cisco
Spacesサポートチームによって管理されています。

[3D]トグルボタンをクリックすると、2Dフロアマップと 3Dフロアマップを切り替えること
ができます。

Cisco Spacesリリースノート
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不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

未解決の不具合

Cisco Spacesのこのリリースでは未解決の不具合はありません。

解決済みの不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決されたバグを示します。

表 9 : Cisco Spaces解決済みの不具合

不具合の説明不具合の識別子

Mapservice UIに重複したキャンパスが表示されるCSCwd66507
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第 7 章

2022年 11月

•今回のリリースでの新機能（27ページ）
•このリリースでの変更点（27ページ）
•不具合（28ページ）

今回のリリースでの新機能

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の機能が導入されました。

データエクスポート機能で新しい宛先がサポートされるようになりました。SFTPに加えて、
次の宛先へのデータエクスポートを作成できます。

• Amazon S3

• Microsoft Azure Blob Storage

• Google Cloud Storage

• Box

このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

Spacesコネクタ 3.0：有線サポート

Cisco Spaces：コネクタ 3.0が、メニュー（ ） > [Setup] > [Wired Network]セクションで
利用できるようになりました。[WiredNetwork]で2.xと3.0の両方のコネクタを作成できます。

サービスの関連付け、インスタンスの追跡、メトリックの可視化などのコネクタ 3.0機能を
[Wired Network]セクションで利用できます。

Cisco Spacesリリースノート
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Cisco Spacesダッシュボード GUIの強化

Cisco Spacesのブランディングの変更に応じて次のセクションが機能強化されています。

•ログインセクション

•ホームページ：トップバナー（Cisco Spacesロゴ）

ロケーション階層

モデル名がCWで始まるアクセスポイントをロケーション階層に自動インポートできるように
なりました（Cisco Merakiによって新たに導入されました）。このリリースより前のリリース
では、MRおよびMXアクセスポイントモデルのみがサポートされていました。

Cisco Spacesパートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

シンガポール地域のサポート

Cisco Spacesパートナーダッシュボードは、シンガポール地域をサポートするように拡張され
ました。パートナーは、シンガポール地域向けのアプリを作成して公開できるようになりまし

た。

パートナーダッシュボード GUIの強化

Cisco Spacesのブランディングの変更に応じて次のセクションが機能強化されています。

•ログインセクション

•ホームページ：トップバナー（Cisco Spacesロゴ）

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

Cisco Spacesのこのリリースでは未解決の不具合はありません。
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解決済みの不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決されたバグを示します。

表 10 : Cisco Spaces解決済みの不具合

不具合の説明不具合の識別子

影響分析でページがいつまでもロード中になるCSCwd09396
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第 8 章

2022年 10月

•今回のリリースでの新機能（31ページ）
•このリリースでの変更点（31ページ）
•不具合（32ページ）

今回のリリースでの新機能

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の新機能が導入されました。

Cisco Spacesダッシュボードは、分割ライセンスをサポートするようになりました。

スマートライセンスに登録されているアカウントには、ライセンスタイプを各ロケーションレ

ベルでアップグレードまたはダウングレードするオプションがあります。[Location Hierarchy]
ウィンドウにある [License Level Change]オプションを使用します。

分割ライセンスを使用するには、アカウントをスマートライセンスに登録する必要がありま

す。

（注）

このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

ロケーションベースの RBAC

RBACが、特定の場所をサポートするように機能強化されました。[Restrict this role to specific
locations]オプションを使用すると、ロールの作成中（[Admin Management] > [Roles] > [Create

Cisco Spacesリリースノート
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Role]）およびユーザーの招待フロー中（[Admin Management]> [Invite Admin]）に特定の場所
がサポートされます。

プロファイル

ユーザープロファイル機能が拡張され、[ViewChangeLog]オプションが含まれるようになりま
した。[ViewChangeLog]をクリックすると、特定のアカウントの全ユーザーに関するアクティ
ビティの詳細を表示する [Change Log]タブが開きます。

Firehose

Firehoseの IoTテレメトリイベントが拡張され、BLEデバイス用に次の 3つの追加フィールド
が含まれるようになりました。

• [Vendor]：デバイスが要求される際のベンダー ID。

• [DeviceModel]：BLEデバイスのモデル。

• [UniqueId]：デバイスの固有の ID。

これらのフィールドには、ビーコンが要求されるときに特定の値が含まれます。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

未解決の不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースにおける未解決の不具合を示します。

表 11 : Cisco Spaces未解決の不具合

不具合の説明不具合の識別子

影響分析でページがいつまでもロード中になるCSCwd09396
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解決済みの不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決されたバグを示します。

表 12 : Cisco Spaces解決済みの不具合

不具合の説明不具合の識別子

アプリの取得メニューをクリックしても、デスクトップまたはラップトッ

プのランディングページにリダイレクトされない

CSCwd33465

アクセスコードのセッション継続時間の値がRADIUS応答でコントローラ
に渡されない

CSCwd42802

HotspotClient：証明書の有効期限が切れたときにホットスポットをロード
できない

CSCwd23458

ユーザー設定とデバイス設定の削除機能が動作しないCSCwd31231

Meraki OpenRoaming：証明書の更新プロセスで無効な APIKeyが選択され
る

CSCwd19227
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第 9 章

2022年 9月

•今回のリリースでの新機能（35ページ）
•このリリースでの変更点（36ページ）
•不具合（37ページ）

今回のリリースでの新機能

ロケーション階層

次の新機能がロケーション階層に導入されました。

ロケーション階層でMeraki MTがサポートされるようになりました。MTセンサーからデータ
を受信するために必要な構成は、Cisco SpacesとMerakiの統合を使用して更新されます。MT
センサーはロケーション階層に自動的にインポートされます。

ロケーション階層 2.0は、機能強化されたベータ版リリースのロケーション階層であり、ユー
ザーインターフェイスが刷新され、既存のロケーション階層機能とともにパフォーマンスが向

上しています。

新機能は次のとおりです。

•地理位置情報を更新するためのインタラクティブなグローバルマップ

•フロアマップでポリゴンゾーンと APマーカーを作成および編集するオプション

•未分類の APグループ

Cisco Spacesで、メニュー（ ）をクリックし、[Location Hierarchy] > [Beta UI]を選択して
ロケーション階層 2.0を有効にします。[Beta UI]トグルボタンを使用すると、ロケーション階
層 2.0とロケーション階層 GUIが切り替わります。

（注）
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Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の新機能が導入されました。

Cisco pxGridクラウド

Cisco Spacesダッシュボードは、Cisco pxGridクラウドの導入をサポートするようになりまし
た。Cisco pxGridクラウドを使用すると、Cisco Identity Services Engine（Cisco ISE）と他のクラ
ウドベースのソリューションとの間でコンテキスト情報を共有できます。

Cisco Spacesダッシュボードで Cisco pxGridクラウドを設定するには、Cisco DNA - Cloudから
のトークンが必要です。このトークンを pxGridクラウドで検証する必要があります。検証に
成功すると、アプリが pxGridクラウドでアクティブ化され、Cisco Spacesダッシュボードで
サービスを使用できるようになります。

現在、Cisco Spacesでは Cisco pxGridクラウド GUIのサポートのみを利用できます。将来的に
はバックエンドの変更が含まれる予定です。

（注）

Firehose

FirehoseにWEBEXテレメトリという新しいイベントが追加されました。このイベントは、ロ
ケーション内の Cisco Webexデバイスからテレメトリデータを受信したときに開始されます。

現在、Cisco Spacesパートナーダッシュボードでこのイベントを有効にするための GUIサポー
トは利用できません。バックエンドからこの新しいイベントを有効にするには、Cisco Spaces
サポートにお問い合わせください。

（注）

このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

• Merakiネットワークのカメラゾーンのサポート：Merakiにカメラゾーンを持つ新しく追
加されたネットワークの場合、ゾーンがネットワークとともに [Location Hierarchy]に追加
されます。

既存のネットワークの場合、Merakiで追加、変更、または削除されたカメラゾーンは、
バックグラウンド同期プロセス中に [Location Hierarchy]と同期されます。

現在、CiscoSpacesダッシュボードにカメラゾーンを表示するGUI
サポートは利用できません。

（注）
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• IoT Explorer：CiscoSpacesダッシュボードは、IoTExplorerアプリの [TemperatureMonitoring]
セクションでMTセンサーデバイスのインポートをサポートするようになりました。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

Cisco Spacesのこのリリースでは未解決の不具合はありません。

解決済みの不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決されたバグを示します。

表 13 : Cisco Spaces解決済みの不具合

不具合の説明不具合の識別子

検出と位置特定アプリにダッシュボードビューが表示されないCSCwd19341

ユーザーが複数のロケーションを選択すると、ロケーション分析のカスタ

ムウィジェットがロードされ続ける

CSCwc46949

503エラーページからレポートボタンをクリックすると、無効な電子メー
ルアドレスが表示される

CSCwc91835

Meraki APが検出と位置特定で正しく配置されていないCSCwc93338

フロアマップイメージがレンダリングされず、クライアントが検出と位置

特定に表示されない

CSCwd02169
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第 10 章

2022年 8月

•今回のリリースでの新機能（39ページ）
•このリリースでの変更点（39ページ）
•不具合（40ページ）

今回のリリースでの新機能

ロケーション階層

CiscoSmartワークスペースのユースケースをサポートするために、次の新機能がロケーション
階層に導入されました。

次のロケーション階層のバックグラウンド同期がサポートされるようになりました。

• MerakiネットワークまたはフロアロケーションでのMerakiMTセンサーデバイスの同期。

• Cisco Webexデバイスと会議室およびデスクとの同期。

このリリースでの変更点

Cisco Spacesパートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

[Events]セクションに NETWORK_STATUS_UPDATEという新しいイベントが追加されまし
た。このイベントは、ステータス、最終検知日、タイプ、コネクタ名、IPアドレスなどのネッ
トワーク情報を提供します。

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

OpenRoaming SDKプロファイル

Cisco Spacesリリースノート
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Cisco Spacesは、[Menu]（ ）[Integrations] > [Cisco Spaces SDK] > [Configure Profile]ウィン
ドウを使用した OpenRoaming Wi-Fiプロファイルの構成をサポートするようになりました。
[Configure Profile]ウィンドウで指定した値に基づいて、特定のテナントの顧客固有のプロファ
イルを作成できます。

この機能強化の前は、プロファイルはバックエンドで手動で更新されていました。

データエクスポート

データエクスポート設定で、次の追加のデータエクスポートタイプがサポートされるようにな

りました。

•キャプティブポータル：顧客獲得

• Right Now：人数（カメラ）

Cisco Spacesダッシュボード SEEライセンスの顧客アカウントの場合、キャプティブポータ
ル、エンゲージメントおよびロケーションペルソナなどのデータエクスポートタイプはエクス

ポートできません。ACTライセンスの顧客アカウントの場合、すべてのデータタイプをエクス
ポートできます。

（注）

ロケーション階層

バックグラウンド同期プロセス中に、構成テンプレートネットワークのMerakiスキャン API
通知 URLが自動的に更新されます。

Firehose API

Firehose APIのWi-Fiイベント用に新しいフィールド openRoamingUserIdが追加されました。
このフィールドには、SDKによってオンボーディングされたOpenRoamingユーザーの IDが含
まれます。それ以外の場合、このフィールドの値は nilです。

マップサービス

マップサービスAPIのパフォーマンスが強化され、インポートの履歴とステータスを取得でき
るようになりました。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。
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•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

Cisco Spacesのこのリリースでは、未解決または解決済みの不具合はありません。
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第 11 章

2022年 7月

•今回のリリースでの新機能（43ページ）
•このリリースでの変更点（44ページ）
•不具合（44ページ）

今回のリリースでの新機能

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の機能が導入されました。

Secure File Transfer Protocol（SFTP）データエクスポート設定が Cisco Spacesダッシュボードで

利用できるようになりました。Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をク

リックし、[Setup] > [Data Export]を選択します。このオプションを使用して、生データを CSV
ファイルとして SFTPサーバーに自動エクスポートするように構成します。

エクスポートできるデータの種類は次のとおりです。

•アクセス

• Right Now：人数（Wi-Fi）

•エンゲージメント：ルールアクティビティ

•ロケーションペルソナ：ルールアクティビティ

•オープンローミング：ユーザーデータ

VPNを介した SFTP接続のルーティングの詳細については、Cisco Spacesのサポートにお問い
合わせください。
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このリリースでの変更点

マップサービス

Map Serviceでは、次の機能強化が加えられました。

• Cisco Prime Infrastructureから Cisco DNA Centerへのマップ階層移行のサポート：Cisco
Spaces Location Hierarchyは、Cisco Prime Infrastructureから Cisco DNA Centerへのネストさ
れたサイトの移行データのインポートをサポートするようになりました。

• Cisco DNA Centerのネストされたサイト階層のサポート：新しいサイトをCiscoDNACenter
から既存のサイト階層の上にある Cisco Spacesにインポートまたは同期できるようになり
ました。

•計画されたアクセスポイント（AP）インポートのサポート：計画されたAPをMapService
にインポートできるようになりました。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

Cisco Spacesのこのリリースでは、未解決または解決済みの不具合はありません。
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第 12 章

2022年 6月

•今回のリリースでの新機能（45ページ）
•このリリースでの変更点（46ページ）
•不具合（47ページ）

今回のリリースでの新機能

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の機能が導入されました。

IoT Explorerアプリケーション

Internet of Things（IoT）Explorerアプリケーションは、Operational Insightsおよび Cisco Asset
Locatorアプリケーションの第 3世代の拡張バージョンです。IoT Explorerアプリケーション
は、Cisco Spacesでデバイス主導の IoTユースケースを検討しているユーザーに迅速な価値を
もたらし、ACTライセンスレベルで IoTサービスに価値を追加するように設計されています。

このアプリケーションは、以下に示す 3つのユースケースを実現します。

•アセットトラッキング

•スペースの占有/プレゼンス検出

•温度のモニタリング

これらの各ユースケース内で、ルール/アラートの作成、データログの表示、デバイスまたは
センサーのリアルタイムのロケーションとステータスの表示を行うことができます。IoTExplorer
アプリケーションの UIは、ユースケースを簡単に設定できるように設計されています。
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このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Spaces：コネクタ 3.0

Cisco Spaces：コネクタ 3.0（このドキュメントの以降のすべての参照ではコネクタと呼ばれま
す）は、Ciscoワイヤレスコントローラやデータ用のスイッチなどのさまざまなネットワーク
デバイスに接続する複数のサービスを効率的に管理する機能を備えた完全に再設計されたバー

ジョンのコネクタです。コネクタプラットフォームを使用すると、クラウドに新しいサービス

を簡単に追加/削除できます。クラウドからのデバッグ、ログのアップロード、および再起動
機能により、高度なトラブルシューティングが可能になります。コネクタは、CPU、メモリ、
接続、およびアップ/ダウンステータスを含む各サービスの詳細なメトリックも提供します。

コネクタは Cisco Spacesの次世代コネクタであり、拡張されたユーザーエクスペリエンス、複
数のサービスをサポートするアーキテクチャ、シンプルさ、モジュール性、シームレスなアッ

プグレード、およびハイアベイラビリティを提供します。コネクタは、アクティブ/アクティ
ブ高可用性セットアップをサポートします。コネクタ 2.xの以前のリリースとは異なり、高可
用性ペアを具体的に設定および監視できます。すべてのサービスとデバイス構成はコネクタレ

ベルで管理されるため、高可用性と簡単にペアリングできます。

コネクタとデバイスのステータスも、各インスタンスからコネクタレベルで集計されるため、

簡単に監視できます。コネクタは、高可用性ペアの各インスタンスに完全な可視性を提供しま

す。各インスタンスでのサービスの実行状況、アップグレードステータスなどを表示できま

す。サービスの再起動など、特定のインスタンスでアクションを実行することもできます。

Right Now

Right Nowアプリでは、次の機能強化が行われています。

Right Nowアプリは、[Location Hierarchy]に変更があった場合のカウントの問題に対処するよ
うに強化されています。

この機能強化の前に、新しいロケーションの追加、既存のロケーションの削除、または

[TimeZone]などの重要なパラメータの更新などの [Location Hierarchy]の変更により、Wi-Fiの
古いカウントまたは誤ったカウントが導入されました。

この機能強化により、[Location Hierarchy]の変更後にカウントが無効になるため、現在の日の
[Presence]チャートのカウントがリセットされます（現在の時刻までのすべての既存の数値が
削除されます）。

（注）

マップサービス

Map Serviceでは、次の機能強化が加えられました。
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[Map Service]UIからゾーンのロケーションを削除すると、同じものが [LocationHierarchy]から
も削除されます。

不具合
不具合では、Cisco DNA Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。
「解決済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

Cisco Spacesのこのリリースでは未解決の不具合はありません。

解決済みの不具合

Cisco Spacesのこのリリースで解決された不具合はありません。
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第 13 章

2022年 5月

•今回のリリースでの新機能（49ページ）
•このリリースでの変更点（50ページ）
•不具合（50ページ）

今回のリリースでの新機能

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の機能が導入されました。

Cisco Webexの統合

Cisco Webexは、Cisco Spacesと統合されました。この統合により、Webex Control Hubアカウ
ントの Cisco Webexデバイスは、Webex Control Hubと Cisco Spaces間のクラウド間統合を実
行できます。

この統合は以下をサポートします。

• [Webex Control Hub]からの Cisco Webexワークスペース、デバイス、ワークスペースの場
所、フロアの詳細などのCiscoWebexエンティティの同期。同期プロセスは、Cisco Spaces
ダッシュボードでトークンが設定された後、3時間ごとにバックエンドでスケジュールさ
れます。[Setup] > [Webex]を選択して、トークンを設定します。

• CiscoWebexデバイスは、温度、電波品質、占有率などのデバイスデータを送信し、Cisco
Smart Workspacesで使用されます。

現在、この統合は Cisco Smart Workspacesユーザーのみを対象としています。（注）
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このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Spacesのワンタイムアクセスコード

Cisco Spacesは、1回限りのアクセスコードの作成をサポートするように機能強化されていま
す。[Captive Portal] > [Access Code] > [Create Access Code]を選択して、新しい使い捨てアクセ
スコードを作成します。生成されたアクセスコードは1回限りの使用です。アクセスコードの
作成時に、[Numeric]または [Alphanumeric]オプションのいずれかを選択できます。

新しいアクセスコードのステータスは、[View Access Codes]ウィンドウに [Available]と表示さ
れます。アクセスコードを使用すると、ステータスが [Used]に変わります。

キャプティブポータル

Cisco Spacesキャプティブポータルでは、次の機能強化が加えられました。

キャプティブポータルランタイムでのワンタイムアクセスコードのサポート

Cisco Spacesキャプティブポータルでは、1回限りのアクセスコードがサポートされるように
なりました。生成されたアクセスコードは 1回限りの使用です。アクセスコードがすでに 1回
使用されている場合は、次のエラーメッセージが表示されます：アクセスコードが無効です。

不具合
不具合では、Cisco DNA Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。
「解決済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。
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シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

Cisco Spacesのこのリリースでは未解決の不具合はありません。

解決済みの不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決されたバグを示します。

表 14 : Cisco Spaces解決済みの不具合

不具合の説明不具合の識別子

マップフロア API応答の先祖 IDが nullであるため、クライアントが検出
と位置特定アプリに表示されない。

CSCwb99689
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第 14 章

2022年 4月

•今回のリリースでの新機能（53ページ）
•このリリースでの変更点（53ページ）
•不具合（54ページ）

今回のリリースでの新機能
このリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Spacesと Cisco Customer Identityの統合

CiscoSpacesは、ログインワークフローのためにCiscoCustomer Identity（CCI）アプリケーショ
ンと統合されました。Cisco Spacesユーザーは、ログイン認証のために CCIアプリケーション
ウィンドウにリダイレクトされ、Cisco Spacesダッシュボードへのログインに進みます。

新しいワークフローは、次のユーザーに適用されます。

• Ciscoドメインユーザー

•顧客ドメインの非 SSOユーザー

CCI統合の導入により、[Switch Users]オプションを使用して、Cisco Spacesのログインウィン
ドウで異なる電子メールアドレスを切り替えることができるようになりました。

顧客ドメインの SSOユーザーは、既存のログインワークフローを引き続き使用できます。（注）

位置分析
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Location Analyticsに、フィルタリングされたロケーションの階層パスが表示されるようになり
ました。フィルタリングされたロケーションパスは、ホームページで使用可能なウィジェット

と、[Path]ウィジェットを除く [Custom Reports]セクションに表示されます。

Cisco Spacesパートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

パートナーダッシュボードとの CCI統合

Cisco Spacesパートナーダッシュボードは、ログインワークフロー用の CCIアプリケーション
に統合されました。この機能は、Cisco Spaces Cisco Spacesダッシュボードに似ています。

Cisco Spacesパートナーダッシュボードのユーザーは、Cisco Spacesパートナーダッシュボード
のログインウィンドウにある [Switch Users]オプションを使用して、異なる電子メールアドレ
スを切り替えることができます。

マップサービス

Cisco Spaces [Map Service]では、次の機能強化が加えられました。

GPSマーカーの警告メッセージ

インポートされた場所に無効なGPSマーカーがある場合、[ImportHistory]セクションに表示さ
れるGPSマーカーの警告メッセージにはフロア名のみが表示されます。この機能強化により、
メッセージは、無効な GPSマーカーを持つフロアの [Import History]セクションの階層全体を
表示します。

Cisco Catalyst Wireless 9164I Wi-Fi 6Eシリーズアクセスポイント（AP）サポート

• Cisco Catalyst Wireless 9164I Wi-Fi 6Eシリーズ APサポートが [Map Service]に追加されま
した。

• [Map Service]を使用して、Cisco CatalystWireless 9164IWi-Fi 6EシリーズAPをCisco Spaces
にインポートできるようになりました。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。
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ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

Cisco Spacesのこのリリースでは未解決の不具合はありません。

解決済みの不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決されたバグを示します。

表 15 : Cisco Spaces解決済みの不具合

不具合の説明不具合の識別子

Cisco Spaces同期を手動で実行中に内部エラーが発生。CSCwb33270
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第 15 章

2022年 3月

•今回のリリースでの新機能（57ページ）
•このリリースでの変更点（57ページ）
•不具合（58ページ）

今回のリリースでの新機能

パートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードに次の機能が導入されました。

Trace Firehose

CiscoSpacesパートナーダッシュボードに [TraceFirehose]と呼ばれる新機能が導入されました。
この機能は、[Your Apps] > [App Tile] > [More] > [Trace Firehose]で利用できます。この機能に
は、Cisco Spacesパートナーダッシュボードから [Firehose]データを表示するための次の 2つの
オプションがあります。

• [Downloadhistorical data]：過去24時間の時間別データをダウンロードするには、このオプ
ションを使用します。必要なタイムスロットを選択して、選択したタイムスロット内にト

リガーされた Firehoseイベントを含むテキストファイルをダウンロードします。

• [Download present data]：このオプションを使用して、Cisco Spacesパートナーダッシュボー
ド UIで 5分間、firehoseイベントのライブストリームを表示します。

このリリースでの変更点

Mapservice

Cisco Spaces Mapserviceでは、次の機能強化が加えられました。

計画されたアクセスポイントの [Mapservice]および [Location Hierarchy]へのインポートはサ
ポートされていません。
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不具合
不具合では、Cisco DNA Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。
「解決済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

ここでは、CiscoSpacesのこのリリースにおける未解決の不具合を示します。これまでのリリー
スで未解決で、まだ解決されていない不具合は、修正されるまで、今後のすべてのリリースに

適用されます。

表 16 : Cisco Spaces未解決の不具合

不具合の説明不具合の識別子

Merakiと統合されている場合、Openroamingの統計が表示されない。CSCwb30644

解決済みの不具合

Cisco Spacesのこのリリースで解決された不具合はありません。
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2022年 2月

•今回のリリースでの新機能（59ページ）
•このリリースでの変更点（59ページ）
•不具合（59ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesのこのリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点

パートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

マルチテナントクラウドアプリケーションの場合、[Integration Details]タブに、ライブアプリ
の APIキーが次のように表示されるようになりました。

•アプリが [Live]状態の場合にのみ、本番 APIキーを更新してコピーできます。

• [Live]状態のアプリのサンドボックスと運用前 APIキーを更新してコピーするには、パー
トナーはアプリの新しいバージョンを作成し、アプリの [Draft]バージョンでキーをコピー
して更新する必要があります。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。
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•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

Cisco Spacesのこのリリースでは未解決の不具合はありません。

解決済みの不具合

Cisco Spacesのこのリリースで解決された不具合はありません。
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2022年 1月

•今回のリリースでの新機能（61ページ）
•このリリースでの変更点（61ページ）
•不具合（61ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesのこのリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点

ダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

行動メトリクス

行動メトリクスが機能強化され、[Sub Vertical]レベルのベンチマーク指標が表示されるように
なりました。これは、副業種が定義されているカテゴリ平均メトリックとアカウントに適用さ

れます。

副業種が定義されていない場合、カテゴリの平均指標は業種の階層レベルのベンチマークに基

づいて計算されます。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
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IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

Cisco Spacesのこのリリースでは未解決の不具合はありません。

解決済みの不具合

Cisco Spacesのこのリリースで解決された不具合はありません。
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第 18 章

2021年 12月

•今回のリリースでの新機能（65ページ）
•このリリースでの変更点（65ページ）
•不具合（66ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesのこのリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点

ダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

Right Now

• [Right Now WiFi]は、訪問者と見なされない除外されたデバイスの数、またはデータ処理
中にフィルタ処理されたデバイスの数を表示できるように機能強化されました。

•除外されたデバイスの数は、[Right Now Wifi]の [Note]セクションにメッセージとして表
示されます。

キャプティブポータルランタイム

• [Access Code Authentication]：アクセスコードレベルで設定された [Session Duration]と
[Bandwidth Limit]が、キャプティブポータルによって考慮されるようになりました。認証
中に、値はコントローラに渡され、セッションの継続時間と帯域幅についてコントローラ

で行われたデフォルト設定を上書きします。

パートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Spacesリリースノート
65



[Event Notification]：Cisco Spacesパートナーがすでにアクティブ化されているアプリに新しい
イベントを追加すると、顧客がアクセス許可を受け入れて新しいイベントにサブスクライブし

た場合にのみ、Firehose APIを介して送信されます。この機能強化の前は、新しいイベントに
顧客の許可は必要ありませんでした。

•アプリタイルに [New Permission Required]通知メッセージが表示されます。これらの新し
いアプリイベントにサブスクライブするには、新しいアプリのアクセス許可をクリックし

て同意する必要があります。

•新しいイベントがアプリに追加されたことを示す電子メール通知も顧客に送信されます。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

Cisco Spacesのこのリリースでは未解決の不具合はありません。

解決済みの不具合

Cisco Spacesのこのリリースで解決された不具合はありません。
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2021年 11月

•今回のリリースでの新機能（67ページ）
•このリリースでの変更点（67ページ）
•不具合（68ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesのこのリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点

ダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

コントローラからのアクセスポイントの部分的なインポート

•この機能強化以前は、[AP prefix]オプション（[Connect WLC/Catalyst 9800 Directly]または
[Connect via Spaces Connector]のいずれか）を使用してロケーションを追加していた場合
に、

• APの数がライセンス制限を超えると、APのインポートが許可されませんでした。こ
の機能強化により、ライセンス制限に従って APをインポートできるようになりまし
た。

•ライセンス制限に達すると、コントローラで使用可能なライセンス制限を超える AP
はロケーション階層と同期されませんでした。この機能拡張により、[Unconfigured]
にあるAPよりも、共通のプレフィックスを持つAPが優先されるようになりました。
[Unconfigured]にある APは同期プロセス中に削除され、コントローラで共通のプレ
フィックスを持つ APの同期が優先されます。

影響分析
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•アカウントで使用可能な訪問データが30日未満の場合、イベントの作成は制限されます。
このシナリオでは、デフォルトのデータが表示されます。

Mapservice

Mapserviceでは、次の機能強化が加えられました。

• Cisco DNA CenterからMapserviceへの重複ペイロードのインポートが制限されます。
[Import History]セクションに、「Warning:Import ignored due to no changes in request payload」
というエラーメッセージが表示されます。

Cisco Spacesでは、ロギングに Apacheの Javaライブラリ「log4j」を使用するようになりまし
た。脆弱性 CVE-2021-44228は現在、Apacheの「log4j」のバージョン 2.0～ 2.14.1に影響しま
す。この脆弱性に対処するため、Cisco SpacesでApacheの「log4j」バージョンが 2.16.0にアッ
プグレードされました。

（注）

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

Cisco Spacesのこのリリースでは未解決の不具合はありません。
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解決済みの不具合

Cisco Spacesのこのリリースで解決された不具合はありません。
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第 20 章

2021年 10月

•今回のリリースでの新機能（71ページ）
•このリリースでの変更点（71ページ）
•不具合（71ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesのこのリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点

ロケーション分析

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

•滞在時間が5分未満の訪問は除外されます。この設定は、訪問者数と訪問数の水増しにつ
ながる短時間の一時的な訪問者を除外するのに役立ちます。

•滞在時間が 1440分を超える訪問は除外されます。この設定は、常にオンになっているデ
バイスを除外して、平均滞在時間の水増しを防ぐのに役立ちます。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
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メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

Cisco Spacesのこのリリースでは未解決の不具合はありません。

解決済みの不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決されたバグを示します。

表 17 : Cisco Spaces解決済みの不具合

不具合の説明不具合の識別子

新しい構成を適用すると、[Button Click]データや [Movement]データなど
のテレメトリが 18時間以上にリセットされる

CSCvu98859

ゲートウェイの展開ワークフロー中に、タイミングの問題により、APが
「needs config mode（設定モードが必要）」として誤って分類される
ことがある

CSCvv16880

Mapserviceのマップのインポート/同期が、場所を変更して同じファイルを
再インポートすると失敗する

CSCvz89535

同じDNACマップファイルに対して再同期が行われると、Mapserviceのフ
ロアマップイメージが空白として表示される

CSCvz89525
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2021年 9月

•今回のリリースでの新機能（73ページ）
•このリリースでの変更点（75ページ）
•不具合（75ページ）

今回のリリースでの新機能

ダッシュボード

スマートライセンスとの統合：シスコスマートライセンスは、ソフトウェアのアクティブ化と

管理の方法を合理化する柔軟なライセンスモデルです。このソリューションを使用すると、ラ

イセンスのステータスとソフトウェアの使用傾向を簡単に追跡できます。Cisco Spacesでシス
コスマートライセンスを有効にするには、Cisco Smart Software Manager（CSSM）を使用して
設定されたスマートアカウントが必要です。Cisco Spacesダッシュボードダッシュボードで、
[Profile]アイコン > [Activate Smart License]の順に選択して、シスコスマートライセンスをア
クティブ化します。

•ライセンスのアップグレード/ダウングレード：シスコスマートライセンスをアクティブ
化した後、Cisco Spacesライセンスをアップグレードまたはダウングレードできます。こ
れを行うには、[Profile]アイコン > [License info] > [Select License Level]の順に選択しま
す。

•トライアルサポート：シスコスマートライセンスをアクティブ化した後、Cisco Spacesサ
ポートチームに連絡して、トライアルサポートを有効にすることができます。トライアル

モードが有効になっている場合、スマートエージェントは、CSSMへのライセンスの使用
状況の更新を行いません。

詳細については、「Cisco Smart License」を参照してください。

行動メトリクス

[Workspaces]分野：[Workspaces]分野向けに、キャンパスレベルの計算が実装されています。
以前は、ロケーション階層のネットワークノードを使用してメトリクスを取得していました。

[Workspaces]分野について報告されるデータの品質を向上させるために、キャンパスノードを
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使用して訪問を追跡し、知見を得ることができます。企業や大学のほとんどのリアルタイム環

境では、人々はキャンパス内にある近接する建物間を往来します。ネットワーク間を移動する

人々のこのような行動から、訪問を追跡して知見を得るための単一の連続したスペースである

キャンパスノードに移行する必要性が高まっています。

• [Location]オプションからキャンパスノードを選択すると、キャンパスの平均が、[Workday
Duration]、[Employee Frequency]、[Density Index]、[Entry Time]、[Exit Time]チャートに表
示されます。

•新しいフロアおよびゾーンレベルのチャートが追加されています。ネットワークロケー
ションを選択して、次のチャートを表示できます。

•フロア/ゾーン別プレゼンス

•フロア/ゾーン別シェア（%）

•フロア/ゾーン別密度

•フロア/ゾーン別訪問時間

デフォルトでは、キャンパスとグループのロケーションデータは

ルートレベルのビューに表示されます。ロケーション階層でキャ

ンパスロケーションが定義されていない場合は、ネットワークの

ロケーションデータが表示されます。

（注）

[Education]分野：行動メトリクスアプリに [Education]という新しい分野のサポートが追加され
ています。すべての主要なチャートは、学生のメトリクスに基づいた情報を反映しています。

[Education]分野のチャートで使用されるすべてのメトリクスは、[Workspaces]分野のチャート
と同様です。

Cisco Spaces SDK

CiscoSpacesソフトウェア開発キット（SDK）は、OpenRoamingテクノロジーを活用して、ユー
ザーによる操作を必要とせずに、シームレスかつ安全にユーザーをWi-Fiネットワークに接続
します。Cisco Spaces SDKにより、iOSまたは Androidアプリケーションのデベロッパーは、
バックエンドシステムで検証できる任意の IDを使用して iOSおよび Androidデバイスを設定
できます。また、Cisco Spaces SDKを使用すると、デベロッパーは、iOSおよび Androidの通
知フレームワークを介して、ユーザーに関する詳細情報を追加し、デバイス上でユーザーと直

接関わり合うことができます。

SDK構成セクションには、ハンバーガーメニューアイコン > [Integrations] > [Cisco Spaces
SDK]からアクセスできます。これにより、ネイティブアプリ（iOSおよび Android）を Cisco
Spacesに登録できます。

詳細については、「Cisco Spaces SDK Integration」[英語]を参照してください。

Cisco Spacesリリースノート
74

2021年

今回のリリースでの新機能

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/solutions/Enterprise/Mobility/DNA-Spaces/cisco-dna-spaces-config/dnaspaces-configuration-guide/m-cisco-dna-spaces-sdk-integration.html


このリリースでの変更点

ダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

• [Connect via Meraki Login]ウィジェットが Cisco Spacesダッシュボードから削除されまし
た。

•すでに CiscoMerakiログイン情報を使用して接続している既存のユーザーは引き続き有効
であり、Cisco Spacesダッシュボードで [Connect via Meraki Login]ワイヤレスネットワー
クオプションを表示できます。

• [Connect via API]キーが、Cisco SpacesをMerakiアカウントと統合するために推奨される
方法です。

行動メトリクス

[Workspaces]分野の次のチャートとオプションは、行動メトリクスアプリから削除されまし
た。

• [Top & Bottom]、[Important]、[Pinned Locations]オプション

• [Occupancy Index]チャートとすべての [Line]チャート

Right Now

Right Nowアプリが有線デバイスをサポートするようになりました。[Settings]メニューの
[IncludeWiredDevices]オプションを使用して、アクティブな訪問者の一部として有線デバイス
を含めることができます。デフォルトでは、有線デバイスは除外されます。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。
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シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースにおける未解決の不具合を示します。

表 18 : Cisco Spaces未解決の不具合

不具合の説明不具合の識別子

新しい構成を適用すると、[Button Click]データや [Movement]データなど
のテレメトリが 18時間以上にリセットされる

CSCvu98859

ゲートウェイの展開ワークフロー中に、タイミングの問題により、APが
「needs config mode（設定モードが必要）」として誤って分類される
ことがある

CSCvv16880

解決済みの不具合

Cisco Spacesのこのリリースで解決された不具合はありません。
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2021年 8月

•今回のリリースでの新機能（77ページ）
•このリリースでの変更点（77ページ）
•不具合（78ページ）

今回のリリースでの新機能

パートナーダッシュボード

Single Tenant Cloudと呼ばれる新しいアプリタイプが Cisco Spaces -パートナーダッシュボード
に導入されました。パートナーが顧客ごとに1つの展開を希望する場合は、SingleTenantCloud
アプリをお勧めします。

このリリースでの変更点

ダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードのホームページの [Digitization Stats]セクションで、次の機能強化
が加えられました。

• [Visitors]カウンタは、 [Digitization Stats]セクションから削除されました。

• [Digitization Stats]セクションを 1つの行として表示できるようになりました。

•次の図に示すように、任意のカウンタをクリックするか、カーソルを合わせて、対応する
情報を含むツールヒントを表示できるようになりました。
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不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースにおける未解決の不具合を示します。

表 19 : Cisco Spaces未解決の不具合

不具合の説明不具合の識別子

新しい構成を適用すると、[Button Click]データや [Movement]データなど
のテレメトリが 18時間以上にリセットされる

CSCvu98859

ゲートウェイの展開ワークフロー中に、タイミングの問題により、APが
「needs config mode（設定モードが必要）」として誤って分類される
ことがある

CSCvv16880
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解決済みの不具合

Cisco Spacesのこのリリースで解決された不具合はありません。
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第 23 章

2021年 7月

•今回のリリースでの新機能（81ページ）
•このリリースでの変更点（81ページ）
•不具合（82ページ）

今回のリリースでの新機能
このリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点

ダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードの [Monitor]セクションでは、次の機能強化が加えられました。

• [Connectors]と [Controllers]の表の上部には、アクティブでないデバイスの数ではなく、テ
ナントのアクティブなコネクタとコントローラの数が表示されています。

• UTCは、UTCタイムゾーンを示すために、[LastModified]、[Last Heard]などのすべての時
間関連ラベルに追加されました。

• NMSPメッセージレートグラフが計算される期間が 24時間から 30日に延長されました。
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不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースにおける未解決の不具合を示します。

表 20 : Cisco Spaces未解決の不具合

不具合の説明不具合の識別子

新しい構成を適用すると、[Button Click]データや [Movement]データなど
のテレメトリが 18時間以上にリセットされる

CSCvu98859

ゲートウェイの展開ワークフロー中に、タイミングの問題により、APが
「needs config mode（設定モードが必要）」として誤って分類される
ことがある

CSCvv16880

解決済みの不具合

Cisco Spacesのこのリリースで解決された不具合はありません。
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第 24 章

2021年 6月

•今回のリリースでの新機能（83ページ）
•このリリースでの変更点（84ページ）
•不具合（84ページ）

今回のリリースでの新機能

パートナーダッシュボード

ロールベースのアクセス制御は、Cisco Spaces -パートナーダッシュボードユーザーに対して
導入されました。パートナーは、Cisco Spaces -パートナーダッシュボードを通じて次のいず
れかのロールをユーザーに割り当てることができるようになりました。

• [PartnerDashboardReadWrite]：読み取りおよび書き込みアクセス許可を持つ Cisco Spaces -
パートナーダッシュボードユーザーは、Cisco Spaces -パートナーダッシュボードで次の
アクションを実行できます。

•パートナーアプリの作成、編集、プレビュー、削除

•パートナーアプリの構成を表示する

•パートナーアプリの送信、アクティブ化、および更新

•パートナーアプリのコピーを作成する

•すべての Cisco Spaces -パートナーダッシュボードユーザーのロールを変更する

• PartnerDashboardReadOnly：読み取り専用権限を持つ Cisco Spaces -パートナーダッシュ
ボードユーザーは、次のアクションに制限されます。

•パートナーアプリの構成を表示する

•パートナーアプリのプレビューとアクティブ化
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パートナーは、Cisco Spacesダッシュボードからのみ新規ユーザーを Cisco Spaces -パートナー
ダッシュボードに招待できます。これにより、新しいユーザーはCisco Spacesダッシュボード
と Cisco Spaces -パートナーダッシュボードの両方にアクセスできます。

（注）

このリリースでの変更点

ダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードの次のアプリに対して、ロケーション固有のロールベースのアク
セス制御が導入されました。

•エンゲージメント

•ロケーションペルソナ

•キャプティブポータル

デフォルトでは、Cisco Spacesダッシュボード管理者はこれらのアプリにアクセスでき、特定
の場所の上記のアプリのいずれかに読み取り/書き込みまたは読み取り専用アクセスを割り当
てることができます。これらのアクセス許可は、選択したアプリを使用するようにユーザーを

招待する際に特定の場所に割り当てることも、後で特定のアプリの [User Management]ウィン
ドウを使用して変更することもできます。

ロケーション分析

[Location Analytics]では、ホームページとカスタムレポートセクションの下に、[Dwell Time]
チャートと [Dwell Time Breakdown]チャートの代わりに、[Dwell Time Distribution]チャートが
表示されます。

[Dwell Time Distribution]チャートには、滞留時間の合計、訪問回数の合計、および滞留範囲の
さまざまなカテゴリについて記録された訪問の割合が表示されます。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。
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•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースにおける未解決の不具合を示します。

表 21 : Cisco Spaces未解決の不具合

不具合の説明不具合の識別子

新しい構成を適用すると、[Button Click]データや [Movement]データなど
のテレメトリが 18時間以上にリセットされる

CSCvu98859

ゲートウェイの展開ワークフロー中に、タイミングの問題により、APが
「needs config mode（設定モードが必要）」として誤って分類される
ことがある

CSCvv16880

解決済みの不具合

Cisco Spacesのこのリリースで解決された不具合はありません。
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第 25 章

2021年 5月

•今回のリリースでの新機能（87ページ）
•このリリースでの変更点（87ページ）
•不具合（88ページ）

今回のリリースでの新機能

ダッシュボード

• [Map Service]：Cisco SpacesダッシュボードからCisco Spacesコネクタのスイッチを設定で
きるようになりました。[Setup] > [Wired Network] > [Add Switches]を選択して、新しい有
線スイッチを追加し、既存の Cisco Spacesコネクタにマップします。詳細については、
『Cisco Spaces Connector Configuration Guide』を参照してください。

•プロファイルベースの Open Roaming：Cisco Spacesダッシュボードで、Cisco AireOSシ
リーズ、Cisco Catalystシリーズコントローラ、およびCiscoMerakiネットワーク用のプロ
ファイルベースの OpenRoamingを設定できるようになりました。

•センサー：Cisco Spacesダッシュボードからセンサーをオンボードし、これらのセンサー
を OpenRoamingプロファイルにマッピングできるようになりました。

•クレームセンサー：[Setup] > [Sensors] > [Claim Sensors]を選択します。

•センサーを OpenRoaming SSIDに接続：[OpenRoaming] > [Sensors]を選択します。

このリリースでの変更点

ダッシュボード

•タイルの再設計：Cisco Spacesダッシュボードが拡張され、カウントの詳細を予測するア
プリケーション用の追加のタイルが表示されるようになりました。さらに、ライセンス

ベースの機能に関する詳細を提供するバナーが各タイルに表示されます。

Cisco Spacesリリースノート
87

https://www-author3.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/cisco-dna-spaces/connector/config/b_connector/m_connecting-a-connector-to-cisco-catalyst-9300-series-.html


•キャプティブポータル：Cisco Spacesダッシュボードの [Captive Portals]セクションから、
データキャプチャフォームフィールドと認証フィールドのカスタムラベルを設定できる

ようになりました。

キャプティブランタイム

キャプティブポータルランタイムは、GUIでカスタムラベルをサポートするようになりまし
た。これらのラベルは Cisco Spacesダッシュボードで設定でき、これらのカスタムラベルはラ
ンタイム GUIに表示されます。

パートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

•アプリの作成中または編集中に、[Push Channels]構成がマスクされるようになりました。

•アプリの作成中に、Cisco OAuth URLフィールドに事前入力されます。パートナーは、こ
れらのデフォルトのCisco OAuth URLを使用するか、アプリのアクティベーションのため
に編集するかを選択できます。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースにおける未解決の不具合を示します。
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表 22 : Cisco Spaces未解決の不具合

不具合の説明不具合の識別子

新しい構成を適用すると、[Button Click]データや [Movement]データなど
のテレメトリが 18時間以上にリセットされる

CSCvu98859

ゲートウェイの展開ワークフロー中に、タイミングの問題により、APが
「needs config mode（設定モードが必要）」として誤って分類される
ことがある

CSCvv16880

解決済みの不具合

Cisco Spacesのこのリリースには、修正された不具合はありません。
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第 26 章

2021年 4月

•今回のリリースでの新機能（91ページ）
•このリリースでの変更点（92ページ）
•不具合（92ページ）

今回のリリースでの新機能

キャプティブランタイム

Facebookを使用したソーシャル認証：Cisco Spacesでは認証プロセス中に Cisco Spacesバック
エンドに保存された名、姓、性別、電子メール IDなど、公開されているユーザーデータを削
除できるようになりました。

公開されているユーザーデータを Cisco Spacesから削除するには、Facebook開発者アカウント
でそのアプリの [Data Deletion Callback URL]を設定します。[Data Deletion Callback UR]の形式
は [https://<live_domain>/p/<customerName>/fb_revokeです。たとえば、
https://splash.dnaspaces.io/p/ciscotest/fb_revokeなどです。詳細な手順については、Cisco Spacesコ

ンフィギュレーションガイドの「Working with the Captive Portal App」の章を参照してくださ
い。

ユーザーデータをCisco Spacesから削除するには、アプリユーザーはFacebookプロファイル設
定ページで次の操作を行う必要があります。

1. [Settings & Privacy] > [Settings] > [Apps and Websites] > [Active]をクリックして、サインイ
ンしたアプリを削除します。

2. [Settings & Privacy] > [Settings] > [Apps and Websites] > [Removed]をクリックして、デー
タ削除リクエストを送信します。

ダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードの次のアプリに対して、ロールベースのアクセス制御が導入され
ました。

•エンゲージメント
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•ロケーションペルソナ

• OpenRoaming

デフォルトでは、Cisco Spacesダッシュボード管理者はこれらのアプリにアクセスできます。
これらの各アプリの [User Management]オプションを使用して、ダッシュボード管理者は個々
のアプリへのユーザーアクセスを管理できます。

このリリースでの変更点

マップサービス

ロケーションのタイムゾーンは、ソースマップファイルに記載されている対応する緯度と経度

の値から取得されるようになりました。このタイムゾーン値は、マップのインポート中にCisco
Spacesバックエンドに保存されます。

タイムゾーンは、そのロケーションに対応する [Location Info]ページの [Location Hierarchy]に
表示されます。インポートされたソースマップファイルに存在する情報に基づくロケーション

の住所も、[Location Info]ページに表示されます。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。
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未解決の不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースにおける未解決の不具合を示します。

表 23 : Cisco Spaces未解決の不具合

不具合の説明不具合の識別子

新しい構成を適用すると、[Button Click]データや [Movement]データなど
のテレメトリが 18時間以上にリセットされる

CSCvu98859

ゲートウェイの展開ワークフロー中に、タイミングの問題により、APが
「needs config mode（設定モードが必要）」として誤って分類される
ことがある

CSCvv16880

解決済みの不具合

Cisco Spacesのこのリリースには修正されたバグはありません。
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第 27 章

2021年 3月

•今回のリリースでの新機能（95ページ）
•このリリースでの変更点（96ページ）
•不具合（97ページ）

今回のリリースでの新機能

パートナーダッシュボード

Cisco Spaces -パートナーダッシュボードに次の機能が導入されました。

• [Partner self-onboarding]：Cisco Spacesアカウントでパートナー権限が有効になっていない
場合でも、CiscoSpaces -パートナーダッシュボードにログインできます。セルフオンボー
ディングの導入により、CiscoSpaces -パートナーダッシュボードに最初にログインしたと
きに表示される [Spaces Partner Onboarding]ダイアログボックスで、次のオプションからア
カウントタイプを選択できます。

• [I want to create apps for my organization]：組織の内部専用のアプリを作成する場合は、
このオプションを選択して [Continue]をクリックします。このオプションでは、アプ
リを Cisco Spaces -パートナーアプリケーションセンターに公開することはできませ
ん。

• [I'm a developer who provides solutions to Cisco Spaces customers]：グローバルな顧客向け
の Cisco Spaces -パートナーアプリケーションセンターにアプリケーションを作成し
て公開する場合は、このオプションを選択して [Continue]をクリックします。

• [Retrieve forgotten password]：Cisco Spaces -パートナーダッシュボードログインウィンド
ウからパスワードを取得または変更できるようになりました。

• [Partner Onboarding]：Cisco Spaces -パートナーダッシュボードの新しい [Partner Onboarding]
タイルを使用して、[Partners Onboarding Helper]ウィンドウを表示できます。

[Partners Onboarding Helper]ウィンドウには、Cisco Spaces -パートナーダッシュボードの
使用方法を説明するビデオとドキュメントが含まれています。これには、[Onboarding
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Process]、[IoT Service Marketplace]、および Cisco Spaces -パートナーアプリケーションセ
ンターのパートナーアプリの構成に関する情報が含まれます。

• [Location Anchor Update]：新しいイベント [LOCATION_ANCHOR_UPDATE]が、Cisco
Spaces -パートナーダッシュボードの [Events]セクションに追加されます。

Partner Firehose API

Cisco Spaces - Partner Firehose APIでは、次の機能強化が加えられました。

• [Location Anchor Update]：WayFindingのユースケースをサポートするために、新しいイベ
ント LOCATION_ANCHOR_UPDATEが追加されました。

このリリースでの変更点

ダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

• SSID設定の機能強化：SSIDウィンドウ（[Dashboard] > [Captive Portals] > [SSIDs]）に次
の更新が加えられました。

• [mport/Configure SSID]をクリックして SSIDを作成すると、[Wireless Network]ドロッ
プダウンリストのオプションが次のように変更されます。

•オプションの [Meraki]が [Cisco Meraki]に変更されました。

•オプション [CUWN]が [Cisco AireOS/Cisco Catalyst 9800]に変更されました。

• [Cisco Aironet SSID]セクションの名前が [Cisco AireOS/Cisco Catalyst 9800 SSID]に変
更されました。Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラの SSIDおよび
RADIUSサーバーの設定手順も表示できます。[ConfigureManually]リンクをクリック
して、これらの手順を表示します。

•密度ルール：[Actions]セクションで、密度ルールの通知頻度の新しいオプションを選択で
きるようになりました。新しく追加されたオプションは、[15 Minutes]、[30 Minutes]、[45
Minutes]に [Once]です。

マップサービス

Cisco Spacesの [Map Service]では、次の機能強化が加えられました。

• [Map Service]では、[Cisco Prime Infrastructure]のマップファイルを使用して、通常の AP
とともに計画モードの APをインポートできるようになりました。これらのインポートさ
れた APは、[Location Hierarchy]と [Map Service]の両方の下に表示されます。
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不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースにおける未解決の不具合を示します。

表 24 : Cisco Spaces未解決の不具合

不具合の説明不具合の識別子

新しい構成を適用すると、[Button Click]データや [Movement]データなど
のテレメトリが 18時間以上にリセットされる

CSCvu98859

ゲートウェイの展開ワークフロー中に、タイミングの問題により、APが
「needs config mode（設定モードが必要）」として誤って分類される
ことがある

CSCvv16880

解決済みの不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決されたバグを示します。
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表 25 : Cisco Spaces解決済みの不具合

不具合の説明不具合の識別子

特定のルールの一致数またはスキップ数がしきい値を超えると、密度ルー

ルレポートが表示されない

CSCvv91424

マップサービスとロケーション階層の位置の不一致CSCvx97571
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第 28 章

2021年 2月

•今回のリリースでの新機能（99ページ）
•このリリースでの変更点（100ページ）
•不具合（100ページ）

今回のリリースでの新機能

ダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の機能が導入されました。

•ロールベースのアクセス制御は、次のアプリに導入されています。

• Business Insights

•影響分析

•カメラメトリック

デフォルトでは、Cisco Spacesダッシュボード管理者はこれらのアプリにアクセスできま
す。これらの管理者は、[AdminManagement]オプションを使用して、これらのアプリへの
ユーザーアクセスを管理できます。

Cisco Spacesダッシュボードでは、[Business Insights]、[Impact
Analysis]、および [CameraMetrics]アプリタイルは、アプリにアク
セスできないユーザーに対して無効に表示されます。

（注）

Cisco Spacesダッシュボードの Right Nowアプリで静的デバイスフィルタリングが無効になり
ました。

（注）
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パートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードに次の機能が導入されました。

•アプリのアクティブ化中に、IoTサービスで定義されたグループを表示できるようになり
ました。ただし、これらのグループは、次のイベントのいずれかを選択した場合にのみ表

示されます。

• IOT_TELEMETRY

• IOT_USER_ACTION

• BLE_RSSI_UPDATE

アプリのアクティブ化中に選択したグループを管理するには、[Activation]ウィンドウで、
[Groups]タブをクリックします。ここで、グループを追加または編集できます。

•この機能を使用するには、指定した Cisco Spacesアカウント
の IoTサービスを有効にする必要があります。この機能を使
用するには、CiscoSpacesダッシュボードとCiscoSpaces -パー
トナーダッシュボード forEXTENDアカウントの両方から IoT
サービスを有効にする必要があります。

• Cisco Spacesダッシュボードと Cisco Spaces -パートナーダッ
シュボードの両方で実行されたアクティベーションのアプリ

のアクティベーション中に、上記のグループを確認できま

す。

（注）

このリリースでの変更点

Partner Firehose API

Cisco Spaces Partner Firehose APIには、次の機能強化が加えられました。

• PIRトリガー情報を含む IoTテレメトリイベント：PIRセンサーがトリガーされると、PIR
トリガーと PIRタイムスタンプに関連する情報が [IoT Telemetry]イベントの下で更新され
ます。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。
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•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースにおける未解決の不具合を示します。

表 26 : Cisco Spaces未解決の不具合

不具合の説明不具合の識別子

新しい構成を適用すると、[Button Click]データや [Movement]データなど
のテレメトリが 18時間以上にリセットされる

CSCvu98859

ゲートウェイの展開ワークフロー中に、タイミングの問題により、APが
「needs config mode（設定モードが必要）」として誤って分類される
ことがある

CSCvv16880

[Detect & Locate]で、Kontakt BLEデバイスをフィルタリングするオプショ
ンを提供する。

CSCvv28936

コネクタが HAペアで再起動すると、ControllerChannelと APChannelがコ
ネクタ間で分割される

CSCvv34216

カスタム APグループの GRPCとアプリホストを自動有効にするオプショ
ンを提供する

CSCvv64362

特定のルールの一致/スキップ数がしきい値を超えると、密度ルールレポー
トが表示されない

CSCvv91424

解決済みの不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決されたバグを示します。
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表 27 : Cisco Spaces解決済みの不具合

不具合の説明不具合の識別子

CPランタイム：CPFフィールドはフォーマットのみを検証し、数字は検
証しません。

CSCvw96992
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第 29 章

2021年 1月

•今回のリリースでの新機能（103ページ）
•このリリースでの変更点（104ページ）
•不具合（105ページ）

今回のリリースでの新機能

Right Now

次の機能が Right Nowアプリに導入されています。

•ロール別アクセス制御：Right Nowアプリでは、アクセスを Cisco Spacesダッシュボード
ユーザーに制限するために、ロールベースのアクセスが実装されました。CiscoSpacesダッ
シュボード管理者ロールの場合、Right Nowアプリへのアクセスはデフォルトで提供され
ます。その他のロールについては、[AdminManagement]オプションを使用して個別にアク
セスを割り当てる必要があります。[Right Now]タイルは、Right Nowアプリへのアクセス
権のない Cisco Spacesユーザーアカウントでは無効になっています。

• [RFID]または [BLE]タグ：[RFID]および [BLE]タグがアクティブな訪問者の一部として
表示されるようになりました。[Settings]メニューの [IncludeBLETags]および [IncludeRFID
Tags]オプションを使用して、[RFID]または [BLE]タグをアクティブな訪問者として含め
ることができます。デフォルトでは、[BLE]または [RFID]タグは除外されます。

パートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードに次の機能が導入されました。

• IoTイベントのアクセス許可：アプリのアクティブ化中に、[iot_telemetry]または
[iot_user_action]イベントのいずれかを選択すると、[IOT Device Data]と呼ばれる新しい句
が [Permissions]ウィンドウの下に追加されます。

• Firehose APIを使用してこれらのイベントを消費するには、その Cisco Spacesアカウント
に対して IOTサービスを有効にする必要があります。IoTサービスが有効になっていない
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場合、[IOT Devices Data]の下に次のメモが表示されます：Spaces サポートチームに連
絡できるようにするために、この機能を使用していません。

•上記の変更は、Cisco Spacesパートナーダッシュボードと Cisco Spacesダッシュボードの
両方から実行されるアクティベーションに適用されます。

このリリースでの変更点

Right Now

Right Nowアプリでは、次の機能強化が加えられました。

•訪問者構成グラフ：このグラフは、SSIDに基づいて訪問者数の内訳を表示するように拡
張されています。

•訪問者の分類化：[Categorize Visitors]という新しいタブが [Right Now] > [Settings]メニュー
に追加されました。[Guest]や [Employee]などのタイプに基づいて、または SSIDに基づい
てカスタムカテゴリに基づいて訪問者をカテゴリ化できるようになりました。これらのカ

テゴリ化は、[VisitorComposition]チャートに表示されます。デフォルトのカテゴリは [auto]
に設定されています。このカテゴリを選択すると、訪問者はそのロケーションでの訪問者

の行動に基づいてカテゴリ化されます。

•静的デバイスフィルタリング：継続的にアクティブなデバイスは静的デバイスとして識別
され、アクティブな訪問者数には含まれません。

• Mapview：マップビューが拡張され、訪問者数とともにフロアマップが表示されるように
なりました。フロアレベルにいる推定訪問者数もMap viewにプロットされます。ゾーン
プロットは、ポリゴンゾーンがフロアマップに追加されている場合にのみ、フロアマップ

ビューで実行できます。ゾーンが追加されていない場合は、フロアマップのみが表示され

ます。

すべてのロケーションのチャート、主要なロケーションのチャー

ト、および新規訪問者対リピート訪問者のチャートで表示される

訪問者は削除されます。

（注）

Cisco Spacesダッシュボード

アクセスコードマネージャセクションでは、次の機能強化が加えられました。

• [Spaces Connector]を通じてオンボーディングされたお客様は、[WLC/Catalyst 9800 Direct]
オプションで [Access Code Manager]を使用してアクセスコードを作成/管理できるように
なりました。
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不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

ここでは、CiscoSpacesのこのリリースにおける未解決の不具合を示します。これまでのリリー
スで未解決で、まだ解決されていない不具合は、修正されるまで、今後のすべてのリリースに

適用されます。

表 28 : Cisco Spaces未解決の不具合

不具合の説明不具合の識別子

新しい構成を適用すると、[Button Click]データや [Movement]データなど
のテレメトリが 18時間以上にリセットされる

CSCvu98859

ゲートウェイの展開ワークフロー中に、タイミングの問題により、APが
「needs config mode（設定モードが必要）」として誤って分類される
ことがある

CSCvv16880

[Detect & Locate]で、Kontakt BLEデバイスをフィルタリングするオプショ
ンを提供する。

CSCvv28936

コネクタが HAペアで再起動すると、ControllerChannelと APChannelがコ
ネクタ間で分割される

CSCvv34216

Cisco Spacesリリースノート
105

2021年

不具合

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvu98859
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvv16880
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvv28936
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvv34216


不具合の説明不具合の識別子

カスタム APグループの GRPCとアプリホストを自動有効にするオプショ
ンを提供する

CSCvv64362

特定のルールの一致/スキップ数がしきい値を超えると、密度ルールレポー
トが表示されない

CSCvv91424

解決済みの不具合

このリリースで修正されたバグはありません。
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第 30 章

2020年 12月

• Cisco Spacesの概要（109ページ）
•今回のリリースでの新機能（111ページ）
•このリリースでの変更点（111ページ）
•不具合（111ページ）

Cisco Spacesの概要
Cisco Spacesは、既存のワイヤレスに加え、Internet of Things（IoT）およびBluetooth LowEnergy
インフラストラクチャを活用して、Cisco Spacesに組み込まれたアプリケーションを通じて実
用的な知見を提供し、ビジネスの成果を促進する強力なロケーションサービスプラットフォー

ムです。

この知見には次のものが含まれます。

•位置分析：時間や位置によるロケーションデータのスライスとダイスを行い、ネットワー
クに接続しているユーザーの行動をより詳細に可視化する機能を提供します。

• RightNow：物理的スペース内のリアルタイムの訪問者数（Wi-Fiに接続されているデバイ
スで識別）、およびこの数を履歴平均と比較する方法を提供するレポート。Right Nowレ
ポートでは、使用されている認証方法に基づいて、1人のユーザーに属する複数のデバイ
スを検出し、それらのデバイスを1人の訪問者に属するものとしてカウントできます。ま
た、Right Nowアプリは、お客様のロケーションに配置されたカメラ、およびこれらのカ
メラが Cisco Spacesクラウドに接続されているかどうかに基づいて、レポートを提供しま
す。

• Business Insights：人々がお客様の物理ロケーションに訪れる頻度と、それらのロケーショ
ンに滞在する時間を測定する機能を提供します。このデータは、すべてのロケーションに

わたり、月単位で比較評価されます。また、ロケーションのパフォーマンスを経時的、グ

ループ別、または業界別に比較評価する機能も用意されています。

•影響分析：ネットワークに接続しているユーザーの行動に対する、特定の場所でのイベン
ト、キャンペーン、レイアウト変更の影響を測定する機能を提供します。Cisco Spacesア
プリケーションを使用して簡単にイベントを作成し、次の項目に基づいてその影響を測定

できます。
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•滞留時間

• [Before]、[After]、[During]などの特定のタイムラインでの頻度

Cisco Spacesには、キャプティブポータル、ロケーションペルソナ、エンゲージメントなどの
カスタマーエクスペリエンス管理アプリが含まれており、物理的な場所にいる顧客とリアルタ

イムでつながることができます。また、その他のアプリケーションとして、Asset Trackingア
プリ、Internet of Everything（IoT）サービス（Bluetooth Low Energy）を管理および設定するた
めのサービスマネージャ、さらにはこのデータを抽出して他のエンタープライズシステムとの

関連付けまたは統合を行うためのオープン APIフレームワークもあります。

Cisco Spacesは、さまざまなロケーションベースのテクノロジーやインテリジェンスを通じて
各種のサービスを利用できる単一のダッシュボードインターフェイスを備えています。また、

Cisco Spacesでは、お客様の物理的なビジネスロケーションへの訪問者とつながり、関係を深
めることもできます。ワークスペース、小売、製造、ホスピタリティ、ヘルスケア、教育、金

融サービスなど、さまざまな業界で使用されています。Cisco Spacesのアセットトラッキング
アプリケーションは、お客様施設内の資産を監視および管理するためのソリューションを提供

します。Cisco Spacesには、これらの知見をアクションに変えるためのさまざまなツールキッ
ト、アプリ、および APIが用意されています。

Cisco Spacesでは、パートナープログラムを通じて、さまざまな業種にわたるさまざまなパー
トナーアプリケーションにアクセスできます。

Cisco Spacesは、Cisco Catalyst、Cisco AireOS、および Cisco Merakiインフラストラクチャと互
換性があります。

記載されているサービスに加えて、Cisco Spacesアプリの範囲は、世界的なパンデミックであ
るCOVID-19によって生じるビジネス要件を満たすために拡張されました。拡張機能は既存の
アプリケーションに基づいて構築されており、COVID-19と関連する特定の要件を満たすため
に新しいアプリケーションが追加されています。Impact Analytics、Location Analytics、行動メ
トリクス、RightNowなどのアプリの拡張機能を使用すると、ビジネス拠点に及ぼすCOVID-19
の影響を分析し、適切なアクションを実行できます。たとえば、特定の場所のデバイス密度に

基づくルールを作成し、その場所の人数が特定の数または密度（エリアあたりの人数）を超え

た場合に自動的に通知を受けられるようになりました。Location Analyticsアプリには、エグゼ
クティブサマリーレポートを組織内の同僚と共有する機能が追加されました。さらに、行動

メトリクスアプリを使用して、個人またはグループのロケーションに関するCOVID-19ベース
の傾向分析を実行できるようになりました。これにより、特定のビジネスロケーションを組織

全体と比較したり、特定の業界と比較したりすることもできます。

Cisco Spacesの Proximity Reportingアプリでは、影響を受けるデバイスの位置履歴やデバイス
近接履歴をすばやく確認できます。ユーザー IDまたはMACアドレスに基づいて、過去 14日
間の建物内におけるデバイスの位置に関するレポートが、他のデバイスとの近接度とともに生

成されます。このレポートは、共有機能を使用してエクスポートまたは共有することもできま

す。同様に、検出と位置特定アプリには、デバイスを特定の数にクラスタ化して、ソーシャル

ディスタンスのガイドラインに違反している可能性のある領域を確認して報告する機能が追加

されました。

セットアップや構成を含む、CiscoSpacesの詳細については、『CiscoSpacesConfigurationGuide』
[英語]を参照してください。
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今回のリリースでの新機能

パートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードに次の機能が導入されました。

パートナーは、Cisco Spacesパートナーダッシュボードで次のタスクを実行できます。

•アプリをコピー、表示、または削除する

•米国と EU領域内および間でアプリをコピーする

• [New]、[Testing]、[Submitted]の状態のアプリを削除する

• [View]オプションを使用して、アプリのすべての構成を表示する

このリリースでの変更点

パートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

• APIキー：クラウドアプリの場合、APIキーは Liveアプリと Draftアプリの両方で同じに
なります。Draftアプリ（クラウド）の APIキーの [_draft]サフィックスが削除されまし
た。

• Draftアプリ：アプリが同じCiscoSpacesアカウントを使用して作成およびアクティブ化さ
れている場合、ドラフト構成が適用されます。

• Liveアプリ：アプリが異なる Cisco Spacesアカウントを使用して作成およびアクティブ化
された場合、ライブ設定が適用されます。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。
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ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

ここでは、CiscoSpacesのこのリリースにおける未解決の不具合を示します。これまでのリリー
スで未解決で、まだ解決されていない不具合は、修正されるまで、今後のすべてのリリースに

適用されます。

表 29 : Cisco Spaces未解決の不具合

不具合の説明不具合の識別子

新しい構成を適用すると、[Button Click]データや [Movement]データなど
のテレメトリが 18時間以上にリセットされる

CSCvu98859

ゲートウェイの展開ワークフロー中に、タイミングの問題により、APが
「needs config mode（設定モードが必要）」として誤って分類される
ことがある。

CSCvv16880

[Detect & Locate]で、Kontakt BLEデバイスをフィルタリングするオプショ
ンを提供する。

CSCvv28936

コネクタが HAペアで再起動すると、ControllerChannelと APChannelがコ
ネクタ間で分割される

CSCvv34216

カスタム APグループの GRPCとアプリホストを自動有効にするオプショ
ンを提供する

CSCvv64362

特定のルールの一致/スキップ数がしきい値を超えると、密度ルールレポー
トが表示されない

CSCvv91424

解決済みの不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決されたバグを示します。

このリリースで修正されたバグはありません。
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2020年 11月

• Cisco Spacesの概要（113ページ）
•今回のリリースでの新機能（115ページ）
•このリリースでの変更点（116ページ）
•不具合（117ページ）

Cisco Spacesの概要
Cisco Spacesは、既存のワイヤレスに加え、Internet of Things（IoT）およびBluetooth LowEnergy
（BLE）インフラストラクチャを活用して、Cisco Spacesに組み込まれたアプリケーションを
通じて実用的な知見を提供し、ビジネスの成果を促進する強力なロケーションサービスプラッ

トフォームです。

この知見には次のものが含まれます。

•位置分析：時間や位置によるロケーションデータのスライスとダイスを行い、ネットワー
クに接続しているユーザーの行動をより詳細に可視化する機能を提供します。

• RightNow：物理的スペース内のリアルタイムの訪問者数（Wi-Fiに接続されているデバイ
スで識別）、およびこの数を履歴平均と比較する方法を提供するレポート。Right Nowレ
ポートでは、使用されている認証方法に基づいて、1人のユーザーに属する複数のデバイ
スを検出し、それらのデバイスを 1人の訪問者に属するものとしてカウントできます。

• Business Insights：人々がお客様の物理ロケーションに訪れる頻度と、それらのロケーショ
ンに滞在する時間を測定する機能を提供します。このデータは、すべてのロケーションに

わたり、月単位で比較評価されます。また、ロケーションのパフォーマンスを経時的、グ

ループ別、または業界別に比較評価する機能も用意されています。

•影響分析：ネットワークに接続しているユーザーの行動に対する、特定の場所でのイベン
ト、キャンペーン、レイアウト変更の影響を測定する機能を提供します。Cisco Spacesア
プリケーションを使用して簡単にイベントを作成し、次の項目に基づいてその影響を測定

できます。

•滞留時間

• Before、After、Duringなどの特定のタイムラインでの頻度
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CiscoSpacesアプリケーションには、キャプティブポータル、ロケーションペルソナ、エンゲー
ジメントなどのカスタマーエクスペリエンス管理アプリが含まれており、物理的な場所にいる

顧客とリアルタイムでつながることができます。また、その他のアプリケーションとして、

Asset Trackingアプリ、IoTサービス（BLE）を管理および設定するためのサービスマネー
ジャ、さらにはこのデータを抽出して他のエンタープライズシステムとの関連付けまたは統合

を行うためのオープン APIフレームワークもあります。

Cisco Spacesは、さまざまなロケーションベースのテクノロジーやインテリジェンスを通じて
各種のサービスを利用できる単一のダッシュボードインターフェイスを備えています。また、

Cisco Spacesでは、お客様の物理的なビジネスロケーションへの訪問者とつながり、関係を深
めることもできます。ワークスペース、小売、製造、ホスピタリティ、ヘルスケア、教育、金

融サービスなど、さまざまな業界で使用されています。Cisco Spacesのアセットトラッキング
アプリケーションは、お客様施設内の資産を監視および管理するためのソリューションを提供

します。Cisco Spacesには、これらの知見をアクションに変えるためのさまざまなツールキッ
ト、アプリ、および APIが用意されています。

Cisco Spacesでは、パートナープログラムを通じて、さまざまな業種にわたるさまざまなパー
トナーアプリケーションにアクセスできます。

Cisco Spacesは、Cisco Catalyst、Cisco AireOS、および Cisco Merakiインフラストラクチャと互
換性があります。

記載されているサービスに加えて、Cisco Spacesアプリの範囲は、世界的なパンデミックであ
るCOVID-19によって生じるビジネス要件を満たすために拡張されました。拡張機能は既存の
アプリケーションに基づいて構築されており、COVID-19の特定の要件を満たすために新しい
アプリケーションが追加されています。ImpactAnalytics、LocationAnalytics、行動メトリクス、
Right Nowなどのアプリの拡張機能を使用すると、ビジネス拠点に及ぼす COVID-19の影響を
分析し、適切なアクションを実行できます。たとえば、特定の場所のデバイス密度に基づく

ルールを作成し、その場所の人数が特定の数または密度（エリアあたりの人数）を超えた場合

に自動的に通知を受けられるようになりました。Location Analyticsアプリには、エグゼクティ
ブサマリーレポートを組織内の同僚と共有する機能が追加されました。さらに、行動メトリ

クスアプリを使用して、個人またはグループのロケーションに関するCOVID-19ベースの傾向
分析を実行できるようになりました。これにより、特定のビジネスロケーションを組織全体と

比較したり、特定の業界と比較したりすることもできます。

Cisco Spacesの Proximity Reportingアプリでは、影響を受けるデバイスの位置履歴やデバイス
近接履歴をすばやく確認できます。ユーザー IDまたはMACアドレスに基づいて、過去 14日
間の建物内におけるデバイスの位置に関するレポートが、他のデバイスとの近接度とともに生

成されます。このレポートは、共有機能を使用してエクスポートまたは共有することもできま

す。同様に、検出と位置特定アプリには、デバイスを特定の数にクラスタ化して、ソーシャル

ディスタンスのガイドラインに違反している可能性のある領域を確認して報告する機能が追加

されました。

セットアップや構成を含む、CiscoSpacesの詳細については、『CiscoSpacesConfigurationGuide』
[英語]を参照してください。
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今回のリリースでの新機能

ロケーション分析

次の機能が Location Analyticsアプリに導入されました。

• [Share report]：Location Analyticsアプリに [Custom Report]を共有するオプションが導入さ
れました。Cisco Spacesユーザーと Cisco Spaces以外のユーザーの両方とレポートを共有
できます。Cisco Spaces以外のユーザーは、レポートにアクセスするために 1回限りの登
録を実行する必要があります。レポートにアクセスするために必要な権限がない場合は、

管理者またはレポートを開始したユーザーにアクセス権をリクエストしてください。削除

または取り消されたレポートにはアクセスできません。レポートを取り消すことができる

のは、管理者または送信者のみです。

• [Pathwidget]：[CustomReport]に [Path]と呼ばれる新しいウィジェットが追加されました。
パスウィジェットは、ロケーション間の訪問者の移動パターンを示し、同じ [Network]内
のさまざまなフロアまたはゾーンでの訪問の割合を表示します。カスタムレポートで、

[Path widget]の任意のフロアまたはゾーンにカーソルを合わせると、正確な訪問数が表示
されます。[Network]の下の利用可能なロケーションのみを使用してフィルタ処理するこ
とで、パス分析を表示できます。[Path widget]は、Cisco Spaces ACTライセンスアカウン
トのみで使用できます。

Right Now：密度ルール

次の機能が [Density Rules]機能に導入されました。

• [DensityRule]：[DensityRule]オプションでは、ビジネスロケーションに設置されたMeraki
カメラでキャプチャされた人数に基づいて、ビジネスユーザーへの通知をトリガーする

ルールを作成することもできます。

• [Test Rule]：[Test Rule]オプションを使用すると、設定された通知チャネルをテストでき
ます。ルールで設定されたメッセージは、設定された通知チャネルを介して配信されま

す。

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の機能が導入されました。

• [Idle Timeout]：Cisco Spacesダッシュボードにログインしているユーザーは、特定の期間
だけアイドル状態を維持できます。20分間非アクティブな場合、そのユーザーはダッシュ
ボードから自動的にログアウトされます。アイドルタイムアウトの5分前に通知が表示さ
れ、Cisco Spacesアプリケーションが開いているブラウザウィンドウのタイトルが
INACTIVE: You will be logged out in 5 minsに変わります。対応するウィン
ドウで実行されたアクションは、ユーザーのセッションを拡張します。
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このリリースでの変更点

IOTデバイスマーケットプレイス

Cisco Spacesダッシュボードで [IoT Device Marketplace]タイルをクリックすると、IoT Device
Marketplaceアプリケーションに自動的にリダイレクトされます。この機能強化が行われる前
は、IoTDeviceMarketplaceアプリケーションにログインするにはログイン情報を再度入力する
必要がありました。

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の変更が加えられました。

• Merakiサービスアカウントワークフロー：[Connect via Meraki Login]または [Connect via
Meraki API]を使用してMerakiに接続すると、[Enable Service Account]ウィンドウが表示
され、[Continue with Service Account]オプションと [Continue without Service Account]オプ
ションが表示されます。[Continue with Service Account]を選択すると、サービスアカウン
トに関する手順がMerakiの設定手順の一部として含まれます。

• Merakiの同期：Merakiと現在同期されているユーザー数が、[Connect yourMeraki]オプショ
ン（[Connect via Meraki Login]および [Connect via Meraki API Key]）の下に表示されます。

• [Setup]ウィンドウの機能強化：[Connect WLC/Catalyst 9800 Directly]と [Connect Via Spaces
Connector]の下の [Setup]ウィンドウからマップを管理できるようになりました。次の新し
いリンクが導入されました。

• [Import/Sync Maps]：[Detect & Locate]、[Asset Tracker]、および [IoT Services]とシーム
レスに連携するために、[Cisco Prime Infrastructure]または [CiscoDNACenter]マップを
アップロードします。

• [Map Upload History]：アップロードされたマップのリストを表示します。ファイル
名、ソースタイプ、ステータス、およびその他の関連情報を表示できます。

• [Manage Map]：[Map Service]アプリケーションに移動して、マップを管理します。

•キャプティブポータルのアセットアップロードの制限：キャプティブポータルの[Stylesheet
editor] > [Asset Library]に新しいアセットをアップロードする場合、添付ファイルごとに
サポートされる最大ファイルサイズは 15 MBです。この機能強化が導入される前は、添
付ファイルごとにサポートされる最大ファイルサイズは 50 MBでした。

• [Location Hierarchy]：[More Actions]メニューで、[Add Wireless Networks]オプションが削
除されました。[Connect Wireless Networks]オプションは、[Go to Setup]オプションととも
に追加されます。[Go to Setup]をクリックして [Setup] > [Wireless Networks]ウィンドウに
移動し、ワイヤレスネットワークを設定します。
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不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

ここでは、CiscoSpacesのこのリリースにおける未解決の不具合を示します。これまでのリリー
スで未解決で、まだ解決されていない不具合は、修正されるまで、今後のすべてのリリースに

適用されます。

表 30 : Cisco Spaces未解決の不具合

不具合の説明不具合の識別子

[Right Now] > [Visits by floor]セクションでは、フロア名がチャートの X
軸に表示されない。

CSCvt93539

新しい構成を適用すると、[Button Click]データや [Movement]データなど
のテレメトリが 18時間以上にリセットされる

CSCvu98859

ゲートウェイの展開ワークフロー中に、タイミングの問題により、APが
「needs config mode（設定モードが必要）」として誤って分類される
ことがある。

CSCvv16880

[Detect & Locate]で、Kontakt BLEデバイスをフィルタリングするオプショ
ンを提供する。

CSCvv28936
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不具合の説明不具合の識別子

コネクタが HAペアで再起動すると、ControllerChannelと APChannelがコ
ネクタ間で分割される

CSCvv34216

カスタム APグループの GRPCとアプリホストを自動有効にするオプショ
ンを提供する

CSCvv64362

密度トリガーの数が多い場合、密度ルールレポートの最近のアクティビ

ティにデータが表示されない

CSCvv91424

解決済みの不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決されたバグを示します。

表 31 : Cisco Spaces解決済みの不具合

不具合の説明不具合の識別子

読み取り専用のCiscoSpacesユーザーがダッシュボードにログインすると、
[Integrations]ハンバーガーリンクが表示されない。

CSCvv74810

[MapService]：ユーザーが複数のマップファイルをアップロードしてもアッ
プロードが失敗しない

CSCvw18656

ロケーション名に余分なスペースがあると、ロケーション階層にロケー

ションをインポートできない

CSCvu78949

ブラウザでページを更新すると、[Home]ページのアクティブなAPリンク
が非表示になる

CSCvv60285

Merakiカメラ：ユーザーはカメラ以外のデバイスもインポートできるCSCvs79627

ユーザーが以前に承諾した招待状を使用しようとしたときに、適切なエ

ラーメッセージを表示する

CSCvu46143

[IOT Device Marketplace]アプリアイコンが、[Switch Apps]メニューに壊れ
た画像として表示される。

CSCvv74806
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•今回のリリースでの新機能（121ページ）
•このリリースでの変更点（121ページ）
•不具合（123ページ）

Cisco Spacesの概要
Cisco Spacesは、既存のワイヤレスに加え、Internet of Things（IoT）およびBluetooth LowEnergy
（BLE）インフラストラクチャを活用して、Cisco Spacesに組み込まれたアプリケーションを
通じて実用的な知見を提供し、ビジネスの成果を促進する強力なロケーションサービスプラッ

トフォームです。

この知見には次のものが含まれます。

•位置分析：時間や位置によるロケーションデータのスライスとダイスを行い、ネットワー
クに接続しているユーザーの行動をより詳細に可視化する機能を提供します。

• RightNow：物理的スペース内のリアルタイムの訪問者数（Wi-Fiに接続されているデバイ
スで識別）、およびこの数を履歴平均と比較する方法を提供するレポート。Right Nowレ
ポートでは、使用されている認証方法に基づいて、1人のユーザーに属する複数のデバイ
スを検出し、それらのデバイスを 1人の訪問者に属するものとしてカウントできます。

• Business Insights：人々がお客様の物理ロケーションに訪れる頻度と、それらのロケーショ
ンに滞在する時間を測定する機能を提供します。このデータは、すべてのロケーションに

わたり、月単位で比較評価されます。また、ロケーションのパフォーマンスを経時的、グ

ループ別、または業界別に比較評価する機能も用意されています。

•影響分析：ネットワークに接続しているユーザーの行動に対する、特定の場所でのイベン
ト、キャンペーン、レイアウト変更の影響を測定する機能を提供します。Cisco Spacesア
プリケーションを使用して簡単にイベントを作成し、次の項目に基づいてその影響を測定

できます。

•滞留時間

• Before、After、Duringなどの特定のタイムラインでの頻度
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CiscoSpacesアプリケーションには、キャプティブポータル、ロケーションペルソナ、エンゲー
ジメントなどのカスタマーエクスペリエンス管理アプリが含まれており、物理的な場所にいる

顧客とリアルタイムでつながることができます。また、その他のアプリケーションとして、

Asset Trackingアプリ、IoTサービス（BLE）を管理および設定するためのサービスマネー
ジャ、さらにはこのデータを抽出して他のエンタープライズシステムとの関連付けまたは統合

を行うためのオープン APIフレームワークもあります。

Cisco Spacesは、さまざまなロケーションベースのテクノロジーやインテリジェンスを通じて
各種のサービスを利用できる単一のダッシュボードインターフェイスを備えています。また、

Cisco Spacesでは、お客様の物理的なビジネスロケーションへの訪問者とつながり、関係を深
めることもできます。ワークスペース、小売、製造、ホスピタリティ、ヘルスケア、教育、金

融サービスなど、さまざまな業界で使用されています。Cisco Spacesのアセットトラッキング
アプリケーションは、お客様施設内の資産を監視および管理するためのソリューションを提供

します。Cisco Spacesには、これらの知見をアクションに変えるためのさまざまなツールキッ
ト、アプリ、および APIが用意されています。

Cisco Spacesでは、パートナープログラムを通じて、さまざまな業種にわたるさまざまなパー
トナーアプリケーションにアクセスできます。

Cisco Spacesは、Cisco Catalyst、Cisco AireOS、および Cisco Merakiインフラストラクチャと互
換性があります。

記載されているサービスに加えて、Cisco Spacesアプリの範囲は、世界的なパンデミックであ
るCOVID-19によって生じるビジネス要件を満たすために拡張されました。拡張機能は既存の
アプリケーションに基づいて構築されており、COVID-19の特定の要件を満たすために新しい
アプリケーションが追加されています。ImpactAnalytics、LocationAnalytics、行動メトリクス、
Right Nowなどのアプリの拡張機能を使用すると、ビジネス拠点に及ぼす COVID-19の影響を
分析し、適切なアクションを実行できます。たとえば、特定の場所のデバイス密度に基づく

ルールを作成し、その場所の人数が特定の数または密度（エリアあたりの人数）を超えた場合

に自動的に通知を受けられるようになりました。Location Analyticsアプリには、エグゼクティ
ブサマリーレポートを組織内の同僚と共有する機能が追加されました。さらに、行動メトリ

クスアプリを使用して、個人またはグループのロケーションに関するCOVID-19ベースの傾向
分析を実行できるようになりました。これにより、特定のビジネスロケーションを組織全体と

比較したり、特定の業界と比較したりすることもできます。

Cisco Spacesの Proximity Reportingアプリでは、影響を受けるデバイスの位置履歴やデバイス
近接履歴をすばやく確認できます。ユーザー IDまたはMACアドレスに基づいて、過去 14日
間の建物内におけるデバイスの位置に関するレポートが、他のデバイスとの近接度とともに生

成されます。このレポートは、共有機能を使用してエクスポートまたは共有することもできま

す。同様に、検出と位置特定アプリには、デバイスを特定の数にクラスタ化して、ソーシャル

ディスタンスのガイドラインに違反している可能性のある領域を確認して報告する機能が追加

されました。

セットアップや構成を含む、CiscoSpacesの詳細については、『CiscoSpacesConfigurationGuide』
[英語]を参照してください。
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今回のリリースでの新機能

Right Now

次の機能が Right Nowアプリに導入されています。

•プレゼンスチャート：[Presence Trend]は、[Cumulative Visitors]チャートに置き換えられま
した。[Presence Trend]チャートは 10分ごとにプロットされ、ロケーションの占有制限に
基づいたロケーションの容量を示します。ロケーションの占有制限は、[LocationHierarchy]
から設定されます。

• SSIDの除外：[Settings]メニューから、訪問者数の処理から特定のSSIDを除外できるよう
になりました。

このリリースでの変更点

マップサービス

[LocationHierarchy]とインポートされたマップデータとの同期を維持するために、[MapService]
に対して次の機能強化が加えられました。

• Cisco Prime Infrastructureまたは Cisco DNA Centerからエクスポートされ、[Map Service]を
使用して Cisco Spacesにインポートされたマップは、[Location Hierarchy]に自動的に表示
されます。

• [Location Hierarchy]からロケーションを削除すると、[Map Service]からも削除されます。

• APインポート制限は、Cisco Spacesアカウントの APライセンス制限に基づいて導入され
ています。

ロケーションにマップがある場合は、マップベースのロケーション階層を作成します。ただ

し、[WLC Direct] > [AP prefix]、[CMXOn-Prem Auto-Sync]、または [CMXManual Upload]を使
用してロケーション階層をすでに作成しており、重複する APを含むマップをインポートして
いる場合、APはマップベースの階層に移動されます。

[Map Service]からロケーションを削除すると、対応するアクセスポイントのみが [Location
Hierarchy]から削除されます。

（注）

ダッシュボード

ホームページおよび [Location Hierarchy]の下の Cisco Spacesダッシュボードに次の変更が加え
られました。

• Cisco Spacesホームページの拡張機能は次のとおりです。
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• [Detect and Locate]：追跡されたデバイスの数が [Detect and Locate]アプリタイルに表
示されるようになりました。

• [ProximityReporting]：作成された近接レポートの数が、[ProximityReporting]アプリタ
イルに表示されます。

• [Location Hierarchy]には、Cisco Prime Infrastructureまたは Cisco DNA Centerからインポー
トされたマップで定義されている階層構造が自動的に反映されます。この機能強化をサ

ポートするために、次の変更が加えられました。

• [Dashboard]では、[Location Hierarchy] > [Add Wireless Networks]で、[CMX On-Prem]
または [WLC Direct Connect] > [Import from Maps]を使用して、ロケーションのイン
ポートが制限されます。

• [Dashboard]では、次の方法を使用して、キャンパス、ビルディング、フロアなどのロ
ケーションのみをロケーション階層に選択的にインポートすることを可能にしていま

す。

• APゾーンの追加

•ビルディングの追加

•キャンパスの追加

• CMXゾーンの追加

•フロアの追加

キャンパス、ビルディング、フロアなどのロケーションが[Location
Hierarchy]から削除された場合、以前にアップロードしたマップ
を [Map Service] > [Maps Upload]を使用してアップロードするこ
とにより、[Location Hierarchy]に追加し直すことができます。

（注）

ロケーション分析

[Location Analytics]で、[Without SSID]フィルタがレポートから削除されます。

行動メトリクス

次のチャートが、ワークスペース分野の [Behavior Metrics]の下に追加されました。これらの
チャートは、グループビューとロケーションビューの両方に表示されます。

• [WorkdayDurationDistribution]：このチャートは、従業員が職場で費やした時間を訪問の割
合として表示します。

• [EmployeeFrequencyDistribution]：このチャートは、従業員ごとの職場への訪問回数を示し
ています。
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不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の不具合

ここでは、CiscoSpacesのこのリリースにおける未解決の不具合を示します。これまでのリリー
スで未解決で、まだ解決されていない不具合は、修正されるまで、今後のすべてのリリースに

適用されます。

表 32 : Cisco Spaces未解決の不具合

不具合の説明不具合の識別子

Merakiカメラ：ユーザーはカメラ以外のデバイスもインポートできるCSCvs79627

[Right Now] > [Visits by floor]セクションでは、フロア名がチャートの X
軸に表示されない。

CSCvt93539

ロケーション名に余分なスペースがあると、ロケーション階層にロケー

ションをインポートできない

CSCvu78949

新しい構成を適用すると、[Button Click]データや [Movement]データなど
のテレメトリが 18時間以上にリセットされる

CSCvu98859

ゲートウェイの展開ワークフロー中に、タイミングの問題により、APが
「needs config mode（設定モードが必要）」として誤って分類される
ことがある。

CSCvv16880
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不具合の説明不具合の識別子

[Detect & Locate]で、Kontakt BLEデバイスをフィルタリングするオプショ
ンを提供する。

CSCvv28936

コネクタが HAペアで再起動すると、ControllerChannelと APChannelがコ
ネクタ間で分割される

CSCvv34216

ブラウザでページを更新すると、[Home]ページのアクティブなAPリンク
が非表示になる

CSCvv60285

カスタム APグループの GRPCとアプリホストを自動有効にするオプショ
ンを提供する

CSCvv64362

[IOT Device Marketplace]アプリアイコンが、[Switch Apps]メニューに壊れ
た画像として表示される。

CSCvv74806

読み取り専用のCiscoSpacesユーザーがダッシュボードにログインすると、
[Integrations]ハンバーガーリンクが表示されない。

CSCvv74810

[DensityRuleReports]の最近のアクティビティでは、504エラーが原因で使
用可能なデータが表示されない

CSCvv91424

[Density Rule Reports]：Capacityが [Recent Activity]セクションで [capcity]
と間違って綴られている

CSCvv91536

[MapService]：ユーザーが複数のマップファイルをアップロードしてもアッ
プロードが失敗しない

CSCvw18656

解決済みの不具合

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決されたバグを示します。

表 33 : Cisco Spaces解決済みの不具合

不具合の説明不具合の識別子

Cisco Prime Infrastructureからのマップ生成用に AP9117 BLEアンテナ PID
のサポートを追加

CSCvv56842
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Cisco Spacesの概要
CiscoSpacesは、既存のワイヤレスや IoT（BLE）インフラストラクチャを活用して、実用的な
情報を提供し、Spaceに組み込まれたアプリケーションでビジネスの成果を推進する強力なロ
ケーションサービスプラットフォームです。

Cisco Spacesからの情報には次が含まれます。

• Location Analyticsは、時間や位置によるロケーションデータの多角的な分析を行い、ネッ
トワークに接続しているユーザーの行動をより詳細に可視化する機能を提供します。

• Right Nowレポートは、物理的スペース内のリアルタイムの訪問者数（Wi-Fiに接続され
ているデバイスで識別）、およびこの数を履歴平均と比較する方法を提供します。Right
Nowレポートでは、使用されている認証方法に基づいて、1人のユーザーに属する複数の
デバイスを検出し、それらのデバイスを 1人の訪問者としてカウントできます。

• Business Insightsは、人々がお客様の物理拠点に訪れる頻度と、お客様の事業所に滞在する
時間を測定する機能を提供します。このデータは、すべてのロケーションにわたり、月単

位で比較評価されます。また、ロケーションのパフォーマンスを経時的、グループ別、ま

たは業界別に比較評価する機能も用意されています。

• Impact Analysisは、現地イベント、キャンペーン、およびレイアウトの変更が行動に及ぼ
す影響を測定する機能を提供します。ツールを使用してイベントを作成し、費やした時間

と頻度への影響の前、後、および最中などの特定のタイムラインに基づいて、このイベン

トの影響を測定するのは簡単です。

CiscoSpacesアプリケーションには、キャプティブポータル、ロケーションペルソナ、エンゲー
ジメントなどのカスタマーエクスペリエンス管理アプリが含まれており、物理的な場所にいる
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顧客とリアルタイムでつながることができます。追加のアプリケーションには、アセットト

ラッキングアプリ、IoTサービス（Bluetooth Low Energy（BLE））を管理および設定するため
のサービスマネージャ、およびこのデータを抽出して関連付けるか、他のエンタープライズシ

ステムに統合する場合のオープン APIフレームワークも含まれます。

Cisco Spacesは、さまざまなロケーションベースのテクノロジーやインテリジェンスを通じて
各種のサービスを利用できる単一のダッシュボードインターフェイスを備えています。Cisco
Spacesでは、お客様の物理的なビジネスロケーションへの訪問者とつながり、関係を深めるこ
ともできます。ワークスペース、小売、製造、サービス業、医療、教育、金融など、さまざま

な業種のビジネスを対象としています。Cisco Spacesのアセットトラッキングアプリケーショ
ンは、お客様施設内の資産を監視および管理するためのソリューションを提供します。Cisco
Spacesには、これらの知見をアクションに変えるためのさまざまなツールキット、アプリ、お
よび APIが用意されています。

Cisco Spacesでは、パートナープログラムを通じて、さまざまな業種にわたるさまざまなパー
トナーアプリケーションにアクセスできます。

Cisco Spacesは、Cisco Catalyst、Cisco AireOS、および Cisco Merakiインフラストラクチャと互
換性があります。

上記のサービスに加えて、CiscoSpacesアプリの範囲は、世界的なパンデミックであるCOVID-19
によって生じるビジネス要件を満たすために拡張されました。拡張機能は既存のアプリケー

ションに基づいて構築されており、COVID-19の特定の要件を満たすために新しいアプリケー
ションが追加されています。Impact Analytics、LocationAnalytics、BehaviourMetrics、Right Now
などのアプリの拡張機能を使用すると、ビジネス拠点に及ぼすCOVID-19の影響を分析し、適
切なアクションを実行できます。たとえば、現在の場所のデバイス密度に基づいてルールを作

成し、その場所にいる人の数が特定の数または密度（人/エリア）を超えた場合に自動的に通
知されるようにすることができます。LocationAnalyticsアプリには、エグゼクティブサマリー
レポートを組織内の同僚と共有する機能が追加されました。さらに、個人/グループの場所を
対象としたCOVID-19ベースの傾向分析を行動メトリクスアプリを使用して実行できるように
なり、特定のビジネス拠点を組織全体および特定の業種のビジネス拠点と比較できます。

Cisco Spacesの Proximity Reportingアプリでは、影響を受けるデバイスの位置履歴やデバイス
近接履歴をすばやく確認できます。ユーザー IDまたはMACアドレスを入力するだけで、過
去 14日間の建物内のデバイスの位置と、他のデバイスの近接性に関するレポートが生成され
ます。このレポートは、共有機能を使用してエクスポートまたは共有できます。同様に、検出

と位置特定アプリには、デバイスを特定の数にクラスタ化して、ソーシャルディスタンスのガ

イドラインに違反している可能性のある領域を確認して報告する機能が追加されました。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

•新しいアプリ IOT Device Marketplaceでは、業界やユースケースに合わせて調整されたデ
バイスについて学習し、注文できます。

• [Density Rule]レポートを表示するように Right Nowアプリを機能強化しました。

• SEEライセンスを持つアカウントのパートナーアプリのアクティベーションを制限しまし
た。

• Location Analyticsアプリのロールベースのアクセスを追加しました。
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• Camera Metricsのサンプルレポートを表示できるようにプロビジョニングしました。

新機能：2020年 9月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

IOTデバイスマーケットプレイス

Cisco Spacesダッシュボードで、新しいアプリ IOT Device Marketplaceを利用できるようになり
ました。このアプリは、ACTライセンスユーザーのみが利用できます。SEEおよび EXTEND
アカウントの場合、[IOT Device Marketplace]タイルは無効モードで表示されます。

IOT Device Marketplaceアプリを使用すると、業界やユースケースに合致したデバイスを調べ
て、注文することができます。

ホームページで [IOTDeviceMarketplace]タイルをクリックすると、デバイスを注文できる [IOT
Device Marketplace (IDM)] Webサイトにリダイレクトされます。

[IOT Device Marketplace (IDM)] Webサイトのログインページでは、Cisco Spacesアカウントま
たは Linked Inアカウントを使用してログインできます。[Sign In with Cisco Spaces]オプション
を使用してログインしている場合は、ログイン情報と顧客名をもう一度入力する必要がありま

す。業界とユースケースを選択し、選択したユースケースで利用可能な IoTデバイスを表示で
きます。その後、デバイスの詳細を表示し、見積をリクエストできます。見積リクエストが送

信されると、お客様の連絡先とともに対応するベンダーにリダイレクトされ、その後の購入手

続きは、お客様とベンダーの間で直接行われ、Cisco Spacesは関与しません。

密度ルールレポート

Cisco Spacesを使用して、各密度ルールの密度ルールレポートを表示できます。[Right Now]ア
プリでは、[DensityRule]ウィンドウで密度ルール名をクリックすると、そのルールのレポート
が表示されます。

[Density Rule]レポートには、次の詳細が含まれます。

• [Rule Summary]：特定のルールについて通知がトリガーされた合計回数と、通知の数が最
も多い上位 3つの場所を表示します。

• [Recent Activity]：特定のルールで発生したすべてのアクティビティを、場所、時間、人
数、結果などの詳細とともに一覧表示します。最近のアクティビティは上に表示されま

す。

• [TriggerHistory]：特定の歴月の各日における通知の詳細を表示します。デフォルトでは、
通知が最近トリガーされた月と累積通知数が表示されます。各日のさまざまなロケーショ

ンタイプ（キャンパス、ビルディング、フロア、ゾーン）に関する通知がカレンダーに表

示されます。カレンダーの日付をクリックすると、その日のロケーション、時間、人数、

結果といった通知の詳細が表示されます。
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機能強化：2020年 9月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに次の変更が加えられました。

パートナーアプリを取得

[Get Partner Apps]では、SEEライセンスアカウントに対してアプリのアクティベーションが制
限されるようになりました。ただし、これらのアカウントユーザーはAppCenterでアプリを表
示できます。SEEライセンスアカウントユーザーがアプリの [Activate App]をクリックする
と、エラーメッセージ「ライセンスにはアプリのアクティベーションへのアクセス権がありま

せん」が表示されます。以前は、すべてのライセンスタイプでアプリのアクティベーションが

有効になっていました。

RBAC：Location Analytics

Location Analyticsアプリでは、ロールベースのアクセスが実装され、ユーザーへのアクセスを
制限できるようになりました。[Dashboard Admin]ロールの場合、Location Analyticsへのアク
セスはデフォルトで提供されます。その他のロールについては、[AdminManagement]オプショ
ンを使用して個別にアクセスを割り当てる必要があります。ただし、Location Analyticsのロー
ルへの割り当ては、DNASpacesサービスの割り当てと同時に行う必要があります。たとえば、
LocationAnalyticsへの読み取りおよび書き込みアクセスと、DNASpacesへの読み取り専用アク
セスを持つロールを作成できます。[Location Analytics]タイルは、Location Analyticsへのアク
セス権のない Cisco Spacesユーザーアカウントでは無効になります。

[Dashboard Admin]、[Dashboard Read]、および [Dashboard Read & Write]の役割を持つ既存のア
カウントは、以前と同様に引き続き [Location Analytics]にアクセスできます。

（注）

この拡張機能をサポートするために、新しいオプションLocationAnalyticsが、[AdminManagement]
> [Roles] > [Create New Roles]の [APPS]で使用できるようになりました。

カメラメトリック

カメラメトリックについては、次の変更が加えられています。

•まだMerakiカメラを設定していないか、Merakiカメラのデータがない Cisco Spacesユー
ザーアカウントの場合、サンプルレポートが表示されます。

•まだMerakiカメラを設定していないCiscoSpacesユーザーアカウントの場合、「Looks like
you haven't setup your Meraki Camera（Merakiカメラが設定されていないようです）」とい
う通知が、Merakiカメラの設定ウィンドウに移動するための [SetupGuide]リンクとともに
表示されます。
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Cisco Spacesランタイム
Cisco Spacesランタイムに次の変更が加えられました。

エンタープライズキャプティブポータルの機能強化

Cisco Spacesでは、エンタープライズキャプティブポータルに対して次のサポートが提供され
るようになりました。

•トリガー APIを使用して通知を APIエンドポイントに送信するためのサポート。

•キャプティブポータルのユーザにそのアクションに基づいてタグを付けるためのサポー
ト。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決のバグ

表 34 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

RBAC：特定の場所しかアクセスできない管理ユーザーは、ダッシュボー
ドにログインできない。

CSCvq83680
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説明CDETS ID番号

デフォルトでは、新しく作成されたアカウントの訪問者数と訪問数がデジ

タル化統計に表示される。

CSCvt29202

Merakiカメラ：ユーザーは非カメラデバイスもインポートできる。CSCvs79627

すでに承認された招待状を使用しようとすると、適切なエラーメッセージ

が表示される必要がある。

CSCvu46143

訪問数が少ない場合、[Right Now -Visits by floor]セクションで、フロア名
がツールチップテキストに表示されない。

CSCvt93539

非アクティブ化されたユーザーをアクティブ化すると、初回では「My
Profile」情報が保存されない。

CSCvv22691

修正されたバグ

表 35 :修正されたバグ

説明CDETS ID番号

このリリースで修正されたバグはありません。
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Cisco Spacesの概要
CiscoSpacesは、既存のワイヤレスや IoT（BLE）インフラストラクチャを活用して、実用的な
情報を提供し、Spaceに組み込まれたアプリケーションでビジネスの成果を推進する強力なロ
ケーションサービスプラットフォームです。

Cisco Spacesからの情報には次が含まれます。

• Location Analyticsは、時間や位置によるロケーションデータの多角的な分析を行い、ネッ
トワークに接続しているユーザーの行動をより詳細に可視化する機能を提供します。

• Right Nowレポートは、物理的スペース内のリアルタイムの訪問者数（Wi-Fiに接続され
ているデバイスで識別）、およびこの数を履歴平均と比較する方法を提供します。Right
Nowレポートでは、使用されている認証方法に基づいて、1人のユーザーに属する複数の
デバイスを検出し、それらのデバイスを 1人の訪問者としてカウントできます。

• Business Insightsは、人々がお客様の物理拠点に訪れる頻度と、お客様の事業所に滞在する
時間を測定する機能を提供します。このデータは、すべてのロケーションにわたり、月単

位で比較評価されます。また、ロケーションのパフォーマンスを経時的、グループ別、ま

たは業界別に比較評価する機能も用意されています。

• Impact Analysisは、現地イベント、キャンペーン、およびレイアウトの変更が行動に及ぼ
す影響を測定する機能を提供します。ツールを使用してイベントを作成し、費やした時間

と頻度への影響の前、後、および最中などの特定のタイムラインに基づいて、このイベン

トの影響を測定するのは簡単です。

CiscoSpacesアプリケーションには、キャプティブポータル、ロケーションペルソナ、エンゲー
ジメントなどのカスタマーエクスペリエンス管理アプリが含まれており、物理的な場所にいる
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顧客とリアルタイムでつながることができます。追加のアプリケーションには、アセットト

ラッキングアプリ、IoTサービス（Bluetooth Low Energy（BLE））を管理および設定するため
のサービスマネージャ、およびこのデータを抽出して関連付けるか、他のエンタープライズシ

ステムに統合する場合のオープン APIフレームワークも含まれます。

Cisco Spacesは、さまざまなロケーションベースのテクノロジーやインテリジェンスを通じて
各種のサービスを利用できる単一のダッシュボードインターフェイスを備えています。Cisco
Spacesでは、お客様の物理的なビジネスロケーションへの訪問者とつながり、関係を深めるこ
ともできます。ワークスペース、小売、製造、サービス業、医療、教育、金融など、さまざま

な業種のビジネスを対象としています。Cisco Spacesのアセットトラッキングアプリケーショ
ンは、お客様施設内の資産を監視および管理するためのソリューションを提供します。Cisco
Spacesには、これらの知見をアクションに変えるためのさまざまなツールキット、アプリ、お
よび APIが用意されています。

Cisco Spacesでは、パートナープログラムを通じて、さまざまな業種にわたるさまざまなパー
トナーアプリケーションにアクセスできます。

Cisco Spacesは、Cisco Catalyst、Cisco AireOS、および Cisco Merakiインフラストラクチャと互
換性があります。

上記のサービスに加えて、CiscoSpacesアプリの範囲は、世界的なパンデミックであるCOVID-19
によって生じるビジネス要件を満たすために拡張されました。拡張機能は既存のアプリケー

ションに基づいて構築されており、COVID-19の特定の要件を満たすために新しいアプリケー
ションが追加されています。Impact Analytics、LocationAnalytics、BehaviourMetrics、Right Now
などのアプリの拡張機能を使用すると、ビジネス拠点に及ぼすCOVID-19の影響を分析し、適
切なアクションを実行できます。たとえば、現在の場所のデバイス密度に基づいてルールを作

成し、その場所にいる人の数が特定の数または密度（人/エリア）を超えた場合に自動的に通
知されるようにすることができます。LocationAnalyticsアプリには、エグゼクティブサマリー
レポートを組織内の同僚と共有する機能が追加されました。さらに、個人/グループの場所を
対象としたCOVID-19ベースの傾向分析を行動メトリクスアプリを使用して実行できるように
なり、特定のビジネス拠点を組織全体および特定の業種のビジネス拠点と比較できます。

Cisco Spacesでは、影響を受けるデバイスのロケーション履歴とデバイス近接履歴をすばやく
確認できる新しい Proximity Reportingアプリが追加されました。ユーザー IDまたはMACアド
レスを入力するだけで、過去 14日間の建物内のデバイスの位置と、他のデバイスの近接性に
関するレポートが生成されます。このレポートは、共有機能を使用してエクスポートまたは共

有できます。同様に、検出と位置特定アプリには、デバイスを特定の数にクラスタ化して、

ソーシャルディスタンスのガイドラインに違反している可能性のある領域を確認して報告する

機能が追加されました。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

• Cisco Spacesユーザーのプロファイルの詳細を追加および表示できるようにプロビジョニ
ング。

• Cisco Spacesに新しいライセンスタイプ [Extend]を追加。

•新しいオプション、Cisco Spaces：シスコのワイヤレスインフラストラクチャを使用して
IoTデバイスを要求、管理、および監視できるようにする IoTサービス。
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• [SMS with Link Verification]認証のオプトインサポート。

•ロケーション名にカーソルを合わせると [MoreActions]メニューが表示されるようにロケー
ション階層を拡張。

•アクセスポイントのコントローラ IPアドレスを表示するようにプロビジョニング。

•非実用的なエントリを避けるために、場所に定義できる総面積の値を制限。

• [SEE]ライセンスの下で検出と位置特定アプリを表示。

•ロールを使用したMapServicesおよびDNASpacesへの独立したアクセス権の提供をサポー
ト。

•パートナーダッシュボードの利用規約を更新。

新機能：2020年 8月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

Profile Information

Cisco Spacesでは、Cisco Spacesダッシュボードユーザーの名、姓、携帯電話番号などのプロ
ファイル情報の追加をサポートできるようになりました。

• [Account Preferences]ウィンドウの新しいタブ、[My Profile]を使用して、プロファイル情
報を追加できます。このウィンドウでは、名、姓、および携帯電話番号を指定できます。

携帯電話番号とその確認はオプションです。携帯電話番号を指定すると、[Verify Mobile
Number]リンクが表示され、ワンタイムパスワードを使用して携帯電話番号を確認できま
す。携帯電話番号が確認されると、[Verified]ステータスが表示されます。携帯電話番号を
変更すると、[Verify Mobile Number]リンクが再び表示されます。

• CiscoSpacesのログインワークフローが変更され、特定のCiscoSpacesユーザーのプロファ
イル情報が利用できない場合に、ログインプロセスの一部として [UpdateProfile Information]
ダイアログボックスが表示されるようになりました。このステップをスキップして、ログ

インに進むことができます。その後、いつでも [Account Preferences]ウィンドウからプロ
ファイルの詳細を追加できます。ただし、時間情報が提供されるまで、[Profile Information]
ダイアログボックスがログインワークフローの一部として表示されます。

SSOユーザーは、プロファイル情報を編集したり、携帯電話番号を確認したりすることはでき
ません。また、ログイン時に SSOユーザーに [Update Profile Information]ダイアログボックス
は表示されません。

（注）
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ライセンスタイプの拡張

Cisco Spacesは、新しいライセンスタイプ [Extend]を提供するようになりました。[Extend]ラ
イセンスは、[SEE]ライセンスで利用可能なすべてのアプリと、[Get Partner Apps] > [App
Center]にあるパートナーアプリをアクティブ化するためのアクセスを提供します。

Cisco Spaces：IoTサービス（無線）の概要

Cisco Spaces：IoTサービスは、Cisco Spaces内のプラットフォームサービスであり、シスコの
ワイヤレスインフラストラクチャを使用して IoTデバイスを要求、管理、および監視できま
す。 IoTサービスは、さまざまなベンダー、フォームファクター、テクノロジープロトコルに
わたって IoTデバイスを管理できるように設計されています。Bluetooth Low Energy（BLE）
は、IoTサービスを使用して管理できる最初のテクノロジーです。

IoTサービスは、重要なビジネス成果をサポートするデバイスの管理を可能にするハードウェ
ア、ソフトウェア、およびパートナーコンポーネントを網羅しています。IoTサービスは、
Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラ、Cisco Spaces：コネクタ、Cisco Wi-Fi6
アクセスポイント、およびCiscoSpacesを利用します。IoTサービスは、企業のモノのインター
ネット（IoT）環境における複雑さを管理するための次世代のアプローチです。

IoTサービスを使用して、次の管理アクティビティを実行できます。

•ネットワーク内のサポートされている APに BLEゲートウェイを展開します。

• CiscoSpaces：IoTデバイスマーケットプレイスから取得したBLEビーコンを要求します。

• APを設定し、フロアビーコンを管理します。

•ロケーション、テレメトリ、バッテリー残量、移動ステータスなどのデバイス属性を監視
できます。

機能強化：2020年 8月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに次の変更が加えられました。

[SMS with Link Verification]認証のオプトインサポート。

キャプティブポータルアプリは、認証タイプの [Opt In]オプション（[SMSwithLinkVerification]）
をサポートするようになりました。[Portal]ウィンドウで、[Authentication Type]として [SMS
with Link Verification]を選択すると、[Allow users to Opt in to receive message]チェックボックス
が表示されます。

ロケーション階層

ロケーション階層の各ロケーションで実行できるアクションを通知するために、ロケーション

名にカーソルを合わせると、[More Actions ]メニューが数秒間表示されるようになりました。
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その後、前述のように 3つのドット（省略記号）アイコンをクリックすることで、いつでも
[More Actions]メニューにアクセスできます。

コントローラ IPアドレス

Cisco Spacesが [Cisco Spaces Connector]または [WLC Direct Connect]を介して接続されている
場合、[Location Hierarchy]で、コントローラの IPアドレスがロケーションの [Access Points]タ
ブに表示されるようになりました。[Access Points]タブで、新しい列 [Controller IP Address]を
使用して、コントローラの IPアドレスを表示できるようになりました。

ロケーション情報

[Location Info]タブの [LocationData]ウィンドウでは、非現実的な値を避けるために、位置に指
定できる総面積が制限されています。[Total Area]の値を入力すると、平方フィートで 100〜
10,00,000の間、平方メートルで 10〜 100,000の間で許可される面積を示すツールチップが表
示されます。

検出と位置特定

Cisco Spacesダッシュボードで、検出と位置特定アプリが [SEE]ライセンスで使用できるよう
になりました。以前は、検出と位置特定は [ACT]ライセンスでしか使用できませんでした。し
かし、機能は変わりません。

RBAC Map Services

RBACでは、Map Servicesへのアクセス権を個別に提供するようになったため、マップにアク
セスできるユーザーを制限できます。[MapServices]へのアクセスは、以前のように [DNASpaces]
の一部として提供されなくなりました。ただし、[MapServices]をロールに割り当てることがで
きるのは [DNASpaces]のみです。たとえば、MapServicesへの読み取りおよび書き込みアクセ
スと、DNASpacesへの読み取り専用アクセスを持つロールを作成できます。

この拡張機能をサポートするために、新しいオプション [MapServices]が、[APPS]の[Admin
Management] > [Roles] > [Create New Role]で使用できるようになりました。ロールを定義する
ときに [MapService]が割り当てられていない場合、そのロールを持つユーザーには、[Setup]の
下に [MapService]オプションが表示されません。

この拡張機能は、新規ユーザーにのみ適用されます。Cisco Spacesの既存のすべてのユーザー
は、引き続き [Map Services]に対する完全な権限を持ちます。

（注）

Cisco Spacesパートナーダッシュボード
Cisco Spacesパートナーダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。
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ご利用条件

Cisco Spacesパートナーダッシュボードの利用規約が変更されました。この更新後の最初のロ
グイン時に、更新された利用規約が表示されるようになりました。ダッシュボードへのアクセ

スは、利用規約に同意した後にのみ許可されます。

Cisco Spacesランタイム
Cisco Spacesランタイムに次の変更が加えられました。

エンタープライズキャプティブポータルの機能強化

Cisco Spacesでは、エンタープライズキャプティブポータルに対して次のサポートが提供され
るようになりました。

•トリガー APIを使用して通知を APIエンドポイントに送信するためのサポート。

•キャプティブポータルのユーザにそのアクションに基づいてタグを付けるためのサポー
ト。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。
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未解決のバグ

表 36 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

RBAC：特定の場所しかアクセスできない管理ユーザーは、ダッシュボー
ドにログインできない。

CSCvq83680

デフォルトでは、新しく作成されたアカウントの訪問者数と訪問数がデジ

タル化統計に表示される。

CSCvt29202

Merakiカメラ：ユーザーは非カメラデバイスもインポートできる。CSCvs79627

すでに承認された招待状を使用しようとすると、適切なエラーメッセージ

が表示される必要がある。

CSCvu46143

訪問数が少ない場合、[Right Now -Visits by floor]セクションで、フロア名
がツールチップテキストに表示されない。

CSCvt93539

非アクティブ化されたユーザーをアクティブ化すると、初回では「My
Profile」情報が保存されない。

CSCvv22691

修正されたバグ

表 37 :修正されたバグ

説明CDETS ID番号

ロケーション階層に誤った「ユーザー数」が表示される。CSCvs97445
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第 35 章

2020年 7月

• Cisco Spacesの概要（139ページ）
•新機能：2020年 7月（141ページ）
•機能強化：2020年 7月（143ページ）
• Cisco Spacesランタイム（145ページ）
•不具合（145ページ）

Cisco Spacesの概要
CiscoSpacesは、既存のワイヤレスや IoT（BLE）インフラストラクチャを活用して、実用的な
情報を提供し、Spaceに組み込まれたアプリケーションでビジネスの成果を推進する強力なロ
ケーションサービスプラットフォームです。

Cisco Spacesからの情報には次が含まれます。

• Location Analyticsは、時間や位置によるロケーションデータの多角的な分析を行い、ネッ
トワークに接続しているユーザーの行動をより詳細に可視化する機能を提供します。

• Right Nowレポートは、物理的スペース内のリアルタイムの訪問者数（Wi-Fiに接続され
ているデバイスで識別）、およびこの数を履歴平均と比較する方法を提供します。Right
Nowレポートでは、使用されている認証方法に基づいて、1人のユーザーに属する複数の
デバイスを検出し、それらのデバイスを 1人の訪問者としてカウントできます。

• Business Insightsは、人々がお客様の物理拠点に訪れる頻度と、お客様の事業所に滞在する
時間を測定する機能を提供します。このデータは、すべてのロケーションにわたり、月単

位で比較評価されます。また、ロケーションのパフォーマンスを経時的、グループ別、ま

たは業界別に比較評価する機能も用意されています。

• Impact Analysisは、現地イベント、キャンペーン、およびレイアウトの変更が行動に及ぼ
す影響を測定する機能を提供します。ツールを使用してイベントを作成し、費やした時間

と頻度への影響の前、後、および最中などの特定のタイムラインに基づいて、このイベン

トの影響を測定するのは簡単です。

CiscoSpacesアプリケーションには、キャプティブポータル、ロケーションペルソナ、エンゲー
ジメントなどのカスタマーエクスペリエンス管理アプリが含まれており、物理的な場所にいる
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顧客とリアルタイムでつながることができます。追加のアプリケーションには、アセットト

ラッキングアプリ、IoTサービス（Bluetooth Low Energy（BLE））を管理および設定するため
のサービスマネージャ、およびこのデータを抽出して関連付けるか、他のエンタープライズシ

ステムに統合する場合のオープン APIフレームワークも含まれます。

Cisco Spacesは、さまざまなロケーションベースのテクノロジーやインテリジェンスを通じて
各種のサービスを利用できる単一のダッシュボードインターフェイスを備えています。Cisco
Spacesでは、お客様の物理的なビジネスロケーションへの訪問者とつながり、関係を深めるこ
ともできます。ワークスペース、小売、製造、サービス業、医療、教育、金融など、さまざま

な業種のビジネスを対象としています。Cisco Spacesのアセットトラッキングアプリケーショ
ンは、お客様施設内の資産を監視および管理するためのソリューションを提供します。Cisco
Spacesには、これらの知見をアクションに変えるためのさまざまなツールキット、アプリ、お
よび APIが用意されています。

Cisco Spacesでは、パートナープログラムを通じて、さまざまな業種にわたるさまざまなパー
トナーアプリケーションにアクセスできます。

Cisco Spacesは、Cisco Catalyst、Cisco AireOS、および Cisco Merakiインフラストラクチャと互
換性があります。

上記のサービスに加えて、CiscoSpacesアプリの範囲は、世界的なパンデミックであるCOVID-19
によって生じるビジネス要件を満たすために拡張されました。拡張機能は既存のアプリケー

ションに基づいて構築されており、COVID-19の特定の要件を満たすために新しいアプリケー
ションが追加されています。Impact Analytics、LocationAnalytics、BehaviourMetrics、Right Now
などのアプリの拡張機能を使用すると、ビジネス拠点に及ぼすCOVID-19の影響を分析し、適
切なアクションを実行できます。たとえば、現在の場所のデバイス密度に基づいてルールを作

成し、その場所にいる人の数が特定の数または密度（人/エリア）を超えた場合に自動的に通
知されるようにすることができます。LocationAnalyticsアプリには、エグゼクティブサマリー
レポートを組織内の同僚と共有する機能が追加されました。さらに、個人/グループの場所を
対象としたCOVID-19ベースの傾向分析を行動メトリクスアプリを使用して実行できるように
なり、特定のビジネス拠点を組織全体および特定の業種のビジネス拠点と比較できます。

Cisco Spacesでは、影響を受けるデバイスのロケーション履歴とデバイス近接履歴をすばやく
確認できる新しい Proximity Reportingアプリが追加されました。ユーザー IDまたはMACアド
レスを入力するだけで、過去 14日間の建物内のデバイスの位置と、他のデバイスの近接性に
関するレポートが生成されます。このレポートは、共有機能を使用してエクスポートまたは共

有できます。同様に、検出と位置特定アプリには、デバイスを特定の数にクラスタ化して、

ソーシャルディスタンスのガイドラインに違反している可能性のある領域を確認して報告する

機能が追加されました。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

• [Monitoring and Support]機能のラベルを [Monitor]に変更し、[Support]タブを削除しまし
た。

• [Right Now on WiFi]の累積訪問数チャートを累積訪問者チャートに置き換えました。

• [Right Now on WiFi]から、すべての場所と主要な場所の「合計訪問者」グラフを削除しま
した。
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• [Right Now on Camera]レポートでは、1日の累積訪問数チャートが、1日の累積アクセス
トレンドに置き換えられます。

•パートナーダッシュボードは、すべてのリージョンで統合されています。

•パートナーダッシュボードによるアプリ承認プロセスの新しいワークフロー。

•パートナーダッシュボードで IOTサービスに対応する新しいイベント。

新機能：2020年 7月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

Proximity Reportingアプリ

新しいアプリである Proximity ReportingがCisco Spacesダッシュボードのホームページで利用
可能になり、近接レポートを生成できるようになりました。現在、アプリはベータ版です。

ProximityReportingアプリは、COVID-19のパンデミックの最中に職場に戻る従業員のために、
職場の管理者が安全な環境を作成することを支援します。レポート対象ユーザー（監視対象の

人）のワイヤレスデバイスは、ワイヤレスネットワークに関連付けられ、物理的な場所にマッ

ピングされます。 Proximity Reportingアプリにより、COVID-19の検査で陽性となった人の動
きを追跡できます。

Proximity Reportingアプリの主な機能の一部は次のとおりです。

•特定の期間（通常は 14～ 28日）に影響を受けた人がいた拠点を把握するのに役立ちま
す。

•影響を受けた人と同じ拠点にいた他の人のリストを提供します。

•影響を受けた人がいつ拠点に出入りしたかを示すタイムラインを提供します。

レポートには次のセクションがあります。

• [Location Summary]：報告者が特定の期間に通過した拠点の概要を提供します。

• [Proximity Report]：

• [Proximity Summary]：報告者がその拠点の他のユーザーに与える影響のサマリーレ
ポートを提供します。

• [Proximity Tracing]：報告者と接触した他のユーザーの詳細な履歴を提供します。

• [Daily JourneyReport]：さまざまな拠点（キャンパス、ビルディング、フロア）にわたるレ
ポートユーザーの1日ごとの行動を、レポートユーザーが各場所で費やした時間とともに
視覚的に追跡します。
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カメラメトリック

[CameraMetrics]をCisco Spacesダッシュボードで利用できるようになりました。このアプリを
使用すると、Merakiカメラを使用してキャプチャしたデータに基づくメトリクスレポートを表
示できます。このレポートは特定の月に表示されます。

現在、レポートには次の詳細が含まれています。

• [Monthly Footfall]：1ヵ月全体の総来訪者数を表示します。

• [Daily Footfall]：選択した月の各日の総来訪者数を表示します。

• [Footfall Distribution: By hour of day]：選択した月の 1時間ごとの平均総来訪者数を表示し
ます。

• [Presence Index : By hour of day]：選択した月の 1時間ごとの平均出席者数を表示します。

• [Peak Presence : By hour of day]：このグラフは、ネットワークロケーション用にのみ使用で
きます。選択した月の1日の時間ごとのピーク人数の累計を表示します。また、選択した
月の 1日の時間ごとの平均出席者数も表示されます。

すべてのチャートは、カメラ用に描画されたトリップワイヤライ

ンを経た訪問者の出入りに基づいています。

（注）

Right Now Report on Camera

Right Nowアプリでは、ロケーションにインストールされているMerakiカメラの Right Nowレ
ポートが表示されるようになりました。[RightNow]ウィンドウの左上に表示される [three-line]
メニューで、新しいオプション [Right Now on camera]が利用できるようになりました。

レポートには次の詳細が含まれます。

[# of the people present: KeyCameras Zones]グラフは、カメラの近くにいる人々に基づいており、
残りのすべてのグラフは、カメラに対して描かれたトリップワイヤラインを超える人々の出入

りに基づいています。

（注）

• [# of people present]：選択したロケーションとその子ロケーションに現在滞在している人
の合計数。

• [#of people present: Key Locations]：各子ロケーションに現在存在する人の合計数。ロケー
ションの合計数が 15以上の場合、上位および下位の 3つのロケーションのカウントが表
示されます。このような場合、最大3つの場所をピン留めして、選択した場所の現在の滞
在人数を表示できます。このグラフは、ルートの場所についてのみ表示されます。

• [# of the people present: Key Cameras]：フィルタリングされたロケーションの各カメラに現
在写っている合計人数を示す棒グラフ。カメラの総数が6台を超える場合は、上位および
下位の 3つのカメラのカウントが表示されます。このような場合、最大 3台のカメラをピ
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ン留めして、選択したカメラに現在写っている人数を表示できます。このグラフは、ネッ

トワークレベルの拠点に対してのみ表示されます。

• [# of the people present: Key Cameras Zones]：フィルタリングされたロケーション内のカメ
ラに定義されている各カメラゾーンにいる人の合計数。カメラゾーンの総数が6を超える
場合は、上位および下位の3つのカメラゾーンのカウントが表示されます。このような場
合、最大3つのカメラゾーンを固定して、選択したカメラゾーンにいる現在の人数を表示
できます。このグラフは、ネットワークレベルの拠点に対してのみ表示されます。

• [Cumulative visits during the day]：Right Nowレポートで表示されている 1日における各時
間の合計訪問数を累積的に表示します。たとえば、午前 3時の合計訪問者数は、午前 0時
から午前 3時までの訪問者の合計になります。

• [Presence: By Location]：レポート用に選択されたロケーションとその子ロケーションがグ
ローバルマップに表示され、これらのロケーションに現在滞在している訪問者数が [Map
View]に表示されます。[List View]を使用して、現在の訪問者数を階層として知ることも
できます。

機能強化：2020年 7月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに次の変更が加えられました。

モニタリングとサポート

Cisco Spacesダッシュボードでは、[Monitoring and Support]オプションに次の変更が追加されま
した。

• [Monitoring and Support]ウィンドウの [Support]タブを削除しました。以前は、チケットの
詳細は [Support]セクションに表示されていました。サポート電子メールでチケットのス
テータスを確認できるようになりました。

• [Monitoring and Support]オプションの名前が [Monitor]に変更されました。

Right Now

Right Now on WiFiレポートに次の変更が加えられました。

• [Cumulative Visits: All Locations]チャート：[Cumulative Visitors: All Locations]に置き換えら
れました。このグラフには、1日の各時間における累積訪問者が表示されます。累積カウ
ントグラフは、ネットワークロケーションのタイムゾーンに基づいて表示されます。

• [Total Visitors present last 3 hours: All locations]および [Total Visitors present last 3 hours: Key
Locations]のグラフが削除されました。
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Right Now on Camera

Right Now on Cameraレポートに次の変更が加えられました。

• [Cumulative visits during the day]チャートは、[Cumulative Footfall during the day]に置き換え
られました。このチャートでは、1日の各時間における累積アクセス数を示します。以前
は、1日の各時間の累積訪問数が表示されていました。

•ネットワークロケーションのタイムゾーンは、[Cumulative Footfall during the day]を表示す
るときに考慮されます。

• [Historical Average]グラフは、[#of people present: Key Locations]、[# of the people presents:
Key Cameras]、および [# of the people presents: Key Cameras Zones]チャートから削除されま
した。

Cisco Spacesパートナーダッシュボード
Cisco Spacesパートナーダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

パートナーダッシュボード

パートナーダッシュボードに次の変更が加えられました。

• [Europe]と [Rest of the World]地域の両方のアプリを作成、管理、公開するための統合ダッ
シュボード。以前は、[Europe]と [Rest of the World]アプリを作成するための個別のダッ
シュボードがありました。

この機能をサポートするために、[App Center]ウィンドウの [Choose the Region]領域に、
[Europe Region]および [Rest of the world (except Europe region)]オプションが表示されます。

アプリの作成後、ヨーロッパ向けに作成されたアプリのサンド

ボックスアクティベーションは、https://partners.dnaspaces.eu自
体で実行する必要があります。

（注）

•ダッシュボードによるアプリ承認プロセスの新しいワークフロー。

アプリを作成してテストしたら、パートナーは [Submit]をクリックして、承認のためにア
プリを送信できます。次に、Cisco Spacesチームがアプリを評価し、必要なアクションを
実行します。承認されると、アプリのステータスが [Approved]に変更され、パートナーは
[Publish]を使用してアプリを公開できます。アプリが公開されると、ライブになり、Cisco
Spacesダッシュボードの [Get Partner Apps] > [App Center]セクションで利用できるよう
になります。

以前のように、ヨーロッパ地域向けに公開されたアプリは

[https://dnaspaces.eu]にのみリストされ、その他の地域向けには
[https://dnaspaces.io]にリストされます。

（注）
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イベント

次の新しいイベントがパートナーダッシュボードに追加されました。

• [IOT_TELEMETRY]：このイベントは、BLEや RFIDなどの IOTデバイスからのテレメト
リの更新がある場合にトリガーされます。

• [IOT_USER_ACTION]：このイベントは、IOTデバイスでユーザーアクション（ボタンク
リックなど）が実行されたときにトリガーされます。

• [DEVICE_COUNT]：このイベントは、そのロケーションでのデバイスの数が変化したとき
にトリガーされます。

[BLE Manager]が [IOT]サービスに置き換えられたため、イベント [BLE_UPDATE]は削除され
ました。

Cisco Spacesランタイム
Cisco Spacesランタイムに次の変更が加えられました。

エンタープライズキャプティブポータルの機能強化

Cisco Spacesでは、エンタープライズキャプティブポータルに対して次のサポートが提供され
るようになりました。

•トリガー APIを使用して通知を APIエンドポイントに送信するためのサポート。

•キャプティブポータルのユーザにそのアクションに基づいてタグを付けるためのサポー
ト。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。
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シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決のバグ

表 38 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

RBAC：特定の場所しかアクセスできない管理ユーザーは、ダッシュボー
ドにログインできない。

CSCvq83680

デフォルトでは、新しく作成されたアカウントの訪問者数と訪問数がデジ

タル化統計に表示される。

CSCvt29202

Merakiカメラ：ユーザーは非カメラデバイスもインポートできる。CSCvs79627

ロケーション階層に誤った「ユーザー数」が表示される。CSCvs97445

すでに承認された招待状を使用しようとすると、適切なエラーメッセージ

が表示される必要がある。

CSCvu46143

訪問数が少ない場合、[Right Now -Visits by floor]セクションで、フロア名
がツールチップテキストに表示されない。

CSCvt93539

修正されたバグ

表 39 :修正されたバグ

説明CDETS ID番号

sub_typeイベントは、プロモーションクリックの「プロモーション」とし
てキャプチャされない。

CSCvu87384

プロモーションとメニューのクリックには、言語ベースのイベントログが

ない。

CSCvv07571
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第 36 章

2020年 6月

• Cisco Spacesの概要（147ページ）
•新機能：2020年 6月（149ページ）
•機能強化：2020年 6月（151ページ）
•不具合（152ページ）

Cisco Spacesの概要
CiscoSpacesは、既存のワイヤレスや IoT（BLE）インフラストラクチャを活用して、実用的な
情報を提供し、Spaceに組み込まれたアプリケーションでビジネスの成果を推進する強力なロ
ケーションサービスプラットフォームです。

Cisco Spacesからの情報には次が含まれます。

• Location Analyticsは、時間や位置によるロケーションデータの多角的な分析を行い、ネッ
トワークに接続しているユーザーの行動をより詳細に可視化する機能を提供します。

• Right Nowレポートは、物理的スペース内のリアルタイムの訪問者数（Wi-Fiに接続され
ているデバイスで識別）、およびこの数を履歴平均と比較する方法を提供します。Right
Nowレポートでは、使用されている認証方法に基づいて、1人のユーザーに属する複数の
デバイスを検出し、それらのデバイスを 1人の訪問者としてカウントできます。

• Business Insightsは、人々がお客様の物理拠点に訪れる頻度と、お客様の事業所に滞在する
時間を測定する機能を提供します。このデータは、すべてのロケーションにわたり、月単

位で比較評価されます。また、ロケーションのパフォーマンスを経時的、グループ別、ま

たは業界別に比較評価する機能も用意されています。

• Impact Analysisは、現地イベント、キャンペーン、およびレイアウトの変更が行動に及ぼ
す影響を測定する機能を提供します。ツールを使用してイベントを作成し、費やした時間

と頻度への影響の前、後、および最中などの特定のタイムラインに基づいて、このイベン

トの影響を測定するのは簡単です。

CiscoSpacesアプリケーションには、キャプティブポータル、ロケーションペルソナ、エンゲー
ジメントなどのカスタマーエクスペリエンス管理アプリが含まれており、物理的な場所にいる

顧客とリアルタイムでつながることができます。追加のアプリケーションには、アセットト
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ラッキングアプリ、IoTサービス（Bluetooth Low Energy（BLE））を管理および設定するため
のサービスマネージャ、およびこのデータを抽出して関連付けるか、他のエンタープライズシ

ステムに統合する場合のオープン APIフレームワークも含まれます。

Cisco Spacesは、さまざまなロケーションベースのテクノロジーやインテリジェンスを通じて
各種のサービスを利用できる単一のダッシュボードインターフェイスを備えています。Cisco
Spacesでは、お客様の物理的なビジネスロケーションへの訪問者とつながり、関係を深めるこ
ともできます。ワークスペース、小売、製造、サービス業、医療、教育、金融など、さまざま

な業種のビジネスを対象としています。Cisco Spacesのアセットトラッキングアプリケーショ
ンは、お客様施設内の資産を監視および管理するためのソリューションを提供します。Cisco
Spacesには、これらの知見をアクションに変えるためのさまざまなツールキット、アプリ、お
よび APIが用意されています。

Cisco Spacesでは、パートナープログラムを通じて、さまざまな業種にわたるさまざまなパー
トナーアプリケーションにアクセスできます。

Cisco Spacesは、Cisco Catalyst、Cisco AireOS、および Cisco Merakiインフラストラクチャと互
換性があります。

上記のサービスに加えて、CiscoSpacesアプリの範囲は、世界的なパンデミックであるCOVID-19
によって生じるビジネス要件を満たすために拡張されました。拡張機能は既存のアプリケー

ションに基づいて構築されており、COVID-19の特定の要件を満たすために新しいアプリケー
ションが追加されています。Impact Analytics、LocationAnalytics、BehaviourMetrics、Right Now
などのアプリの拡張機能を使用すると、ビジネス拠点に及ぼすCOVID-19の影響を分析し、適
切なアクションを実行できます。たとえば、現在の場所のデバイス密度に基づいてルールを作

成し、その場所にいる人の数が特定の数または密度（人/エリア）を超えた場合に自動的に通
知されるようにすることができます。LocationAnalyticsアプリには、エグゼクティブサマリー
レポートを組織内の同僚と共有する機能が追加されました。さらに、個人/グループの場所を
対象としたCOVID-19ベースの傾向分析を行動メトリクスアプリを使用して実行できるように
なり、特定のビジネス拠点を組織全体および特定の業種のビジネス拠点と比較できます。

Cisco Spacesでは、影響を受けるデバイスのロケーション履歴とデバイス近接履歴をすばやく
確認できる新しい Proximity Reportingアプリが追加されました。ユーザー IDまたはMACアド
レスを入力するだけで、過去 14日間の建物内のデバイスの位置と、他のデバイスの近接性に
関するレポートが生成されます。このレポートは、共有機能を使用してエクスポートまたは共

有できます。同様に、検出と位置特定アプリには、デバイスを特定の数にクラスタ化して、

ソーシャルディスタンスのガイドラインに違反している可能性のある領域を確認して報告する

機能が追加されました。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

•新しいアプリ Proximity ReportingがCisco Spacesダッシュボードで利用可能になり、近接
レポートを生成できるようになりました。

• Merakiカメラを使用してキャプチャされたデータを表示するための新しいアプリ Camera
Metrics。

• Merakiカメラ用のRightNowレポートを表示するための新しい機能Right Now on Camera。
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•新しいアクティビティの Occupancyが Density Rulesに追加され、占有制限に基づいて通
知がトリガーされます。

•キャプティブポータルアプリで COVID 19ポータルテンプレートを提供しました。

• Location Analyticsでは、フロアおよびゾーンレベルのロケーションフィルタリングのサ
ポートが ACTおよび Extendライセンスに追加されました。

• Trigger APIおよびAction Tagsはエンタープライズキャプティブポータル（ランタイム）
をサポートします。

新機能：2020年 6月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

Proximity Reportingアプリ

新しいアプリである Proximity ReportingがCisco Spacesダッシュボードのホームページで利用
可能になり、近接レポートを生成できるようになりました。現在、アプリはベータ版です。

ProximityReportingアプリは、COVID-19のパンデミックの最中に職場に戻る従業員のために、
職場の管理者が安全な環境を作成することを支援します。レポート対象ユーザー（監視対象の

人）のワイヤレスデバイスは、ワイヤレスネットワークに関連付けられ、物理的な場所にマッ

ピングされます。 Proximity Reportingアプリにより、COVID-19の検査で陽性となった人の動
きを追跡できます。

Proximity Reportingアプリの主な機能の一部は次のとおりです。

•特定の期間（通常は 14～ 28日）に影響を受けた人がいた拠点を把握するのに役立ちま
す。

•影響を受けた人と同じ拠点にいた他の人のリストを提供します。

•影響を受けた人がいつ拠点に出入りしたかを示すタイムラインを提供します。

レポートには次のセクションがあります。

• [Location Summary]：報告者が特定の期間に通過した拠点の概要を提供します。

• [Proximity Report]：

• [Proximity Summary]：報告者がその拠点の他のユーザーに与える影響のサマリーレ
ポートを提供します。

• [Proximity Tracing]：報告者と接触した他のユーザーの詳細な履歴を提供します。
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• [Daily JourneyReport]：さまざまな拠点（キャンパス、ビルディング、フロア）にわたるレ
ポートユーザーの1日ごとの行動を、レポートユーザーが各場所で費やした時間とともに
視覚的に追跡します。

カメラメトリック

[Camera Metrics]を Cisco SpacesCisco Spacesダッシュボードで利用できるようになりました。
このアプリを使用すると、Merakiカメラを使用してキャプチャしたデータに基づくメトリクス
レポートを表示できます。このレポートは特定の月に表示されます。

現在、レポートには次の詳細が含まれています。

• [Monthly Footfall]：1ヵ月全体の総来訪者数を表示します。

• [Daily Footfall]：選択した月の各日の総来訪者数を表示します。

• [Footfall Distribution: By hour of day]：選択した月の 1時間ごとの平均総来訪者数を表示し
ます。

• [Presence Index : By hour of day]：選択した月の 1時間ごとの平均出席者数を表示します。

• [Peak Presence : By hour of day]：このグラフは、ネットワークロケーション用にのみ使用で
きます。選択した月の1日の時間ごとのピーク人数の累計を表示します。また、選択した
月の 1日の時間ごとの平均出席者数も表示されます。

すべてのチャートは、カメラ用に描画されたトリップワイヤライ

ンを経た訪問者の出入りに基づいています。

（注）

Right Now Report on Camera

Right Nowアプリでは、ロケーションにインストールされているMerakiカメラの Right Nowレ
ポートが表示されるようになりました。[RightNow]ウィンドウの左上に表示される [three-line]
メニューで、新しいオプション [Right Now on camera]が利用できるようになりました。

レポートには次の詳細が含まれます。

[# of the people present: KeyCameras Zones]グラフは、カメラの近くにいる人々に基づいており、
残りのすべてのグラフは、カメラに対して描かれたトリップワイヤラインを超える人々の出入

りに基づいています。

（注）

• [# of people present]：選択したロケーションとその子ロケーションに現在滞在している人
の合計数。

• [#of people present: Key Locations]：各子ロケーションに現在存在する人の合計数。ロケー
ションの合計数が 15以上の場合、上位および下位の 3つのロケーションのカウントが表
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示されます。このような場合、最大3つの場所をピン留めして、選択した場所の現在の滞
在人数を表示できます。このグラフは、ルートの場所についてのみ表示されます。

• [# of the people present: Key Cameras]：フィルタリングされたロケーションの各カメラに現
在写っている合計人数を示す棒グラフ。カメラの総数が6台を超える場合は、上位および
下位の 3つのカメラのカウントが表示されます。このような場合、最大 3台のカメラをピ
ン留めして、選択したカメラに現在写っている人数を表示できます。このグラフは、ネッ

トワークレベルの拠点に対してのみ表示されます。

• [# of the people present: Key Cameras Zones]：フィルタリングされたロケーション内のカメ
ラに定義されている各カメラゾーンにいる人の合計数。カメラゾーンの総数が6を超える
場合は、上位および下位の3つのカメラゾーンのカウントが表示されます。このような場
合、最大3つのカメラゾーンを固定して、選択したカメラゾーンにいる現在の人数を表示
できます。このグラフは、ネットワークレベルの拠点に対してのみ表示されます。

• [Cumulative visits during the day]：Right Nowレポートで表示されている 1日における各時
間の合計訪問数を累積的に表示します。たとえば、午前 3時の合計訪問者数は、午前 0時
から午前 3時までの訪問者の合計になります。

• [Presence: By Location]：レポート用に選択されたロケーションとその子ロケーションがグ
ローバルマップに表示され、これらのロケーションに現在滞在している訪問者数が [Map
View]に表示されます。[List View]を使用して、現在の訪問者数を階層として知ることも
できます。

機能強化：2020年 6月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに次の変更が加えられました。

密度ルール

密度ルールに次の変更が加えられました。

•密度ルールは、特定のロケーションの占有に基づいて通知をトリガーするように機能強化
されています。占有制限を定義でき、占有が占有制限セットの一定のパーセンテージを満

たしたときに通知をトリガーするように設定できます。

この機能をサポートするために、[Density Rules]に次の変更が加えられました。

• [When devices are connected to WIFI]の後に表示されるドロップダウンリストで、新し
いオプション [Occupancy]が使用できるようになりました。[Occupancy]と条件タイプ
を選択すると、[Percent]ドロップダウンリストが表示され、通知がトリガーされる占
有制限のパーセンテージを指定できます。

• [Location Information]ウィンドウに、収容人数の制限を指定するための人数リスト
[Occupancy limit (Max Capacity)]が追加されました。
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• SMS、電子メールなどのすべての通知タイプに、次のスマートリンク変数が追加されまし
た。

• $buildingName：通知がトリガーされるロケーションの建物。

• $floorName：通知がトリガーされるロケーションのフロア。

• $zoneName：通知がトリガーされるゾーン。

• $deviceCount：通知がトリガーされるロケーションのデバイス数。

• $locationPath：通知がトリガーされるロケーションのロケーションパス（親階層）。

• $TotalCapacity：通知がトリガーされるロケーションの占有制限。

キャプティブポータルアプリの Covid 19の機能強化

COVID 19のビジネス要件をサポートするために、キャプティブポータルアプリで次の機能強
化が加えられました。

• [Captive Portals]ウィンドウで、[COVID-19]固有のポータルテンプレートを使用できるよ
うになりました。

•バナー [COVID-19 Templates]が、Cisco Spacesホームページの [Captive Portals]タイルに追
加されました。

ロケーション分析

Location Analyticsレポートに次の変更が加えられました。

•各チャートの右上に表示されるパーセンテージチャートは、円チャートとして表示されま
す。以前は、棒グラフが表示されていました。

• ACTおよび EXTENDライセンスの場合、フロアとゾーンのレポートを表示できるように
なりました。フロアとゾーンは、[Location]ドロップダウンリストで選択できるようにな
ります。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。
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•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決のバグ

表 40 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

RBAC：特定の場所しかアクセスできない管理ユーザーは、ダッシュボー
ドにログインできない。

CSCvq83680

デフォルトでは、新しく作成されたアカウントの訪問者数と訪問数がデジ

タル化統計に表示される。

CSCvt29202

Merakiカメラ：ユーザーは非カメラデバイスもインポートできる。CSCvs79627

ロケーション階層に誤った「ユーザー数」が表示される。CSCvs97445

すでに承認された招待状を使用しようとすると、適切なエラーメッセージ

が表示される必要がある。

CSCvu46143

訪問数が少ない場合、[Right Now -Visits by floor]セクションで、フロア名
がツールチップテキストに表示されない。

CSCvt93539

修正されたバグ

表 41 :修正されたバグ

説明CDETS ID番号

アプリのアクティブ化サンドボックスリダイレクトでアクティブ化された

アプリタイルをクリックすると、「ページが見つかりません」というエ

ラーが発生する。

CSCvu76687

ロケーション分析：より多くの SSIDがある場合、滞留時間と滞留時間の
内訳が読み込まれない。

CSCvt56362

アプリの切り替えオプションは、一部のアプリでは利用できない。CSCvt90496
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説明CDETS ID番号

URLスマートリンクがWebex通知で機能しない。CSCvu49171

sqft/sqmtr値に基づく密度ルールは、すべてのロケーションタイプで機能す
る必要がある。

CSCvu49183

パスワードに外国文字と少数の特殊文字が含まれていると、ダッシュボー

ドログインに失敗する。

CSCvu43730

Right Now：[Visitor vs Employee]チャートセクションでは、従業員数の割
合が少なく表示される。

CSCvt99974

ロケーション分析：滞留時間の値が小さい場合、滞留時間内訳チャートで

滞留時間範囲 %が重複している。
CSCvp57525
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• Cisco Spacesの概要（155ページ）
•新機能：2020年 5月（157ページ）
•機能強化：2020年 5月（158ページ）
• Cisco Spacesランタイム（159ページ）
•不具合（159ページ）

Cisco Spacesの概要
CiscoSpacesは、既存のワイヤレスや IoT（BLE）インフラストラクチャを活用して、実用的な
情報を提供し、Spaceに組み込まれたアプリケーションでビジネスの成果を推進する強力なロ
ケーションサービスプラットフォームです。

Cisco Spacesからの情報には次が含まれます。

• Location Analyticsは、時間や位置によるロケーションデータの多角的な分析を行い、ネッ
トワークに接続しているユーザーの行動をより詳細に可視化する機能を提供します。

• Right Nowレポートは、物理的スペース内のリアルタイムの訪問者数（Wi-Fiに接続され
ているデバイスで識別）、およびこの数を履歴平均と比較する方法を提供します。Right
Nowレポートでは、使用されている認証方法に基づいて、1人のユーザーに属する複数の
デバイスを検出し、それらのデバイスを 1人の訪問者としてカウントできます。

• Business Insightsは、人々がお客様の物理拠点に訪れる頻度と、お客様の事業所に滞在する
時間を測定する機能を提供します。このデータは、すべてのロケーションにわたり、月単

位で比較評価されます。また、ロケーションのパフォーマンスを経時的、グループ別、ま

たは業界別に比較評価する機能も用意されています。

• Impact Analysisは、現地イベント、キャンペーン、およびレイアウトの変更が行動に及ぼ
す影響を測定する機能を提供します。ツールを使用してイベントを作成し、費やした時間

と頻度への影響の前、後、および最中などの特定のタイムラインに基づいて、このイベン

トの影響を測定するのは簡単です。

CiscoSpacesアプリケーションには、キャプティブポータル、ロケーションペルソナ、エンゲー
ジメントなどのカスタマーエクスペリエンス管理アプリが含まれており、物理的な場所にいる
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顧客とリアルタイムでつながることができます。追加のアプリケーションには、アセットト

ラッキングアプリ、IoTサービス（Bluetooth Low Energy（BLE））を管理および設定するため
のサービスマネージャ、およびこのデータを抽出して関連付けるか、他のエンタープライズシ

ステムに統合する場合のオープン APIフレームワークも含まれます。

Cisco Spacesは、さまざまなロケーションベースのテクノロジーやインテリジェンスを通じて
各種のサービスを利用できる単一のダッシュボードインターフェイスを備えています。Cisco
Spacesでは、お客様の物理的なビジネスロケーションへの訪問者とつながり、関係を深めるこ
ともできます。ワークスペース、小売、製造、サービス業、医療、教育、金融など、さまざま

な業種のビジネスを対象としています。Cisco Spacesのアセットトラッキングアプリケーショ
ンは、お客様施設内の資産を監視および管理するためのソリューションを提供します。Cisco
Spacesには、これらの知見をアクションに変えるためのさまざまなツールキット、アプリ、お
よび APIが用意されています。

Cisco Spacesでは、パートナープログラムを通じて、さまざまな業種にわたるさまざまなパー
トナーアプリケーションにアクセスできます。

Cisco Spacesは、Cisco Catalyst、Cisco AireOS、および Cisco Merakiインフラストラクチャと互
換性があります。

上記のサービスに加えて、CiscoSpacesアプリの範囲は、世界的なパンデミックであるCOVID-19
によって生じるビジネス要件を満たすために拡張されました。拡張機能は既存のアプリケー

ションに基づいて構築されており、COVID-19の特定の要件を満たすために新しいアプリケー
ションが追加されています。Impact Analytics、LocationAnalytics、BehaviourMetrics、Right Now
などのアプリの拡張機能を使用すると、ビジネス拠点に及ぼすCOVID-19の影響を分析し、適
切なアクションを実行できます。たとえば、現在の場所のデバイス密度に基づいてルールを作

成し、その場所にいる人の数が特定の数または密度（人/エリア）を超えた場合に自動的に通
知されるようにすることができます。LocationAnalyticsアプリには、エグゼクティブサマリー
レポートを組織内の同僚と共有する機能が追加されました。さらに、個人/グループの場所を
対象としたCOVID-19ベースの傾向分析を行動メトリクスアプリを使用して実行できるように
なり、特定のビジネス拠点を組織全体および特定の業種のビジネス拠点と比較できます。

Cisco Spacesでは、影響を受けるデバイスのロケーション履歴とデバイス近接履歴をすばやく
確認できる新しい Proximity Reportingアプリが追加されました。ユーザー IDまたはMACアド
レスを入力するだけで、過去 14日間の建物内のデバイスの位置と、他のデバイスの近接性に
関するレポートが生成されます。このレポートは、共有機能を使用してエクスポートまたは共

有できます。同様に、検出と位置特定アプリには、デバイスを特定の数にクラスタ化して、

ソーシャルディスタンスのガイドラインに違反している可能性のある領域を確認して報告する

機能が追加されました。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

•アプリを切り替えるための新しいナビゲーションオプションが追加されました。

• Right Nowアプリの新機能 [Density Rule]は、お客様のロケーションの訪問者の密度を追跡
します。

•ダッシュボードからリリースノートを表示できるようにプロビジョニングしました。

• Cisco Spacesダッシュボードで Telenor SMSゲートウェイに対応するようになりました。
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•パスワードの有効期限が切れた後でもパスワードを変更できるようにプロビジョニングし
ました。

•キャプティブポータルルールの帯域幅制限ではカスタマイズに対応するようになりまし
た。

•すべてのルールで [Filter by App Status]オプションを削除しました。

• Cisco CMXの [Manual Upload]および [Auto Sync]オプションが削除されました。

•ルールのリスト基準が変更され、最後に変更されたライブルールが一番上にリストされる
ようになりました。

•エンタープライズキャプティブポータルの Radius認証サポートを有効化（ランタイム）
しました。

新機能：2020年 5月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

アプリのメニューを切り替える

ダッシュボードの右上に表示されるアプリランチャ（グリッド）アイコンを使用すると、ある

アプリから別のアプリに簡単に移動できるようになりました。以前は、あるアプリから別のア

プリに移動するには、Cisco Spacesホームページに戻る必要がありました。アプリランチャア
イコンをクリックすると、ユーザーに対してアクティブ化されたすべての Cisco Spacesアプリ
が一覧表示されます。

密度ルール

COVID-19のユースケースの 1つに対応するため、Right Nowアプリに新機能「密度ルール」
が導入され、顧客は物理的なロケーションにいる人の数、または特定の広さのスペースにおい

て許可される最大容量を追跡できます。設定された制限を超えたときにアラート/通知を受け
取ります。このオプションは、[ACT]ライセンスでのみ使用できます。

[DensityRule]オプションを使用すると、ビジネス拠点の一意のデバイスの数に基づいて、ビジ
ネスユーザーへの通知をトリガーするルールを作成できます。SMS、電子メール、webexを介
して、またはトリガー APIを使用して通知を送信するように設定できます。

[Right Now]ウィンドウの左上に新しい 3行のメニューアイコンが追加され、次のメニュー項
目が含まれます。

• [Right Now on WiFi]：Right Nowレポートを表示します。

• [Density Rules]：密度ルールを作成するためのウィンドウを表示します。
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リリースノートリンク

ダッシュボード自体から Cisco Spacesのリリースノートにアクセスできるようになりました。
ダッシュボードの右上にある [Cisco Spaces Support]のヘルプアイコンをクリックすると、次の
2つのオプションが使用可能になります。

• [Latest Release Note]：Cisco Spacesの最新の月刊リリースノートへのリンク。

• [ReleaseNotesHistory]：Cisco.comのリリースノートのホームページへのリンクです。ここ
では、Cisco Spacesのすべての過去のリリースノートが一覧表示されます。

Telenor SMSゲートウェイのサポート

Cisco Spacesダッシュボードは、現在 Telenor SMSゲートウェイをサポートしています。キャ
プティブポータルアプリの [Settings] > [SMS]で、[Add SMS Gateway]の [SMS Gateway Type]
ドロップダウンリストで新しいオプションである [Telenor]を選択できます。

機能強化：2020年 5月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに次の変更が加えられました。

有効期限後のパスワード変更のサポート

Cisco Spacesでは、パスワードの有効期限が切れた後でもパスワードを変更できるようになり
ました。ログイン情報を入力して [Continue]ボタンをクリックすると、パスワードを変更する
ためのポップアップウィンドウが表示され。以前は、パスワードの有効期限が切れている場

合、[Forgot Password]オプションを使用してパスワードをリセットする必要がありました。

キャプティブポータルルールのカスタム手動帯域幅

Cisco Spacesでは、キャプティブポータルルールで許可される帯域幅を手動で入力できるよう
になりました。この機能強化を使用すると、事前定義された値ではなく、設定したい正確な帯

域幅を指定できます。帯域幅は、KBPS、MBPS、GBPS、または TBPSで指定できます。

[Captive Portal Rule]ウィンドウの [Show Captive Portal]領域で、[Bandwidth Limit]チェックボッ
クスをオンにすると、[ShowManual Configuration]リンクが [Bandwidth]スライドバーの下に表
示されます。このリンクをクリックすると、帯域幅を手動で入力するフィールドが表示されま

す。これで、リンク名が [Show Slider Configuration]に変更され、これを使用してスライドバー
に戻ることができます。

「アプリのステータス別にフィルタ処理」オプションを削除

プッシュ通知は Cisco Spacesによる通知メカニズムとしてサポートされなくなったため、キャ
プティブポータルルール、エンゲージメントルール、およびロケーションペルソナルールの

[Filter by App Status]オプションは削除されました。

Cisco Spacesリリースノート
158

2020

リリースノートリンク



リストの一番上に更新日順に並べ替えられたアクティブ（ライブ）ルール

[Cisco Rules]ページのリストが拡張され、アクティブ（ライブ）ルールと一時停止されたルー
ルが変更日時に基づいて並べ替えられ、それぞれ上部と下部に表示されます。この変更は、

キャプティブポータル、エンゲージメント、ロケーションペルソナ、およびRight Nowアプリ
の下のルールセクションに適用されます。

Cisco CMXの手動アップロードおよび自動同期オプションを削除

Cisco Spacesは、Cisco CMXバージョン 10.5以下をサポートしなくなりました。この機能強化
をサポートするために、[Setup] > [Wireless Networks]の [Connect your Wireless Network]ウィン
ドウが変更されました。[Add New]をクリックし、[Cisco AireOS/Catalyst]をクリックすると、
以前表示されていた [Via CMX On-Prem]オプションが削除され、[Connect Via CMX Tethering]
に置き換えられます。

この機能強化に基づいて：

• Cisco CMX 10を使用した Cisco Spacesへの既存の接続。バージョン 5以下は引き続き機能
します。

• Cisco CMX 10.5以前を使用して Cisco Spacesとの新しい接続を確立することはできませ
ん。Cisco CMX 10.6以降と Cisco CMXテザリングを使用する必要があります。

Cisco Spacesランタイム
Cisco Spacesランタイムに次の変更が加えられました。

エンタープライズキャプティブポータルの Radius認証

Cisco Spacesは、エンタープライズキャプティブポータルの RADIUS認証をサポートするよ
うに機能強化されました。この機能強化により、エンタープライズキャプティブポータルの

キャプティブポータルルールの次の機能を使用できるようになります。

•シームレスなインターネットプロビジョニング

•インターネットの拒否

•セッション期間と帯域幅の拡張

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
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IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決のバグ

表 42 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

RBAC：特定の場所しかアクセスできない管理ユーザーは、ダッシュボー
ドにログインできない。

CSCvq83680

デフォルトでは、新しく作成されたアカウントの訪問者数と訪問数がデジ

タル化統計に表示される。

CSCvt29202

Merakiカメラ：ユーザーは非カメラデバイスもインポートできる。CSCvs79627

ロケーション階層に誤った「ユーザー数」が表示される。CSCvs97445

パスワードを設定するときは、制限された文字を使用できます。CSCvu43730

すでに承認された招待状を使用しようとすると、適切なエラーメッセージ

が表示される必要がある。

CSCvu46143

ロケーション分析：滞留時間の値が小さい場合、滞留時間内訳チャートで

滞留時間範囲 %が重複している。
CSCvp57525

訪問数が少ない場合、[Right Now -Visits by floor]セクションで、フロア名
がツールチップテキストに表示されない。

CSCvt93539

アプリの切り替えオプションは、一部のアプリでは利用できない。CSCvt90496

sqft/sqmtr値に基づく密度ルールは、すべてのロケーションタイプで機能す
る必要がある。

CSCvu49183

URLスマートリンクがWebex通知で機能しない。CSCvu49171
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説明CDETS ID番号

Right Now：[Visitor vs Employee]チャートセクションでは、従業員数の割
合が少なく表示される。

CSCvt99974

修正されたバグ

表 43 :修正されたバグ

説明CDETS ID番号

EDMが有効なアカウントのロールを編集できない。CSCvu39949

Firefoxブラウザ：Cisco Spacesダッシュボードに空白の白い画面が表示さ
れる。

CSCvt97747

モニタリングセクションのロケーション階層メニューをクリックすると、

ホームページにリダイレクトされる。

CSCvu01155

ユーザーは、総面積単位値を選択せずに総面積値を保存することはできな

い。

CSCvt62394
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第 38 章

2020年 4月

• Cisco Spacesの概要（163ページ）
•新機能：2020年 4月（164ページ）
•機能強化：2020年 4月（165ページ）
• Cisco Spacesランタイム（166ページ）
•不具合（166ページ）

Cisco Spacesの概要
Cisco Spacesは、ワイヤレスのお客様にロケーション分析、ビジネスインサイト、カスタマー
エクスペリエンス管理、アセットトラッキング、Bluetooth Low Energy（BLE）管理、APIなど
のロケーションベースのサービスを提供するロケーションサービスクラウドプラットフォー

ムです。さまざまなロケーションベースのテクノロジーやインテリジェンスを通じて各種の

サービスを利用できる単一のダッシュボードインターフェイスを備えています。Cisco Spaces
では、お客様の物理的なビジネスロケーションへの訪問者とつながり、関係を深めることもで

きます。小売、製造、サービス業、医療、教育、金融など、さまざまな業種のビジネスを対象

としています。Cisco Spacesのアセットトラッキング機能は、お客様施設内の資産を監視およ
び管理するためのソリューションを提供します。Cisco Spacesには、これらの知見をアクショ
ンに変えるためのさまざまなツールキット、アプリ、および APIが用意されています。さら
に、Cisco Spacesはパートナープログラムを通じて、さまざまな業界向けのさまざまなアプリ
を提供しています。Cisco Spacesは、Cisco Catalyst、Cisco AireOS、または Cisco Merakiインフ
ラストラクチャと互換性があります。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

• Cisco Spacesと Cisco DNA Centerの統合に対応しています。

•現在レポートが完全に刷新され、新しい [Right Now]アプリが導入されました。

• [Impact Analysis]レポートを使用して、ロケーションでの Covid 19の影響を分析します。

• [OpenRoaming]アプリに、アクティブユーザー数、[Device byOperating System]チャート、
[Data Consumed per User]チャートが追加されました。
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新機能：2020年 4月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

Cisco DNA Centerの統合

Cisco Spacesは、Cisco DNA Centerと統合するように強化されました。この機能強化により、
Cisco Spacesで次のことが可能になります。

• Cisco DNA Centerからマップを同期するため。

• Cisco DNA Centerにロケーション情報を提供するため。

ただし、Cisco Spacesは、Cisco DNA Centerに加えて 2020年 7月までに利用可能になる予定の
オプションのパッケージを使用して、ベータ機能として統合できます。指定された期間が経過

したら、アカウントチームに連絡して、Cisco Spacesオプションパッケージを入手してくださ
い。

統合の前提条件は次のとおりです。

• Cisco DNA Centerバージョン 2.1.1以降と Cisco Spacesオプションパッケージ。

• Cisco Spacesコネクタを使用して Cisco Spacesに接続されたワイヤレスネットワーク。

この統合をサポートするために、CiscoSpacesダッシュボードの左上に表示される3行メニュー
で新しいオプションの [Integrations] > [Cisco DNA Center]が利用できるようになりました。
[CreateToken]オプションを使用して、インスタンスのトークンを作成できます。その後、Cisco
DNA Centerでこのトークンを設定して、Cisco Spacesと統合できます。

Right Now

[Right Now]レポートは、行動メトリクスアプリから削除され、Cisco Spacesダッシュボードで
別のアプリとして使用できるようになりました。この機能強化により、非常に高度な [Right
Now]レポートの提供が容易になります。[Right Now]レポートには次のチャートが含まれま
す。

デフォルトでは、レポートには、現在すべてのロケーションにいる訪問者の詳細が表示されま

す。ネットワークレベルの場所のデータをフィルタ処理できます。

• [ActiveVisitors present]：フィルタ処理されたロケーションの子ロケーションを含む過去 10
分間の訪問者の総数を表示します。

• Total Visitors present：フィルタ処理されたロケーションの子ロケーションを含む過去 3
分間の訪問者の総数を表示します。[Workspaces]分野の場合、データは過去 10時間のも
のになります。
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• [Active Visitors present in Key Locations]：過去 10分間に、アクティブな訪問者の数が最も
多い上位 3つのロケーションと、アクティブな訪問者の数が最も少ない下位 3つのロケー
ションを表示します。

• [Total Visitors present in Key Locations]：過去 3時間の訪問者数が最も多い上位 3つのロケー
ションと、最も訪問者が少ない下位 3つのロケーションを表示します。[Workspaces]分野
の場合、データは過去 10時間のものになります。

• [Visits Cumulative]：1日の時間ごとの訪問の合計数を累積的に表示します。

• [Composition: First Time and Repeat Visitors]：アクティブな訪問者のうち、新規訪問者と再
訪問者の割合を表示します。

• [Composition: Visitor and Employees]：アクティブな訪問者のうち、訪問者と従業員の割合
を表示します。

• [Presence:ByLocation]：フィルタ処理されたロケーションの子ロケーションの内、アクティ
ブな訪問者のロケーション別の数を表示します。ロケーション別の数は、マップビューと

リストビューに表示されます。

機能強化：2020年 4月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに次の変更が加えられました。

影響分析

Covid19の影響を ImpactAnalysisアプリで分析できることを通知するために、[Covid19Analytics]
バナーが [Impact Analysis]アプリタイルに追加されます。影響を測定するために、デフォルト
の Covid19イベントが [Impact Analysis]ウィンドウで使用できるようになりました。

OpenRoaming

OpenRoamingアプリの [Statistics]ウィンドウの [Custom]タブに、次の新しいオプションが追
加されました。

• [Users Active Right Now]：フィルタリングされたロケーションとその子ロケーションから
現在インターネットに接続しているユーザーの総数を表示します。

• [Devices by Operating System]：デバイスのオペレーティングシステムに基づいて、指定さ
れた日付範囲中にフィルター処理されたロケーションとその子ロケーションから接続され

たデバイスの合計数を示す円グラフを表示します。特定のオペレーティングシステムを搭

載したデバイスの合計数は、円グラフでそのオペレーティングシステム名にカーソルを合

わせると、円グラフの中央に表示されます。

• [Data Consumed per User]：指定された日付範囲の各日に各ユーザーが消費した平均データ
を示す棒グラフを表示します。
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Cisco Spacesランタイム
Cisco Spacesランタイムに次の変更が加えられました。

ブラウザでの自動入力の問題

[Data Capture form]が強化され、顧客獲得時の電話番号の自動入力の問題が解決されました。
データキャプチャフォームで、自動入力オプションを使用して電話番号を入力した後、国コー

ドが空白になっていました。ブラウザ、Apple Safariおよび CNAで発生していたこの問題は修
正されました。

電話番号データキャプチャフォームのプレースホルダーテキスト

顧客の獲得中に、[DataCapture form]の [PhoneNumber]フィールドに間違ったプレースホルダー
テキストが表示されていました。これは、ダッシュボードポータルで設定された正しいプレー

スホルダーを表示するように修正されました。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。
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未解決のバグ

表 44 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

RBAC：特定の場所しかアクセスできない管理ユーザーは、ダッシュボー
ドにログインできない。

CSCvq83680

ロケーション分析：滞留時間の値が小さい場合、滞留時間内訳チャートで

滞留時間範囲 %が重複している。
CSCvp57525

Merakiカメラ：ユーザーは非カメラデバイスもインポートできる。CSCvs79627

ロケーション階層ページでユーザー数が正しく表示されない。CSCvs97445

デフォルトでは、新しく作成されたアカウントの訪問者数と訪問数がデジ

タル化統計に表示される。

CSCvt29202

ユーザーは、総面積単位値を選択せずに総面積値を保存することはできな

い。

CSCvt62394

退席ルールの時間の選択は、各アカウントの業種訪問の終了時間に従って

制限する必要があります。

CSCvt65983

UI：監視セクションからロケーション階層メニューをクリックすると、
ユーザーがホームページにリダイレクトされる。

CSCvu01155

Right Now：[Visitor vs Employee]チャートセクションでは、従業員数の割
合が少なく表示される。

CSCvt99974

訪問数が少ない場合、[Right Now -Visits by floor]セクションで、フロア名
がツールチップテキストに表示されない

CSCvt93539

修正されたバグ

表 45 :修正されたバグ

説明CDETS ID番号

アクセスコードを入力せずにフォームを送信すると、エラーメッセージが

表示さない。

CSCvt83390

アクセスコード認証中はローディング画面にT&Cテキストが表示される。CSCvt86059
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第 39 章

2020年 3月

• Cisco Spacesの概要（169ページ）
•新機能：2020年 3月（170ページ）
•不具合（172ページ）

Cisco Spacesの概要
Cisco Spacesは、既存のWi-Fiインフラストラクチャを活用して実用的な情報を提供し、ビジ
ネスの成果を促進するロケーションプラットフォームです。物理的なビジネス拠点で訪問者と

つながり、連携できるようにするマルチチャネルエンゲージメントプラットフォームです。

小売、製造、サービス業、医療、教育、金融など、さまざまな業種のビジネスを対象としてい

ます。Cisco Spacesは、施設内の資産を監視および管理するためのソリューションも提供しま
す。Cisco Spacesは、これらの情報を実行に移すためのさまざまなツールキット、アプリ、お
よび APIを提供します。さらに、Cisco Spacesはパートナープログラムを通じて、さまざまな
業界向けのさまざまなアプリを提供しています。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

• Ciscoワイヤレスコントローラのネットワークに APを追加するための複数のプレフィッ
クスのサポート。

• [Location Hierarchy]の [Location Info]を移動し、新しい [Zip/postal code]フィールドを追加
しました。

•ロケーション選択オプションで複数のロケーションを選択できるようになりました。

• [Engagement]ルールで、アプリと BLEを介した通知のサポートを削除しました。

• [Engagement]および [Location Personas]ルールで、[Exiting Location]を、特定の期間アクセ
スしていない対象をフィルタ処理する [Away from the Location]オプションに置き換えまし
た。

• [Digitization Stats]の [Square Foot]の値を更新して、ネットワークロケーション用に設定さ
れた総面積を表すようにしました。

• Cisco Spacesパートナーダッシュボードのシングルサインオンサポート。
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• Cisco Spacesパートナーダッシュボードでは、クラウドアプリの場合、顧客定義の OAuth
URLの構成をサポートします。

新機能：2020年 3月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

ロケーション情報

[Location Hierarchy]で、ロケーション情報オプションが [More Actions]メニューから移動され
ました。ロケーションをクリックすると表示されるウィンドウで、ロケーション情報を追加ま

たは表示するための新しいタブ [Location Info]が使用できるようになりました。また、新しい
フィールド、[Zip/Postal Code]が [Location Information]ウィンドウで使用できるようになり、ロ
ケーションの郵便番号を指定できるようになりました。ロケーション情報フィールドが親ロ

ケーションから継承されている場合、フィールドはオレンジ色で表示されます。

Ciscoワイヤレスコントローラの複数プレフィックスのサポート

シスコワイヤレスコントローラでは、Cisco Spacesを使用して、異なるプレフィックスを持つ
アクセスポイントを1つのネットワークでグループ化できるようになりました。ネットワーク
をロケーション階層にインポートした後、ネットワークをクリックして、さまざまなプレフィッ

クスの APを追加します。ロケーション階層でネットワークロケーションをクリックすると、
[Location Info]タブに、そのネットワークにさまざまなプレフィックスのAPを追加するための
新しい [Access Points Prefix Used]オプションが表示されます。プレフィックスを追加すると、
指定されたプレフィックスを持つ、[unconfigured]のネットワークに属する APがこのネット
ワークに移動します。[Access Points Prefix Used]オプションは、ネットワークロケーションで
のみ使用できます。ただし、[Access Points Prefix Used]オプションを [Unconfigured]のネット
ワークに対して使用することはできません。

複数のロケーション選択

CiscoSpacesでは、ポータルの作成、ルールの作成、CiscoMerakiカメラのネットワークのイン
ポートなどのアクティビティに複数の場所を選択できるようになりました。ロケーションを選

択すると、その親ロケーションに対応するチェックボックスが青色で強調表示され、選択した

ロケーションが展開されてその子ロケーションが表示されます。その後、複数の子ロケーショ

ンを選択できます。以前は、ロケーションを選択した場合、その子ロケーションを選択するた

めに選択を解除する必要がありました。この拡張機能は、次の機能のロケーション選択オプ

ションに適用されます。
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表 46 :複数のロケーションの選択が有効なオプション

影響を受けるウィンドウ/フィールド機能

•ポータルの作成

•ポータルのインポート

•場所の編集

[Captive Portals App] > [Portal]

ユーザーを招待[Captive Portals App] > [User Management]

•ロケーションの追加ルール（キャプティブポータル、エンゲージ

メント、ロケーションペルソナ)

ネットワークのインポート[Setup] > [Camera]

•アプリの設定

•アプリのアクティベーション

パートナーアプリ

アプリと BLEによる通知のサポートを削除

[EngagementRule]では、アプリとBLEを介して通知を送信する規定が削除されました。[Create
Engagement Rule]ウィンドウの [Actions]領域で、[Consumer]が使用できた次のオプションが削
除されました。

• [Via Push]

• [Via BLE]

[Away from the Location]機能

[Engagements]と [Location Personas]ルールが強化され、特定の期間行っていなかった訪問を
フィルタ処理できるようになりました。たとえば、10分間退席していた場合、その訪問をフィ
ルタ処理するルールを定義できます。[Create New Rule]ウィンドウで、[When a user is on WiFi]
で使用できる [Exiting Location]オプションが、[Away from the Location]オプションに置き換え
られました。[Away from the Location]オプションを選択すると、[For]ドロップダウンリストが
表示され、訪問者がルール別にフィルタ処理する際に必要となる時間を指定します。時間は分

単位で指定します。

訪問者がロケーションに物理的に存在していても、[For]ドロップダウンリストで指定された
分数の間Wi-Fiから切断されていれば、訪問者はルールの対象と見なされます。

[Exiting Location]が設定されている既存の [Engagemennts]または [Location Personas]を編集して
いる場合、[Choose User Activity]ドロップダウンリストが、オプションが選択されていない状
態で表示されます。ルールを正常に保存するには、[Choose User Activity]ドロップダウンリス
トから必要なオプションを選択する必要があります。
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デジタル化に関する統計情報

Cisco Spacesダッシュボードの [Digitization Stats]で、[Square Foot]の値が、[Location Hierarchy]
の [Location Info]オプションでネットワークロケーションに設定された総面積を表すようにな
りました。以前は、[Square Foot]の値は、ロケーションに設定された APの数に基づいて計算
されていました。ただし、[Location Hierarchy]でネットワークロケーションに対して総面積が
設定されていない場合、前述のように、[Square Foot]の値は APに基づいて表示されます。

パートナーダッシュボード：SSOサポート

Cisco Spacesパートナーダッシュボードは、シングルサインオン（SSO）をサポートするよう
になりました。パートナーダッシュボードアカウントでSSOを有効にする場合は、CiscoSpaces
サポートチームにお問い合わせください。

Cisco Spacesの SSOログインをサポートするために、Cisco Spacesパートナーダッシュボード
のログイン画面が刷新されました。[Login]ボタンをクリックすると、[Email]フィールドのみ
が [Login]ウィンドウに表示され、あわせて [Continue]ボタンが表示されます。ユーザーがパー
トナーアカウントを持っていて、すでに SSOが有効なドメインにログインしている場合、
[Continue]ボタンをクリックすると、ユーザーは [Select Partner]ウィンドウに直接移動します。
ユーザーがドメインにログインしていない場合、ログイン認証のために IDPページにリダイレ
クトされ、SSO資格情報を指定してログインできます。

パートナーダッシュボード：OAuth

[Cloud Apps]の場合、Cisco Spacesダッシュボードが拡張され、[OAuth]設定がより一般的にな
り、顧客が定義したOAuthURLの指定がサポートされるようになりました。[AppTitle]ウィン
ドウで、[OAuthBaseURL]フィールドが 3つの新しいOAuthURLフィールドに置き換えられ、
ログイン、アクセストークン、およびパートナーアプリ情報の URLを個別に指定するように
なりました。以前は、ログイン、アクセストークン、パートナーアプリ情報の URLは、この
ベースURLに基づいて内部的に生成されていました。既存のアプリの場合、3つのURLフィー
ルドは、ベース OAuth URLに基づいて自動的に入力されます。

[OAuth]チェックボックスが選択されている場合、3つの OAuth URLフィールドは必須です。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。
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ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決のバグ

表 47 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

RBAC：特定の場所しかアクセスできない管理ユーザーは、ダッシュボー
ドにログインできない。

CSCvq83680

ロケーション分析：滞留時間の値が小さい場合、滞留時間内訳チャートで

滞留時間範囲 %が重複している。
CSCvp57525

Merakiカメラ：ユーザーは非カメラデバイスもインポートできる。CSCvs79627

ロケーション階層ページでユーザー数が正しく表示されない。CSCvs97445

デフォルトでは、新しく作成されたアカウントの訪問者数と訪問数がデジ

タル化統計に表示される。

CSCvt29202

ユーザーは、総面積単位値を選択せずに総面積値を保存することはできな

い。

CSCvt62394

退席ルールの時間の選択は、各アカウントの業種訪問の終了時間に従って

制限する必要があります。

CSCvt65983

修正されたバグ

表 48 :修正されたバグ

説明CDETS ID番号

デフォルトでは、別のゲートウェイが設定されていても、最初のSMSゲー
トウェイがすべてのルールに表示される。

CSCvs67712

カメラ：merakiカメラページにmeraki認証情報を入力するオプションがな
い。

CSCvs76739
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説明CDETS ID番号

マップからのインポート：Mozillaブラウザでのスクロールの問題により、
すべてのフロアを表示できない。

CSCvs37999

CMXトークンの追加中に、「APIの追加」呼び出しがキャンセルされ、
ページが読み込まれない。

CSCvs67256

SSOが有効なドメインの電子メール IDを使用しているときに、ユーザー
はパートナーダッシュボードにログインできない。

CSCvs90108
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2020年 2月

• Cisco Spacesの概要（175ページ）
•新機能：2020年 2月（176ページ）
•機能強化：2020年 2月（176ページ）
• Cisco Spacesランタイム（177ページ）
•不具合（177ページ）

Cisco Spacesの概要
Cisco Spacesは、既存のWi-Fiインフラストラクチャを活用して実用的な情報を提供し、ビジ
ネスの成果を促進するロケーションプラットフォームです。物理的なビジネス拠点で訪問者と

つながり、連携できるようにするマルチチャネルエンゲージメントプラットフォームです。

小売、製造、サービス業、医療、教育、金融など、さまざまな業種のビジネスを対象としてい

ます。Cisco Spacesは、施設内の資産を監視および管理するためのソリューションも提供しま
す。Cisco Spacesは、これらの情報を実行に移すためのさまざまなツールキット、アプリ、お
よびAPIを提供します。さらに、Cisco SpacesCisco Spacesはパートナープログラムを通じて、
さまざまな業界向けのさまざまなアプリを提供しています。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

•パートナーダッシュボードでは、BLEデバイスの更新を受信するための新しいイベント
[BLE Update]が追加されています。

• Instagramによるキャプティブポータル認証に対応しています。

•異なる色とフォントでコンテンツを表示するように [Access Code]ウィンドウを拡張しま
した。

•アクセスコードを PDFとしてエクスポートできるようになりました。

•期限切れのアクセスコードを含む複数のアクセスコードを同時に削除できるようになりま
した。

•期限切れのアクセスコードの総数を表示するようにプロビジョニングしました。
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•特定の月のすべてのロケーションの統合レポートを表示するため、行動メトリクス小売業
分野の新しいチャート、[Retail Experience Grid]を提供するようになりました。

•ネットワークトポロジ APIを拡張して、Cisco DNA Centerを使用して作成されたネット
ワーク階層にフロア番号のサポートを提供します。

新機能：2020年 2月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

パートナーダッシュボード

BLEデバイスの更新を受信するために、新しいイベント [BLE Update]がパートナーダッシュ
ボードの [Events]タブに追加されます。このイベントは、BLEデバイスからのテレメトリの更
新があるときにトリガーされます。

機能強化：2020年 2月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに次の変更が加えられました。

アクセスコードマネージャ

キャプティブポータルアプリの [Access Code]オプションに次の変更が加えられました。

•アクセスコードウィンドウは、テキストを異なる色とフォントで表示するように拡張され
ています。

•複数のアクセスコードを同時に削除できるようになりました。アクセスコードごとにチェッ
クボックスが表示され、一度に複数のアクセスコードを選択して同時に削除することがで

きます。また、期限切れのアクセスコードを削除することもできるようになりました。

•アクセスコードを PDF形式でエクスポートできるようになりました。[Access Code]ウィ
ンドウの右端に表示される [Export]メニューの下に、新しいオプション [Export as PDF]が
表示されます。

•有効期限が切れたアクセスコードの総数が、[AccessCode]ウィンドウの上部に表示される
ようになりました。
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行動メトリクス

新しいグラフ [Retail Experience Grid]が、[Retail]の行動メトリクスレポートで利用できるよう
になりました。このグラフは、すべてのロケーションからの月全体の滞在時間と訪問頻度を統

合したレポートを示しています。グラフは、ルートロケーションとグループロケーションにつ

いてのみ表示されます。滞在時間は X軸に表示され、訪問頻度は Y軸に表示されます。

パートナーアプリ：ネットワークトポロジ API

ネットワークトポロジAPIが拡張され、Cisco DNA Centerを使用して作成されたネットワーク
階層にフロア番号のサポートを提供します。ネットワーク階層を作成する場合、Cisco DNA
Centerはフロア番号をサポートしません。これは Network Topology APIに影響を与え、フロア
番号はすべてのフロアに対して1として返されます。これを解決するために、NetworkTopology
APIは、ロケーション階層で設定されたメタデータを使用してフロア番号を上書きするように
なりました。

Cisco Spacesランタイム
Cisco Spacesランタイムに、次の新機能が追加されました。

Instagramによるキャプティブポータル認証

Cisco Spacesは、キャプティブポータルの認証オプションとして Instagramをサポートするよう
になりました。顧客獲得時に、顧客は Instagramログイン情報を使用してキャプティブポータ
ル認証を完了することができます。現在、この機能はダッシュボードでサポートされていませ

ん。この機能を利用するには、CiscoSpacesサポートチームに連絡する必要があります。Facebook
開発者アプリを使用して Instagramアプリを作成し、有効なWebサイトの URLを設定する必
要があります。次に、キャプティブポータルアプリの [Settings]> [Social Apps]の下にあるCisco
Spacesダッシュボードで Instagramアプリ IDと秘密キーを設定します。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。
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シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決のバグ

表 49 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

RBAC：特定の場所しかアクセスできない管理ユーザーは、ダッシュボー
ドにログインできない。

CSCvq83680

ロケーション分析：滞留時間の値が小さい場合、滞留時間内訳チャートで

滞留時間範囲 %が重複している。
CSCvp57525

Merakiカメラ：ユーザーは非カメラデバイスもインポートできる。CSCvs79627

カメラ：merakiカメラページにmeraki認証情報を入力するオプションがな
い。

CSCvs76739

SSOが有効なドメインの電子メール IDを使用しているときに、ユーザー
はパートナーダッシュボードにログインできない。

CSCvs90108

ロケーション階層ページでユーザー数が正しく表示されない。CSCvs97445

CMXトークンの追加中に、「APIの追加」呼び出しがキャンセルされ、
ページが読み込まれない。

CSCvs67256

修正されたバグ

表 50 :修正されたバグ

説明CDETS ID番号

ホットスポットで設定されたコネクタが削除されても、関連するホットス

ポットは削除されない。

CSCvs08343

CMXテザリング：フロアが削除されると、フロアアクセスポイントがビ
ルディング（ネットワーク）に移動。

CSCvs69816

キャプティブポータルの編集ページ：電子メール認証モジュールに不要な

「アクセスコード」テキストが表示される。

CSCvs86351
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説明CDETS ID番号

フロアを削除して再度追加すると、フロアマップがロケーション階層に表

示されない。

CSCvs75816
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• Cisco Spacesの概要（181ページ）
•新機能：2020年 1月（182ページ）
•機能強化：2020年 1月（183ページ）
• Cisco Spacesランタイム（184ページ）
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Cisco Spacesの概要
Cisco Spacesは、既存のWi-Fiインフラストラクチャを活用して実用的な情報を提供し、ビジ
ネスの成果を促進するロケーションプラットフォームです。物理的なビジネス拠点で訪問者と

つながり、連携できるようにするマルチチャネルエンゲージメントプラットフォームです。

小売、製造、サービス業、医療、教育、金融など、さまざまな業種のビジネスを対象としてい

ます。Cisco Spacesは、施設内の資産を監視および管理するためのソリューションも提供しま
す。Cisco Spacesは、これらの情報を実行に移すためのさまざまなツールキット、アプリ、お
よび APIを提供します。さらに、Cisco Spacesはパートナープログラムを通じて、さまざまな
業界向けのさまざまなアプリを提供しています。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

• Cisco Spacesコネクタでは Cisco 9800シリーズワイヤレスコントローラに対応するように
なりました。

• Cisco Spacesダッシュボードで、今後の Cisco Edge Device Managerアプリの設定を行うた
めの新しいオプション [View Stream Auth Key]が追加されました。

•キャプティブポータルアプリで、キャプティブポータルの認証タイプとして [AccessCode]
が追加できるようになりました。

•キャプティブポータルアプリ上のデータキャプチャフォームに生年月日が追加できるよう
になりました。

•パートナーアプリでは、Cisco Merakiネットワークの Firehose APIのイベント
[Device_Locate_Update]に新しいパラメータの [uncertainty]が追加されました。
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•パートナーアプリでは、クライアント IPがネットワーク全体で一意の場合に動作するよ
うに Device LookUp APIが機能強化されました。

•サンプルレポートと新しいイベント期間オプションを表示するように Impact Analysisアプ
リを機能強化しました。

•キャプティブポータル（ランタイム）ではアクセスコード認証に対応するようになりまし
た。

新機能：2020年 1月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

Cisco Spacesコネクタに対する Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラのサポート

Cisco Spacesコネクタは、Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラをサポートす
るようになりました。CiscoSpacesダッシュボードを使用して、CiscoSpacesコネクタ用のCisco
Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラを設定できます。Cisco Spacesダッシュボード
で Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラを設定するには、[Setup] > [Wireless
Networks]の下の [Connect via Spaces Connector]ウィジェットで、[Add Controller]ウィンドウの
[Controller Type]ドロップダウンリストで新しいオプション [CatalystWLC]を選択できるように
なりました。

ストリーム認証キーを表示

Cisco Spacesダッシュボードでは、新しいオプション [View Stream Auth Key]オプションを使用
して、APと Cisco Spaces間の BLEおよび ZigBeeデータストリームを次のアプリ [End Device
Manager]で使用できるようになりました。[Connect via Spaces Connector]ウィジェットで [View
Connectors]をクリックすると、コネクタの右端のメニューに [View Stream Auth Key]が表示さ
れます。[End Device Manager]は開発中であり、現在利用できないため、この機能へのアクセ
スは制限されています。

キャプティブポータル

キャプティブポータルアプリで [CreateNew]をクリックすると表示されるキャプティブポータ
ルウィザードに次の変更が加えられました。

• [Authentication]ウィンドウの [SELECT THE AUTHENTICATION TYPE]ドロップダウンリ
ストで、[AccessCode]を使用したキャプティブポータルの認証をサポートする新しいオプ
ションの [Access Code]が利用できるようになりました。アクセスコード認証は [Inline
authentication]をサポートしており、ユーザーはメッセージの受信を選択できます。

• [Data Capture]ウィンドウの [Add Field Element]で、新しいオプション [Date of Birth]を使
用して、[Data Capture]フォームに [Date of Birth]フィールドを含めることができるように
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なりました。[Date of Birth]フィールドを追加すると、[User Agreements]ウィンドウの
[Enable Age Gating] エリアで [Moderate]オプションを選択できなくなります。

パートナーアプリ

• [FireHose API]：[DEVICE_LOCATION_UPDATE]イベントの場合、イベントの一部である
[unc]値をキャプチャするための新しいパラメータ [uncertainty]が追加されました。この拡
張機能は Cisco Meraki向けです。[unc]値は、Meraki APからのデバイスの距離を示しま
す。この値は平方フィートに変換され、変換された値は [uncertainty]パラメータとして渡
されます。また、[AP Topology]イベントが拡張され、APのないフロアがエラートポロジ
リストに表示されるようになりました。

• [Device Lookup API]：Device LookUp APIが拡張され、clientIPがネットワーク全体で一意
の場合に機能するようになりました。このような場合、顧客はリクエストで remoteIPを指
定する必要も、メタデータでネットワークの remoteIPを設定する必要もありません。Device
LookUPは、提供された {remoteIP + clientIP}に関連付けられたデバイスが見つからない場
合にも、clientIP固有の LookUpにフォールバックします。

機能強化：2020年 1月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに次の変更が加えられました。

影響分析

Impact Analysisアプリに次の変更が加えられました

• [Measure Impact]ウィンドウで、[Choose the event period that you like to measure]領域から
[Same Period Last Year]オプションが削除されました。また、[Daily Average during Past 365
days]オプションの名前を [Period DURING Event]に変更しました。

•エリアを測定するイベント期間を選択する場合、 [Choose the event period that you like to
measure]に新しいオプション [Period AFTER Event]が追加されました。このオプションを
使用すると、イベント期間として日付範囲を指定できます。このオプションの場合、[Impact
Analysis]レポートは、「日付範囲が指定される前の同じ期間のデータ」と「日付範囲が指
定された後の同じ期間のデータ」を比較するグラフを表示します。たとえば、日付範囲を

2020年 1月 1日から 2020年 1月 10日（10日間）に指定する場合、[Impact Analysis]レ
ポートには、2019年 12月 22日から 2019年 12月 31日までの期間（10日）のデータと
2020年 1月 10日から 2020年 1月 19日までの期間（10日）のデータを含む棒グラフが表
示されます。ロケーションの合計数もグラフの下部に表示されます。

•イベントがない場合、または特定の Cisco Spacesアカウントのデータがない場合は、サン
プルレポートが表示されます。データが存在する場合は、[Create an Event]ボタンが表示
されます。イベントに指定された日付範囲のデータがない場合は、「選択した期間のデー
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タがありません」というメッセージが表示されます。将来の日付でイベントを作成する

と、「このイベントはまだ完了していません」というメッセージが表示されます。

•複数のイベントを一度に削除できるようになりました。複数のイベントを選択すると、
ウィンドウの下部に [Delete]ボタンが表示されます。

Cisco Spacesランタイム
Cisco Spacesランタイムに次の変更が加えられました。

アクセスコードベースの認証サポート

電子メール、SMS、およびソーシャル認証に加えて、CiscoSpacesランタイムは、アクセスコー
ドを使用したキャプティブポータルの認証をサポートするようになりました。キャプティブ

ポータルがアクセスコード認証で設定されている場合、ユーザーはアクセスコードを入力する

ように UIでプロンプトされます。有効なアクセスコードを入力すると、ユーザーにインター
ネットが提供されます。

キャプティブポータルアプリのメニューにある [Access Code]を使用して、アクセスコードを
生成し、ユーザーと共有できます。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。
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未解決のバグ

表 51 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

RBAC：特定のロケーションにアクセスできる管理ユーザーは、ダッシュ
ボードにログインできない。

CSCvq83680

ロケーション分析：滞留時間の値が小さい場合、滞留時間内訳チャートで

滞留時間範囲 %が重複している
CSCvp57525

ホットスポットで設定されたコネクタが削除されても、関連するホットス

ポットは削除されない。

CSCvs08343

SSOユーザー（A単独）：重複した「キャプティブポータル」アプリがア
プリのドロップダウンボタンに表示される。

CSCvs15189

Map：フロアを再度削除および追加すると、マップはロケーション階層に
インポートされない。

CSCvs75816

MapService：他の顧客のマップサービスに反映された最後のログインアカ
ウント mapservicesデータ。

CSCvs48740

Merakiカメラ：ユーザーは非カメラデバイスもインポートできる。CSCvs79627

カメラ：MerakiカメラページでMeraki認証情報を提供できない。CSCvs76739

SSOが有効なドメインの電子メール IDを使用しているときに、ユーザー
はパートナーダッシュボードにログインできない。

CSCvs90108

SSO：SSOユーザーがパスワードをリセットしようとした場合、適切なエ
ラーメッセージが表示されない。

CSCvs34730

修正されたバグ

表 52 :修正されたバグ

説明CDETS ID番号

SSO：ダッシュボードアカウント選択ページにログインできないCSCvs34747

SSO：SSOリリースの一環として、任意の電子メールアドレスの自動有効
化が行われる

CSCvs34610

招待の再送信機能は、SSOユーザーのライブから削除された。CSCvs15469
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説明CDETS ID番号

Merakiカメラ：APを含むカメラの詳細は、ロケーションの詳細ページに
表示されない。

CSCvs25540
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Cisco Spacesの概要
Cisco Spacesは、既存のWi-Fiインフラストラクチャを活用して実用的な情報を提供し、ビジ
ネスの成果を促進するロケーションプラットフォームです。物理的なビジネス拠点で訪問者と

つながり、連携できるようにするマルチチャネルエンゲージメントプラットフォームです。

小売、製造、サービス業、医療、教育、金融など、さまざまな業種のビジネスを対象としてい

ます。Cisco Spacesは、施設内の資産を監視および管理するためのソリューションも提供しま
す。Cisco Spacesは、これらの情報を実行に移すためのさまざまなツールキット、アプリ、お
よび APIを提供します。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

• Cisco Spacesのシングルサインオン（SSO）。

• OpenRoamingアプリの場合、Cisco SpacesダッシュボードからCisco Spacesコネクタのホッ
トスポットを追加できるようになりました。

• Cisco Spacesダッシュボードで OpenRoamingアプリに必要なワイヤレスコントローラ設定
を表示できるようにプロビジョニングしました。

• Cisco Spacesパートナーダッシュボードで、アプリごとに発生したアクティベーションの
総数を表示できるようにプロビジョニングしました。

•パートナーにリアルタイムのアプリアクティベーションエクスペリエンスを提供するた
めに、Cisco Spacesパートナーダッシュボードの App Activationウィザードが Cisco Spaces
と同じになるように更新されました。

• Cisco Merakiのカメラを Cisco Spacesと同期するようにネットワーク同期サーバーを強化
しました。
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• Cisco Spacesパートナー管理ダッシュボードを介してパートナーアプリのステータスを追
加し、それによって Cisco Spacesに表示されるパートナーアプリを制御します。

新機能：2019年 12月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

SSOサポートのためのログインウィンドウの変更

Cisco Spacesはシングルサインオン（SSO）をサポートするようになり、ユーザーは SSOログ
イン情報を使用して Cisco Spacesにログインできるようになりました。たとえば、シスコのド
メインで SSOが有効になっている場合、Cisco Spacesアカウントを持つシスコの従業員は、シ
スコの電子メールアドレスとパスワードを使用して Cisco Spacesにアクセスできます。シスコ
の従業員が特定のWebサイトまたはアプリケーションからシスコドメインにすでにログイン
している場合、そのシスコの従業員は、シスコの電子メールアドレスを指定するだけで Cisco
Spacesにアクセスできます。

Cisco Spacesの SSOログインをサポートするために、Cisco Spacesのログイン画面が刷新され
ました。これで、[Login]ボタンをクリックすると、電子メール IDフィールドのみが [Log In]
ウィンドウに [Continue]ボタンとともに表示されます。ユーザーがすでにSSOが有効なドメイ
ンにログインしている場合、[Continue]ボタンをクリックすると直接CiscoSpacesダッシュボー
ドに移動します。特定の Cisco Spacesアカウントが複数の顧客名をサポートしている場合は、
[SelectCustomer]ウィンドウが表示されます。ユーザーがドメインにログインしていない場合、
ログイン認証のために IDPページにリダイレクトされ、SSO資格情報を指定してログインでき
ます。

Hotspot OpenRoaming

OpenRoamingアプリでは、次のダッシュボードサポートが追加されています。

• [Add Hotspot for Connector]：Cisco Spacesダッシュボードから Cisco Spacesコネクタのホッ
トスポットを追加できるようになりました。[Setup] > [Wireless Networks]の下の [Connect
via Spaces Connector]ウィジェットでは、新しいオプション [AddOpenRoaming]がステップ
2で利用可能になり、これを使用してホットスポットを設定できます。

• [Controller Configurations]：OpenRoamingアプリを使用するためにワイヤレスコントローラ
で実行する設定が、CiscoSpacesダッシュボードに表示されるようになりました。[Setup]>
[Wireless Networks]の下の [Connect via Spaces Connector]ウィジェットでは、ステップ 2
で新しいオプション [OpenRoaming Controller Configuration]を使用して構成を表示できま
す。Cisco AireOSと Cisco Catalyst 9800シリーズの両方に必要な設定は、個別に表示でき
ます。
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パートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

• [Activation Count for Apps]：パートナーダッシュボードでは、アプリごとに、そのアプリ
で発生したアクティベーションの総数が表示されるようになりました。アプリのアクティ

ベーションの数を表示するには、パートナーダッシュボードで、そのアプリの [Activation]
リンクをクリックします。

• [PartnerAppActivationFlow]：パートナーダッシュボードでは、アプリのアクティベーショ
ンフローが Cisco Spacesの場合と同様になりました。したがって、Cisco Spacesダッシュ
ボードとCisco Spacesパートナーダッシュボードに表示されるアプリアクティベーション
ウィザードは同じです。これにより、アプリのテスト中にパートナーにリアルタイムのア

クティベーションエクスペリエンスが提供されます。

ネットワーク同期サーバー

Cisco Spacesネットワーク同期サーバーは、Cisco Meraki Cameraの同期をサポートするように
機能強化されました。CiscoMerakiに追加または削除されたカメラは、CiscoSpacesで自動的に
同期されます。CiscoMerakiフロアに配置されたカメラは、CiscoSpacesのフロアに移動されま
せん。ネットワークのロケーションにのみ保持されます。

機能強化：2019年 12月

Cisco Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに次の変更が加えられました。

パートナー管理ダッシュボード

Cisco Spacesパートナー管理ダッシュボードは、パートナーアプリのステータスを制御するよ
うに機能強化されています。パートナーアプリは、次のいずれかのステータスになります。

• LIVE

• APPROVED

• UNDER-REVIEW-COMING-SOON

• UNDER-REVIEW

• NEW

ステータスが LIVE、APPROVED、または UNDER-REVIEW-COMING-SOONのアプリのみが
Cisco Spacesダッシュボードに表示されます。

アプリのステータスは、Cisco Spacesパートナー管理ダッシュボードを使用して、Cisco Spaces
サポートチームによって設定されます。パートナーは、各アプリに割り当てるステータスを
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Cisco Spacesサポートチームに通知し、ステータスの変更が必要になったときに更新する必要
があります。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決のバグ

表 53 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

RBAC：特定の場所にアクセスできる管理ユーザーは、ダッシュボードに
ログインできない。

CSCvq83680

Right Now：ロケーション階層を変更すると、既存の関連するカウンタが
クリアされない。

CSCvq24076

ロケーション分析：滞留時間の値が小さい場合、滞留時間内訳チャートで

滞留時間範囲 %が重複している
CSCvp57525

SSO：ダッシュボードアカウント選択ページにログインできないCSCvs34747

SSO：SSOユーザーがパスワードをリセットしようとした場合、適切なエ
ラーメッセージが表示されない

CSCvs34730
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説明CDETS ID番号

SSO：SSOリリースの一環として、任意の電子メールアドレスの自動有効
化が行われる

CSCvs34610

招待の再送信機能は、SSOユーザーのライブから削除された。CSCvs15469

SSO：いったん追加されたホットスポットは削除できないか、コネクタが
削除されても削除されない。

CSCvs08343

SSOユーザー（A単独）：重複した「キャプティブポータル」アプリがア
プリのドロップダウンボタンに表示される。

CSCvs15189

Merakiカメラ：APを含むカメラの詳細は、ロケーションの詳細ページに
表示されない。

CSCvs25540

修正されたバグ

表 54 :修正されたバグ

説明CDETS ID番号

現在のセッションが見つかりません。ライブダッシュボードに表示される

エラーを再度ログインしてください。

CSCvs10018

MerakiAPIキー：Merakiの認証後、ワイヤレスネットワークのステータス
が接続済みとして表示されなかった。

CSCvs05071

エンゲージメントルールリンクテンプレートは、リンクに対して利用可

能な検証がない。プレーンテキストも受け入れる。

CSCvr99306

既存のポータル名のエラーメッセージを使用してポータル名の名前を変更

することは正しくない。

CSCvr99286

CMXテザリング：1つのフロアのみが追加され、残りはすべてクリアさ
れ、インポートされない。

CSCvr93655

アクティベーション中に間違ったパスワードを入力すると、アクティベー

ションページがロードされ続ける。

CSCvr89015

すべてのロケーション：同じ拠点の名前を変更しても、検証メッセージは

表示されない。

CSCvr88647

名前変更テキストボックスに表示されている htmlタグを検索して名前を
変更する。

CSCvr88600

Forgot：ユーザーがキャメルケースでメール IDを提供した場合、ユーザー
はパスワードをリセットできない。

CSCvs36774
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説明CDETS ID番号

SSID：ネットワーク名がスペースで始まる場合、Merakiの SSIDを削除で
きない。

CSCvs17068

[captive portal]タイルをクリックすると、ポータルリストページのロード
中に数秒間空白のページが表示された。

CSCvr95954
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• Cisco Spacesの概要（195ページ）
•新機能：2019年 11月（196ページ）
•機能強化：2019年 11月（198ページ）
•不具合（199ページ）

Cisco Spacesの概要
Cisco Spacesは、既存のWi-Fiインフラストラクチャを活用して実用的な情報を提供し、ビジ
ネスの成果を促進するロケーションプラットフォームです。物理的なビジネス拠点で訪問者と

つながり、連携できるようにするマルチチャネルエンゲージメントプラットフォームです。

小売、製造、サービス業、医療、教育、金融など、さまざまな業種のビジネスを対象としてい

ます。Cisco Spacesは、施設内の資産を監視および管理するためのソリューションも提供しま
す。Cisco Spacesは、これらの情報を実行に移すためのさまざまなツールキット、アプリ、お
よび APIを提供します。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

•分析の前後に基づいてイベントの影響を測定する新しいアプリの [Impact Analysis]。

• [Monitoring & Support]セクションに、すべてのパートナーアプリの正常性と稼働時間が表
示されるようになりました。

•パートナーダッシュボードが拡張され、アクティベーションウィザードの最初のウィンド
ウとして [Sign up and Onboarding]ウィンドウが表示されるようになりました。

•アクティベーションウィザードからアプリの利用規約をダウンロードするようにプロビ
ジョニングしました。

•パートナーダッシュボードに 2つの新しい Firehose APIイベントを追加し、2つの既存の
イベントを廃止しました。

•サインアップ URLを追加するためのパートナーダッシュボードの新しいテキストフィー
ルドが追加されました。
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•パートナーダッシュボードにパートナーのアプリアクティベーションの総数が表示される
ようになりました。

• MerakiAPIキーを使用して接続した場合、Merakiフロアのネットワーク同期サポートが提
供されるようになりました。

•行動メトリクスでは、「ロケーション」と「訪問者」を表示する代わりに、副業種固有の
用語が表示されるようになりました。

• [Trigger API]の [Engagement Rule]にカスタム変数を追加するサポートを有効にしました。

•パートナーダッシュボードで、OAuthベース URLフィールドの検証を有効にし、URLに
httpsプロトコルのみを含めるように注記を追加しました。

新機能：2019年 11月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

影響分析

新しいアプリ [ImpactAnalysis]をCisco Spacesダッシュボードで利用できるようになりました。
影響分析は、行ったアクションの効果を分析の前後に基づいて測定する方法です。ビジネス拠

点に対するイベントや変更が行動メトリクスに与える影響を確認できます。

これは、特定の期間中のロケーションの指標を分析し、過去365日間の日次平均または前年と
同じ期間と比較するのに役立ちます。このアプリは、SEE、ACT、およびExtendライセンスタ
イプで利用できます。

特定の期間のイベントを作成し、イベント期間中のメトリクスを次のメトリクスと比較できま

す。

•過去 365日間の 1日の平均

•昨年の同時期。

次の指標を比較できます。

•滞在時間

•訪問回数

レポートに比較レポートが表示されます。レポートには次のデータが含まれます。

•訪問時間への影響：イベントの平均訪問時間と、選択した時間枠の平均訪問時間を分単位
で示す棒グラフを表示します。
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• [Impact onVisitCount]：イベントの平均訪問回数と、選択した時間枠の平均訪問回数をパー
センテージで示す棒グラフを表示します。

たとえば、[From]を 2019年 10月 1日、[To]を 2019年 10月 10日、ビジネス拠点を Bとして
イベントを定義できます。比較するには、[Same period last year]を選択します。2019年 10月
1日と 10日のロケーション Bでのパフォーマンスと、2018年 10月 1日と 10日のロケーショ
ン Bでのパフォーマンスを示すレポートを取得します。

モニタリングとサポート

[Monitoring & Support]セクションには、顧客がアクティブ化したパートナーアプリの状態が表
示されるようになりました。[Monitoring]タブの新しいセクションで、顧客がアクティブ化し
たすべてのアプリの稼働時間と正常性ステータスを表示する [Partner Apps]を使用できるよう
になりました。パートナーアプリのステータス概要は、[Summary]セクションに表示されま
す。

アプリのアクティベーションフロー

パートナーアプリの場合、[App Activation]ウィザードの最初のウィンドウが [Sign up and
Onboarding]になります。

[Sign up and Onboarding]ウィンドウで、「<partner name>のアカウントを持っていません」を
選択した場合、アカウントにサインアップしたい」というメッセージが表示されると、ウィン

ドウに [Sign Up]ボタンが表示されます。[Sign Up]ボタンは、パートナーダッシュボードでア
プリ用に設定されたサインアップ URLにリダイレクトされます。[Sign Up]ボタンは、パート
ナーがパートナーダッシュボードの [App Title]タブで [Sign Up URL]フィールドを構成してい
る場合にのみ表示されます。

アプリのアクティベーション条件

パートナーアプリの場合、アクティベーションウィザードの [Accept Terms & Conditions]ウィ
ンドウに、利用規約をダウンロードするためのリンクが表示されます。利用規約をテキスト形

式でダウンロードできます。

パートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

• [Event Types]：2つの新しい Fire Hose APIイベント、[Device Presence]と [User Presence]が
パートナーアプリ用に新たに追加されました。[Device Active]および [Device Passive]イベ
ントは廃止されました。

• [Sign Up URL]フィールド：アプリの [App Title]タブに新しいフィールド [Sign Up URL]が
追加され、アクティベーション中に [Sign Up]ボタンをクリックした後に顧客がリダイレ
クトされる URLを指定します。

• [Total Count of Activated Apps]：パートナーがパートナーダッシュボードにログインする
と、特定のパートナーのすべてのアプリで発生したアクティブ化の総数がダッシュボード

の右上に表示されます。
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ネットワーク同期サーバー

Cisco SpacesがMeraki APIキーを使用してMerakiネットワークに接続されている場合、ネット
ワーク同期サーバーは、Merakiフロアの同期をサポートするようになりました。したがって、
フロアはロケーション階層にインポートされ、ネットワーク同期サーバーによってCiscoMeraki
と同期されます。以前は、Meraki APIキーを使用して接続すると、フロアがインポートされ
ず、同期が行われませんでした。

機能強化：2019年 11月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに次の変更が加えられました。

行動メトリクス

行動メトリクスレポートでは、小売業の場合、説明に記載されている訪問者とロケーションに

関する用語は、ビジネスの副業種に基づいて変更できます。さまざまなサブカテゴリの推奨テ

キストは、次の表のとおりです。

表 55 :さまざまな副業種のテキスト

デフォル
ト/その
他すべて

自動車
ディー
ラー

金融リ
テール

カジノクラブ博物館ジムレストラ
ン

テキスト

ビジターカスタ

マー

カスタ

マー

ゲーマーメンバービジターメンバーダイナービジター

ロケー

ション

ディー

ラー

支店カジノクラブ博物館ジムレストラ

ン

ロケー

ション

ただし、提案された副業種用語は、リクエストベースでのみ使用されます。この機能を利用し

たい場合は、Cisco SpacesCisco Spacesサポートチームにお問い合わせください。

トリガー APIのカスタム変数サポート

[Engagements]ルールでは、Trigger APIのメソッド、GET、POST FORM、POST BODY、およ
び POST JSONのカスタム変数を定義できるようになりました。メソッドの変数フィールドを
クリックすると、事前定義された変数とともに [CustomVariable]ボタンが表示されます。POST
BODYメソッドの場合、現在、POST BODY DATAフィールドのカスタム変数サポートはあり
ませんが、今後のリリースでサポートされる予定です。一方、URIフィールドにはカスタム変
数のサポートがありません。
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アプリダッシュボード URLの検証

パートナーダッシュボードのアプリの [App Title]タブで、URLに httpsプロトコルのみを含め
るように求めるメモが [OAuthBaseURL]フィールドに追加されます。さらに、パートナーダッ
シュボードは、保存中にこのURLを検証し、検証に失敗した場合、またはURLが安全でない
場合（HTTPS）、エラーメッセージを表示するように拡張されています。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決のバグ

表 56 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

RBAC：特定の場所にアクセスできる管理ユーザーは、ダッシュボードに
ログインできない。

CSCvq83680

Right Now：ロケーション階層を変更すると、既存の関連するカウンタが
クリアされない。

CSCvq24076

ロケーション分析：滞留時間の値が小さい場合、滞留時間内訳チャートで

滞留時間範囲 %が重複している
CSCvp57525

エンゲージメントルールリンクテンプレートは、リンクに対して利用可

能な検証がない。プレーンテキストも受け入れる。

CSCvr99306
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説明CDETS ID番号

既存のポータル名のエラーメッセージを使用してポータル名の名前を変更

することは正しくない。

CSCvr99286

アクティベーション中に間違ったパスワードを入力すると、アクティベー

ションページがロードされ続ける。

CSCvr89015

名前変更テキストボックスに表示されている htmlタグを検索して名前を
変更する。

CSCvr88600

[captive portal]タイルをクリックすると、ポータルリストページのロード
中に数秒間空白のページが表示された。

CSCvr95954

SSID：ネットワーク名がスペースで始まる場合、Merakiの SSIDを削除で
きない。

CSCvs17068

修正されたバグ

表 57 :修正されたバグ

説明CDETS ID番号

Cisco Spacesレポートの日付/日が間違っている。CSCvs06204

RBAC：V3SNMPバージョンを使用してコントローラを作成できない（コ
ントローラの作成に失敗）

CSCvr21932

現在のセッションが見つかりません。ライブダッシュボードに表示される

エラーを再度ログインしてください。

CSCvs10018

MerakiAPIキー：Merakiの認証後、ワイヤレスネットワークのステータス
が接続済みとして表示されなかった。

CSCvs05071

CMXテザリング：1つのフロアのみが追加され、残りはすべてクリアさ
れ、インポートされない

CSCvr93655

すべてのロケーション：同じ拠点の名前を変更しても、検証メッセージは

表示されない。

CSCvr88647

ルール：ユーザーが「インターネットをシームレスにプロビジョニング」

オプションを選択した場合、成功メッセージは表示されない。

CSCvr95920
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• Cisco Spacesの概要（201ページ）
•新機能：2019年 10月（202ページ）
•機能強化：2019年 10月（203ページ）
•不具合（203ページ）

Cisco Spacesの概要
Cisco Spacesは、既存のWi-Fiインフラストラクチャを活用して実用的な情報を提供し、ビジ
ネスの成果を促進するロケーションプラットフォームです。物理的なビジネス拠点で訪問者と

つながり、連携できるようにするマルチチャネルエンゲージメントプラットフォームです。

小売、製造、サービス業、医療、教育、金融など、さまざまな業種のビジネスを対象としてい

ます。Cisco Spacesは、施設内の資産を監視および管理するためのソリューションも提供しま
す。Cisco Spacesは、これらの情報を実行に移すためのさまざまなツールキット、アプリ、お
よび APIを提供します。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

• Cisco Spacesダッシュボードメニューはデフォルトで折りたたまれています。

•ソーシャル認証（ランタイム）を介してのすべての公開ユーザー情報の取得に対応してい
ます。

•行動メトリクスで、ワークスペース分野の指標計算が強化され、より正確な従業員数と訪
問者数が表示されるようになりました。

• Cisco Spacesサポートへのリンクを含む新しいサポートアイコンが Cisco Spacesダッシュ
ボードに追加され、既存のチャットオプションが削除されました。

•パートナーアプリが Cisco Spacesダッシュボードで利用できるようになりました。

•パートナーアプリの [Client ID]フィールドが強化され、パートナーが編集できるようにな
りました。
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Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

ダッシュボード表示の変更

Cisco Spacesダッシュボードは、ユーザーが選択した場合にのみメニューを表示するように変
更されています。ログイン後、ダッシュボードにはデジタル化ステータスとアプリを含む単一

のペインが表示されるようになりました。CiscoSpacesダッシュボードの左上に3行のメニュー
アイコンが表示され、これを使用して Cisco Spacesメニューにアクセスできます。メニュー項
目を選択すると、メニューが非表示になり、選択したメニュー項目に対応するウィンドウのみ

が表示されます。以前は、メニューは常にダッシュボードの左側の別のペインに表示されてい

ました。

パートナーアプリ

Cisco Spacesパートナーダッシュボードと統合されたパートナーアプリは、Cisco Spacesダッ
シュボードで利用できるようになりました。アプリは、[Extend]というタイトルで利用可能な
[Extended Partner Apps]からアクセスできます。アプリは、内部で割り当てられたオーダー ID
に基づいて表示されます。アプリを所有するパートナーの承認を得て、アプリをダウンロード

して使用することができます。

Cisco Spaces Supportアイコン

CiscoSpacesのドキュメントとサポートへのリンクを提供する新しい [CiscoSpacesダッシュボー
ド Support]アイコンが、Cisco Spacesダッシュボードの右上に表示されるようになりました。
このアイコンをクリックすると、次のメニュー項目が表示されます。

• [Help Center]：Cisco Spacesの記事へのリンク。

• [Documentation]：cisco.comの Cisco Spacesドキュメントへのリンク。

• [Support]：CiscoSpacesサポートページへのリンク。このサポートページには、CiscoSpaces
サポートチームに連絡するための電話番号と電子メールアドレスが含まれています。ま

た、TACチケットを提出する規定もあります。

Cisco Spacesダッシュボードの右下に表示されていたチャットアイコンが削除されました。上
記の TACサポートリンクを使用して、Cisco Spacesサポートチームとさらに連絡を取り合うこ
とができます。
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機能強化：2019年 10月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに次の変更が加えられました。

パートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードが拡張され、パートナーが [App Title]タブの [Client ID]
フィールドを編集できるようになりました。以前は編集できず、「DNASpaces」として設定さ
れていました。

行動メトリクス

Workspaces分野の行動メトリクスを計算するアルゴリズムが強化されました。これで、従業
員/ゲストの識別は、ユーザーのデバイスが接続されている SSIDに依存するようになりまし
た。ゲスト SSIDは、Cisco Spacesで設定する必要があります。現在、ゲスト SSIDを設定する
ためのダッシュボードはサポートしていません。ゲスト SSIDの設定については、Cisco Spaces
サポートチームにお問い合わせください。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。
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未解決のバグ

表 58 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

RBAC：V3SNMPバージョンを使用してコントローラを作成できない（コ
ントローラの作成に失敗）

CSCvr21932

RBAC：特定の場所にアクセスできる管理ユーザーは、ダッシュボードに
ログインできない。

CSCvq83680

Right Now：ロケーション階層を変更すると、既存の関連するカウンタが
クリアされない。

CSCvq24076

ロケーション分析：滞留時間の値が小さい場合、滞留時間内訳チャートで

滞留時間範囲 %が重複している
CSCvp57525

修正されたバグ

表 59 :修正されたバグ

説明CDETS ID番号

Generic - CMX Manual Upload：ユーザーはサンプル curlコマンドでMSE
テキストを表示できる

CSCvr70362

一般的な問題：ユーザーはロケーション階層ページのテキストをコピーで

きない

CSCvr70310

RBAC：ACMユーザーにログインすると、最初に CPにリダイレクトさ
れ、次に ACMページが表示される

CSCvq41890

RBAC：トークンの有効期限が切れている場合、アクティベーションリン
クをクリックすると、「ユーザーをアクティベートできませんでした」が

スローされる。

CSCvq79930

ポータル：アセットを含むポータルをコピーすると、新しく作成された

ポータルにアセットが追加されない。

CSCvq99869

セットアップページ：読み取り専用ユーザーは、Edgeブラウザで Spaces
コネクタの新しいトークンを作成できる

CSCvr31508

セットアップウィジェットインポートコントローラの数が Spacesコネク
タに対して正しくない。

CSCvp96608

LIVE：Webexチームの URLオプションとエンゲージメントルールのメー
ルオプションを取得できない

CSCvq31873
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説明CDETS ID番号

データキャプチャ：携帯電話番号のデフォルトの国コードドロップダウン

に別の国名が表示される

CSCvr48736

広告ブロッカーが有効になっていると、ダッシュボードを起動できない。CSCvq83686

ダッシュボードにログインできず、タイプエラーがスローされ、大文字は

機能していない。

CSCvr12826
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2019年 9月

• Cisco Spacesの概要（207ページ）
•新機能：2019年 9月（208ページ）
•機能強化：2019年 9月（209ページ）
•不具合（209ページ）

Cisco Spacesの概要
CiscoSpacesは、物理的なビジネス拠点で訪問者とつながり、連携できるようにするマルチチャ
ネルエンゲージメントプラットフォームです。小売、製造、サービス業、医療、教育、金融

など、さまざまな業種のビジネスを対象としています。Cisco Spacesは、施設内の資産を監視
および管理するためのソリューションも提供します。Cisco Spacesは、これらの情報を実行に
移すためのさまざまなツールキット、アプリ、および APIを提供します。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

• Merakiサービスアカウントを使用したMerakiネットワーク同期のサポート。

•モバイルユーザーがWi-Fiおよびモバイルネットワーク間で自動的かつシームレスにロー
ミングできるようにする OpenRoamingアプリ。

•ブラジルの場合、データキャプチャフォームに入力された電話番号の市外局番検証、およ
びソフトまたはハード SMS認証（ランタイム）に指定された電話番号。

• [DataCapture]フォーム（ランタイム）の [CPF]フィールドに入力された数値を自動フォー
マットできるようにするためのプロビジョニング。

•エンタープライズキャプティブポータル（ランタイム）でのデータキャプチャのサポー
ト。
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Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

Merakiのサービスアカウントワークフロー

組織、ネットワーク、APなどのMerakiネットワークの詳細は、Merakiサービスアカウントを
使用してCisco Spacesに取得されます。以前は、Merakiの顧客アカウントは、Merakiの詳細の
取得と、その後のネットワーク同期に使用されていました。

このサポートを利用するには、Cisco Merakiネットワークを使用しているお客様は、Merakiカ
スタマーアカウントからMerakiサービスアカウントを招待する必要があります。フィルタ処
理された組織の Cisco Merakiダッシュボードにある [Organization] > [Administrators] > [Add
Admin]オプションを使用して、Merakiサービスアカウントを招待できます。Merakiサービス
アカウントの電子メール IDについては、Cisco Spacesサポートチームにお問い合わせくださ
い。

ただし、Cisco Spacesを Cisco Merakiに接続するには、引き続きMerakiカスタマーアカウント
を使用する必要があります。お客様のMerakiアカウントは、ユーザーがアクセス可能なロケー
ション階層にネットワークをインポートするために使用されます。サービスアカウントは、ロ

ケーション階層を最新の状態に保つためのバックグラウンドネットワーク同期に使用されま

す。

OpenRoamingアプリ

OpenRoamingアプリを選択したお客様は、OpenRoamingアプリを利用できるようになりまし
た。

OpenRoamingアプリを使用すると、モバイルユーザーがWi-Fiおよびモバイルネットワーク間
で自動的かつシームレスにローミングできるようになります。IDプロバイダー（IDP）は、顧
客が定義した統合メカニズムを通じてWi-Fiユーザーを識別および認証し、ユーザーのプロ
ファイルの詳細を Cisco Spaces OpenRoamingプラットフォームと共有します。

Openroamingは、Cisco AireOSと Cisco Merakiネットワークの両方をサポートします。両方の
ネットワークで、このアプリを利用するには Cisco Spacesコネクタを使用する必要がありま
す。OpenRoamingを有効にするには、CiscoSpacesサポートチームに連絡する必要があります。

Open Roamingアプリは、収集したデータに基づいてさまざまなレポートを提供します。
OpenRoaming対応ネットワークに接続されているデバイスの総数、インターネットトラフィッ
ク（ネットワークを介して発生したデータ交換）、接続の総数、平均訪問時間、固有のデバイ

スグラフ、IDPごとのデバイス、月間インターネットトラフィック（特定の月のネットワーク
上でのデータ交換)、日次平均訪問時間、および顧客ごとに使用されたデータ（これらは、日
次、週次、月次、またはカスタム期間などの特定の期間でフィルタリングできます）がレポー

トに表示されます。
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機能強化：2019年 9月

Cisco Spacesランタイム
Cisco Spacesランタイムに次の変更が加えられました。

ブラジルの市外局番の検証

ブラジルの電話番号の検証が強化され、市外局番の検証が含まれるようになりました。ダイヤ

ルコード「+55」の電話番号の後には、ブラジルの市外局番のいずれかが続く必要があります。
有効な市外局番のみが受け入れられます。たとえば、00は有効な市外局番ではないため、
+5500xxxxxxxは無効です。この検証は、キャプティブポータルの任意のロケーションで取得
された携帯電話番号に適用されます。

CPFフィールドマスキング

[Data Capture]フォームの [CPF]フィールドが拡張され、入力された値が「000.000.000-00」形
式に変換されるようになりました。ユーザーが CPFの数値を入力すると、数値は自動的に
フォーマットされます。したがって、キャプティブポータルのユーザーは、必要な形式を維持

するためにドットやハイフンを手動で追加する必要はありません。

エンタープライズポータルデータ交換

キャプティブポータルランタイムは、エンタープライズキャプティブポータルとCiscoSpaces
間のデータ交換をサポートするようになりました。これにより、顧客は独自のエンタープライ

ズキャプティブポータルを持ち、収集したデータを Cisco Spacesに保存できます。これによ
り、顧客はエンドユーザーにパーソナライズされたエクスペリエンスを提供できます。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。
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シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決のバグ

表 60 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

ダッシュボードにログインできず、タイプエラーがスローされ、大文字は

機能していない

CSCvr12826

LIVE：Webexチームの URLオプションとエンゲージメントルールのメー
ルオプションを取得できない。

CSCvq31873

RBAC：V3SNMPバージョンを使用してコントローラを作成できない（コ
ントローラの作成に失敗）

CSCvr21932

RBAC：特定の場所にアクセスできる管理ユーザーは、ダッシュボードに
ログインできない。

CSCvq83680

広告ブロッカーが有効になっていると、ダッシュボードを起動できない。CSCvq83686

ポータル：アセットを含むポータルをコピーすると、新しく作成された

ポータルにアセットが追加されない。

CSCvq99869

セットアップウィジェットインポートコントローラの数が Spacesコネク
タに対して正しくない。

CSCvp96608

RBAC：トークンの有効期限が切れている場合、アクティベーションリン
クをクリックすると、「ユーザーをアクティベートできませんでした」が

スローされる。

CSCvq79930

RBAC：ACMユーザーにログインすると、最初に CPにリダイレクトさ
れ、次に ACMページが表示される。

CSCvq41890

Right Now：ロケーション階層を変更すると、既存の関連するカウンタが
クリアされない。

CSCvq24076

ロケーション分析：滞留時間の値が小さい場合、滞留時間内訳チャートで

滞留時間範囲 %が重複している
CSCvp57525
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修正されたバグ

表 61 :修正されたバグ

説明CDETS ID番号

基本サブスクリプションアカウントのWLC Directウィジェットのトーク
ンを表示できない。

CSCvr12782

パスワードの有効期限が近づくと、ユーザーはパスワードを変更できなく

なる。

CSCvr22232

コネクタコンテナのアップグレードは、qa-dnaspacesクラウドからは機能
しない。

CSCvq89946

Cisco Spacesクラウドに表示されるコネクタのステータスが、コネクタの
UIステータスと一致しない。

CSCvq99180

APIサーバー：既存のアクティベーションに追加された新しいフロアのイ
ベントの詳細が見当たらない。

CSCvr39336

1つのアプリを編集中に接続が切断され、複数のアプリが同じロケーショ
ンでアクティブになった。

CSCvr46654

訪問開始時に SSID情報を受信せず、後から受信した場合、訪問者数が正
しくない。

CSCvr23534
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2019年 8月

• Cisco Spacesの概要（213ページ）
•新機能：2019年 8月（214ページ）
• Cisco Spacesランタイム（215ページ）
•機能強化：2019年 8月（216ページ）
•不具合（216ページ）

Cisco Spacesの概要
CiscoSpacesは、物理的なビジネス拠点で訪問者とつながり、連携できるようにするマルチチャ
ネルエンゲージメントプラットフォームです。小売、製造、サービス業、医療、教育、金融

など、さまざまな業種のビジネスを対象としています。Cisco Spacesは、施設内の資産を監視
および管理するためのソリューションも提供します。Cisco Spacesは、これらの情報を実行に
移すためのさまざまなツールキット、アプリ、および APIを提供します。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

• Cisco Spacesユーザーアカウントのロールベースのアクセスコントロール。

•エンゲージメントルールの訪問者エンゲージメントレポート。

•新しい Outlookのパートナー APIドキュメント（パートナーダッシュボード）。

•パートナーアプリ（パートナーダッシュボード）のAPIキーを更新するためのプロビジョ
ニング。

• Cisco CMXの AP削除のサポート。

• Merakiの場合、bluetoothデバイスからの位置情報の更新に対応。

•ログ履歴に失敗したログイン試行を表示するための機能強化。

•グラフの精度を最適化するための行動メトリクスレポートの D3フレームワーク。

•データキャプチャフォーム（ランタイム）に生年月日フィールドを含めることが可能に
なった。
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新機能：2019年 8月

Cisco Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

ロールベースアクセスコントロール

Cisco Spacesのユーザーアカウント管理機能が強化され、ロールベースのユーザーアカウント
が提供されるようになりました。このロールベースのアクセス制御機能を使用すると、個々の

アプリへのアクセス権を持つユーザーを招待できるため、さまざまなアプリへのさまざまなア

クセス権を持つユーザーロールを作成できるようになります。たとえば、キャプティブポータ

ルアプリでは読み取りと書き込みのパーミッションを持ち、Operational Insightsアプリでは読
み取り専用のパーミッションを持つユーザーロールを作成できます。Operational InsightsとBLE
Managerアプリで読み取り専用の別のユーザーロールを作成できます。同様に、提供されるさ
まざまなサービスを組み合わせて、必要な数のユーザーロールを作成できます。以前は、Cisco
Spacesは特定の事前定義されたユーザーロールのみを提供し、カスタムユーザーロールを作成
するプロビジョニングはありませんでした。

さらに、キャプティブポータルなどの特定のアプリでは、特定のアプリからユーザーを招待し

て管理できます。キャプティブポータルアプリには、ユーザーを管理するための [User
Management]オプションがあります。キャプティブポータルアプリには、ユーザーロール
[Creative User]と [AccessCodeManager]があります。

Cisco Spacesダッシュボードでは、Cisco Spacesユーザーを招待する [Users]オプションの名前
が [Admin Management]に変更されました。

Cisco Spacesアカウントが作成されると、提供された電子メール IDを持つアカウントに対して
Dashboard Admin Roleユーザーが作成されます。このダッシュボード管理者は、他のユーザー
を Cisco Spacesに招待できます。

Cisco Spacesは、デフォルトのユーザーロールであるDashboardAdminRoleのみを提供します。

• ACTライセンスの場合、デフォルトでは、Dashboard Admin Roleには、サービス、
DNASpaces（ダッシュボードの左ペインのメニュー項目、および行動メトリクス、
OpenRoaming、Location Analytics、エンゲージメント、ロケーションペルソナの各アプリ
を含む）、CaptivePortalsおよびOperationsInsightsへの読み取りおよび書き込みアクセス権
が付与されます。

• SEE（基本）ライセンスの場合、デフォルトでは、DashboardAdminロールではDNASpaces
にしかアクセスできません。

• Dashboard Admin Roleが BLEManagerなどの他のサービス（アプリ）へのアクセスを必要
とする場合は、Cisco Spacesサポートチームに連絡する必要があります。
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エンゲージメントルール：訪問者のエンゲージメントレポート

新しいレポート、[VisitorEngagement]は、エンゲージメントアプリで利用できるようになりま
した。訪問者エンゲージメントレポートには、設定したエンゲージメントルールに基づいて、

訪問者とのエンゲージメントの詳細が表示されます。[Engagement]ウィンドウで 3本の平行線
アイコンをクリックすると表示されるメニューで、新しいオプションの [VisitorEngagement]が
利用できるようになりました。

パートナーダッシュボード

パートナーダッシュボードで、[API Documentaion]をクリックすると表示されるオンラインヘ
ルプが改良され、別の外観で表示されるようになりました。新しいオンラインヘルプはXMART
によって機能強化されています。

CiscoSpacesパートナーダッシュボードと統合されているパートナーアプリの場合、CiscoSpaces
を特定のアプリに接続するためのAPIキーを更新できるようになりました。APIキーを定義し
てから90日後に、APIキーの更新を推奨するメッセージが表示されます。ただし、APIキーの
更新はオプションです。APIキーにカーソルを合わせると、新しい [Renew]ボタンが表示され
るようになりました。Sandbox、Pre Production、Production環境で個別にAPIキーを更新できま
す。

Network Syncサーバー：AP削除のサポート

ネットワーク同期サーバーでは、Cisco CMXから削除された APの削除をサポートするように
なりました。以前は、そのような APはバックエンドから手動で削除する必要がありました。

Bluetoothデバイスからの位置情報の更新（Meraki）

Merakiネットワークの場合、Cisco Spacesは、Bluetoothデバイスからの位置更新の受信をサ
ポートするようになりました。Bluetoothデバイスからの位置の更新は、行動メトリクスレポー
トに反映されます。

Cisco Spacesランタイム
Cisco Spacesランタイムに、次の新機能が追加されました。

データ収集フォーム

キャプティブポータルの [Data Capture]フォームで、生年月日フィールドの追加がサポートさ
れるようになりました。GDPRを有効にしている場合、[DataCapture]フォームに [Date ofBirth]
フィールドを含めることはできません。生年月日は、[Enable Age Gating]または [Date of Birth]
フィールドのいずれかから実行時にキャプチャされます。現在、このフィールドはダッシュ

ボードでサポートされていません。データキャプチャフォームに [Date of Birth]フィールドを
追加する場合は、Cisco Spacesサポートチームに連絡する必要があります。

また、[GDPR-Age Gating]および [Strict]モードでは、年齢を選択するためのドロップダウンリ
ストが Date Pickerに置き換えられました。
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機能強化：2019年 8月

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに次の変更が加えられました。

ログ履歴拡張

[ViewHistory]リンクをクリックすると表示されるログ履歴が拡張され、特定のCisco Spacesア
カウントへの失敗したログイン試行が表示されるようになりました。以前は、成功したログイ

ンのみがログに記録されていました。

行動メトリクス

D3 Frameworkは、行動メトリクスチャートで実装されています。以前は、JQwidgetは行動メ
トリクスチャートで使用されていました。この機能強化により、ギャップのないより正確な

チャートを表示できるようになりました。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。
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未解決のバグ

表 62 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

ダッシュボードにログインできず、タイプエラーがスローされ、大文字は

機能していない

CSCvr12826

LIVE：Webexチームの URLオプションとエンゲージメントルールのメー
ルオプションを取得できない

CSCvq31873

RBAC：V3SNMPバージョンを使用してコントローラを作成できない（コ
ントローラの作成に失敗）

CSCvr21932

RBAC：特定の場所にアクセスできる管理ユーザーは、ダッシュボードに
ログインできない。

CSCvq83680

広告ブロッカーが有効になっていると、ダッシュボードを起動できない。CSCvq83686

パスワードの有効期限が近づくと、ユーザーはパスワードを変更できなく

なる

CSCvr22232

ポータル：アセットを含むポータルをコピーすると、新しく作成された

ポータルにアセットが追加されない。

CSCvq99869

セットアップウィジェットインポートコントローラの数が Spacesコネク
タに対して正しくない。

CSCvp96608

コントローラのバージョンは、WLCで設定された実際のバージョンから
変更される。

CSCvq09339

RBAC：ライセンスタイプのロゴはクリック可能ですが、クリックしても
何も起こらない。

CSCvq79945

RBAC：トークンの有効期限が切れている場合、アクティベーションリン
クをクリックすると、「ユーザーをアクティベートできませんでした」が

スローされる。

CSCvq79930

RBAC：ACMユーザーにログインすると、最初に CPにリダイレクトさ
れ、次に ACMページが表示される。

CSCvq41890

Right Now：ロケーション階層を変更すると、既存の関連するカウンタが
クリアされない。

CSCvq24076

ロケーション分析：滞留時間の値が小さい場合、滞留時間内訳チャートで

滞留時間範囲 %が重複している
CSCvp57525
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説明CDETS ID番号

訪問開始時に SSID情報を受信せず、後から受信した場合、訪問者数が正
しくない。

CSCvr23534

修正されたバグ

表 63 :修正されたバグ

説明CDETS ID番号

小売業：散布図にカーソルを置くと、ツールチップに複数のポインターが

あった。

CSCvp46851

基本サブスクリプションアカウントのWLC Directウィジェットのトーク
ンを表示できない。

CSCvr12782
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第 47 章

2019年 7月

• Cisco Spacesの概要（219ページ）
•新機能：7月 19日（221ページ）
•機能強化：7月 19日（222ページ）
•不具合（223ページ）

Cisco Spacesの概要
CiscoSpacesは、既存のワイヤレスや IoT（BLE）インフラストラクチャを活用して、実用的な
情報を提供し、Spaceに組み込まれたアプリケーションでビジネスの成果を推進する強力なロ
ケーションサービスプラットフォームです。

Cisco Spacesからの情報には次が含まれます。

• Location Analyticsは、時間や位置によるロケーションデータの多角的な分析を行い、ネッ
トワークに接続しているユーザーの行動をより詳細に可視化する機能を提供します。

• Right Nowレポートは、物理的スペース内のリアルタイムの訪問者数（Wi-Fiに接続され
ているデバイスで識別）、およびこの数を履歴平均と比較する方法を提供します。Right
Nowレポートでは、使用されている認証方法に基づいて、1人のユーザーに属する複数の
デバイスを検出し、それらのデバイスを 1人の訪問者としてカウントできます。

• Business Insightsは、人々がお客様の物理拠点に訪れる頻度と、お客様の事業所に滞在する
時間を測定する機能を提供します。このデータは、すべてのロケーションにわたり、月単

位で比較評価されます。また、ロケーションのパフォーマンスを経時的、グループ別、ま

たは業界別に比較評価する機能も用意されています。

• Impact Analysisは、現地イベント、キャンペーン、およびレイアウトの変更が行動に及ぼ
す影響を測定する機能を提供します。ツールを使用してイベントを作成し、費やした時間

と頻度への影響の前、後、および最中などの特定のタイムラインに基づいて、このイベン

トの影響を測定するのは簡単です。

CiscoSpacesアプリケーションには、キャプティブポータル、ロケーションペルソナ、エンゲー
ジメントなどのカスタマーエクスペリエンス管理アプリが含まれており、物理的な場所にいる

顧客とリアルタイムでつながることができます。追加のアプリケーションには、アセットト
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ラッキングアプリ、IoTサービス（Bluetooth Low Energy（BLE））を管理および設定するため
のサービスマネージャ、およびこのデータを抽出して関連付けるか、他のエンタープライズシ

ステムに統合する場合のオープン APIフレームワークも含まれます。

Cisco Spacesは、さまざまなロケーションベースのテクノロジーやインテリジェンスを通じて
各種のサービスを利用できる単一のダッシュボードインターフェイスを備えています。Cisco
Spacesでは、お客様の物理的なビジネスロケーションへの訪問者とつながり、関係を深めるこ
ともできます。ワークスペース、小売、製造、サービス業、医療、教育、金融など、さまざま

な業種のビジネスを対象としています。Cisco Spacesのアセットトラッキングアプリケーショ
ンは、お客様施設内の資産を監視および管理するためのソリューションを提供します。Cisco
Spacesには、これらの知見をアクションに変えるためのさまざまなツールキット、アプリ、お
よび APIが用意されています。

Cisco Spacesでは、パートナープログラムを通じて、さまざまな業種にわたるさまざまなパー
トナーアプリケーションにアクセスできます。

Cisco Spacesは、Cisco Catalyst、Cisco AireOS、および Cisco Merakiインフラストラクチャと互
換性があります。

上記のサービスに加えて、CiscoSpacesアプリの範囲は、世界的なパンデミックであるCOVID-19
によって生じるビジネス要件を満たすために拡張されました。拡張機能は既存のアプリケー

ションに基づいて構築されており、COVID-19の特定の要件を満たすために新しいアプリケー
ションが追加されています。Impact Analytics、LocationAnalytics、BehaviourMetrics、Right Now
などのアプリの拡張機能を使用すると、ビジネス拠点に及ぼすCOVID-19の影響を分析し、適
切なアクションを実行できます。たとえば、現在の場所のデバイス密度に基づいてルールを作

成し、その場所にいる人の数が特定の数または密度（人/エリア）を超えた場合に自動的に通
知されるようにすることができます。LocationAnalyticsアプリには、エグゼクティブサマリー
レポートを組織内の同僚と共有する機能が追加されました。さらに、個人/グループの場所を
対象としたCOVID-19ベースの傾向分析を行動メトリクスアプリを使用して実行できるように
なり、特定のビジネス拠点を組織全体および特定の業種のビジネス拠点と比較できます。

Cisco Spacesでは、影響を受けるデバイスのロケーション履歴とデバイス近接履歴をすばやく
確認できる新しい Proximity Reportingアプリが追加されました。ユーザー IDまたはMACアド
レスを入力するだけで、過去 14日間の建物内のデバイスの位置と、他のデバイスの近接性に
関するレポートが生成されます。このレポートは、共有機能を使用してエクスポートまたは共

有できます。同様に、検出と位置特定アプリには、デバイスを特定の数にクラスタ化して、

ソーシャルディスタンスのガイドラインに違反している可能性のある領域を確認して報告する

機能が追加されました。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

• Cisco Spacesユーザーのプロファイルの詳細を追加および表示できるようにプロビジョニ
ング。

• Cisco Spacesに新しいライセンスタイプ [Extend]を追加。

•新しいアプリ、Cisco Spaces：シスコのワイヤレスインフラストラクチャを使用して IoT
デバイスを要求、管理、および監視できるようにする IoTサービス。

• [SMS with Link Verification]認証のオプトインサポート。
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•ロケーション名にカーソルを合わせると [MoreActions]メニューが表示されるようにロケー
ション階層を拡張。

•アクセスポイントのコントローラ IPアドレスを表示するようにプロビジョニング。

•非実用的なエントリを避けるために、場所に定義できる総面積の値を制限。

• [SEE]ライセンスの下で検出と位置特定アプリを表示。

•ロールを使用したMapServicesおよびDNASpacesへの独立したアクセス権の提供をサポー
ト。

•パートナーダッシュボードの利用規約を更新。

新機能：7月 19日

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

Cisco CMX-CMXゾーンのサポート

Cisco Spacesダッシュボードでは、[Cisco CMX]に追加された CMXゾーンのインポートをサ
ポートするようになりました。CMXゾーンはフロアの下に追加できます。

CMXゾーンには X、Y座標のみがあり、それらに関連付けられたアクセスポイントはありま
せん。

[Add CMXZone]オプションを使用して、CMXゾーンを手動でインポートできるようになりま
した。

Cisco Spacesダッシュボードの [Location Hierarchy]ウィンドウで、フロアの [More Actions]メ
ニューで新しいオプション [Add CMX Zone]を使用できるようになりました。

Map Services：CMXゾーンのサポート

Cisco Spacesダッシュボードは、[Map Services]の CMXゾーンサポートを提供するようになり
ました。[Setup] > [Map Services]に追加された CMXゾーンは、Cisco Spacesのロケーション階
層にインポートできるようになりました。

CMXゾーンには X、Y座標のみがあり、それらに関連付けられたアクセスポイントはありま
せん。

Cisco Spacesの既存のロケーションについては、この CMXゾーンがサポートされる前に [Map
Services]で CMXゾーンが作成された場合、その CMXゾーンは同期中に自動的にインポート
されません。[Add CMX Zone]オプションを使用して、ロケーション階層に手動で追加する必
要があります。追加すると、この特定の CMXゾーンに対して行われたすべての更新が自動的
に同期されます。この CMXゾーンのサポート後に [Map Services]に追加されたすべての CMX
ゾーンは、Cisco Spacesのロケーション階層に自動的にインポートされます。
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Cisco Spacesダッシュボードの [Location Hierarchy]ウィンドウで、フロアの [More Actions]メ
ニューで新しいオプション [Add CMX Zone]を使用できるようになりました。

WLC Direct ConnectのMap Services

Wireless Controller Cloud Connectを介して接続された Cisco AireOSのお客様は、Cisco Spaces
ダッシュボードの [Setup] > [Map Services]オプションを使用してロケーションをインポートで
きるようになりました。この機能により、Cisco Primeで定義されているのと同じ階層構造
（Campus-Building-Floor）でロケーションをインポートできます。以前は、ワイヤレスクラウ
ドコネクトを介して接続された Cisco AireOSのお客様は、ワイヤレスコントローラの IPとア
クセスポイントのみをロケーションとしてインポートできました。

[MapServices]機能を使用するには、[CMXPrime]から必要なロケーションをダウンロードして
から、それらを [Map Services]オプションにインポートする必要があります。次に、これらの
ロケーションをロケーション階層にインポートできます。この機能をサポートするために、

[Add a Wireless Network]ウィンドウで、[WLC Direct Connect]の 2つの個別のオプションであ
る[Access Point Prefix]と [Map Services]を使用できるようになりました。

Network Syncサーバー：CMXゾーンのサポート

CiscoSpacesネットワーク同期サーバーは、CMXゾーンの同期をサポートするようになりまし
た。このサポートは、[Cisco CMX]および [Map Services]に追加されたCMXゾーンで利用でき
ます。

Network Syncサーバーは、[Cisco CMX]または [Map Services]で行われた変更に基づいて、ロ
ケーション階層内の CMXゾーンを追加、更新、および削除します。

ただし、Cisco Spacesの既存のロケーションについては、この CMXゾーンがサポートされる
前に [Map Services]でCMXゾーンが作成された場合、そのCMXゾーンは同期中に自動的にイ
ンポートされません。[Add CMX Zone]オプションを使用して、ロケーション階層に手動で追
加する必要があります。追加すると、この特定の CMXゾーンに対して行われたすべての更新
が自動的に同期されます。また、以前にバックエンドから追加された CMXゾーンは、[Map
Services]の変更に基づいて更新または削除されます。

機能強化：7月 19日

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに次の変更が加えられました。

ライセンス除外セキュリティアプライアンス

ネットワークの同期中に、CiscoSpacesライセンスのアクセスポイントをカウントするときに、
セキュリティアプライアンスが除外されるようになりました。以前は、セキュリティアプライ

アンスもアクセスポイントと一緒にカウントされていたため、特定のライセンスで許可されて

いるすべてのアクセスポイントを使用することはできませんでした。
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行動メトリクス

[Behavior Metrics]レポートに次の変更が加えられました。

•選択した期間に特定のチャートまたはグラフのデータがない場合、グラフは淡色表示にな
り、「選択した期間に使用できるデータがありません」というラベルがチャートに表示さ

れます。以前は、データが利用できない場合、「レポートデータが利用できません」とい

うラベルが赤で表示されていました。

•サブブランドのデータが定義されていない場合、サブブランドのグラフはレポートで淡色
表示されます。また、「ブランドを作成していません」というラベルがチャートに表示さ

れます。以前は、サブブランドのデータがない場合、「レポートデータが利用できませ

ん」というラベルが赤で表示されていました。

SSID：独立した削除のサポート

Cisco Spacesでは、SSIDがMerakiなどのワイヤレスネットワークから削除されていない場合
でも、SSIDを削除できるようになりました。この機能強化により、ネットワーク同期の遅延
中に不要な SSIDを削除できます。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。
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未解決のバグ

表 64 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

散布図にカーソルを置くと、ツールチップに複数のポインターがあった。CSCvp46851

修正されたバグ

表 65 :修正されたバグ

説明CDETS ID番号

同じ名前の APが 2つある場合、1つの AP Macのみを提供する
LocationDistribution API応答。

CSCvp28767

累積統計：ロケーション数と AP数が一致しないCSCvo00172

ロケーションを削除した後、訪問者、Locupdate、および訪問データがN/A
と表示される

CSCvo19097
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第 48 章

1.4

• Cisco Spacesの概要（225ページ）
•リリース 1.4の新機能（226ページ）
•リリース 1.4の新機能（228ページ）
•リリース 1.4の機能強化（231ページ）
•不具合（232ページ）

Cisco Spacesの概要
CiscoSpacesは、物理的なビジネス拠点で訪問者とつながり、連携できるようにするマルチチャ
ネルエンゲージメントプラットフォームです。小売、製造、サービス業、医療、教育、金融

など、さまざまな業種のビジネスを対象としています。Cisco Spacesは、施設内の資産を監視
および管理するためのソリューションも提供します。Cisco Spacesは、これらの情報を実行に
移すためのさまざまなツールキット、アプリ、および APIを提供します。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

•ロケーションアクセスのレポートを提供する新しいアプリ、Location Analytics (Beta)。

•アクセスコードを使用してインターネットプロビジョニングを管理するための新機能、
[Access Code Manager]ユーザーロール。

•利用可能なライセンスに基づいてグループ化されたアプリ。

•ワイヤレスネットワークを設定するために、新しいCisco Spacesユーザーを [Setup]ウィン
ドウにリダイレクトできるようにするめのプロビジョニング。

• Cisco Spacesダッシュボードバナーに、ライセンスタイプと Ciscoロゴが表示されます。

•デジタル化統計のツールヒント。

•サイドメニューバーの展開/折りたたみ機能。

• OpenRoamingアプリのアイコンによるサンプルデータの表示

• DCloudアプリケーションでシングルサインオンに対応。

• Meraki API 3.0に対応。
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•キャプティブポータル認証で、送信される SMSに追加情報を追加できるように対応。

•郵便番号と CPFコードではデフォルトの国コードに対応。

•指紋認証でのセキュリティ強化。

•キャプチャされたデバイスの詳細に基づくデバイス分類。

リリース 1.4の新機能

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

アクセスコードマネージャ

Cisco Spacesでは、新しいユーザーロールであるAccess CodeManagerを提供するようになりま
した。このユーザーロールにより、アクセスコードを使用してビジネス構内のインターネット

プロビジョニングを制御できます。さまざまなロケーション用のアクセスコードを作成し、そ

のアクセスコードを使用してこれらのロケーションのインターネットアクセスを制限できま

す。つまり、顧客は、そのロケーション用に設定されたアクセスコードを入力した後でのみイ

ンターネットにアクセスできます。

Cisco Spacesでは、作成したアクセスコードを顧客と共有することができます。アクセスコー
ドの有効期間を指定できます。アクセスコードに単一のコード値を持たせる、またはコード値

を毎週や毎月変更するように設定できます。アクセスコードを使用して、顧客がインターネッ

トにアクセスできる時間を定義できます。Cisco Spacesでは、アクセスコードのダウンロード
およびアップロードの帯域幅制限など、帯域幅制限を設定することもできます。

1つのロケーションに複数のアクセスコードを定義できます。たとえば、プラチナメンバーに
のみ高速インターネットを提供する場合、最大帯域幅を持つアクセスコードを作成し、限られ

た帯域幅を持つアクセスコードを別に作成できます。その後、顧客のタイプに基づいてアクセ

スコードを共有できます。

Location Analytics（Beta）

Cisco Spacesは、新しいアプリであるLocation Analyticsを提供するようになりました。このア
プリを使用すると、ロケーション訪問者のレポートを表示できます。このレポートでは、従業

員の訪問もカウントされます。デフォルトでは、ルートロケーションのレポートが表示されま

す。デフォルトの日付範囲は、2019年 1月 1日から今日までです。2019年 1月 1日より前の
データのレポートを生成することはできません。レポートでは、次の情報を表示できます。

• [Visitors]：指定の期間におけるフィルタ処理されたロケーションへの訪問者の総数を表示
します。[New Visits]と [Repeat Visitors]の数とパーセンテージが別個に表示されます。ま
た、指定の期間における各日の訪問者数を示すグラフも表示されます。
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• [Visits]：指定の期間におけるフィルタ処理されたロケーションへの訪問の総数を表示しま
す。[New Visits]と [Repeat Visits]の数とパーセンテージが別個に表示されます。また、指
定の期間における各日の訪問数を示すグラフも表示されます。

• [Dwell Time]：指定された期間中にフィルタ処理されたロケーションでの平均滞在時間を
表示します。[New Visits]と [Repeat Visits]の平均滞在時間とパーセンテージが別個に表示
されます。訪問者の平均滞在時間を日ごとに表示するグラフも表示されます。

•滞在時間の内訳：フィルタ処理されたロケーションと期間における、さまざまな滞在時間
範囲内での合計訪問数を表示します。たとえば、0〜 5分のカウントは、フィルタ処理さ
れたロケーションで 0〜 5分間継続した訪問の合計数を表します。

ロケーション、日付、SSIDでレポートをフィルタリングできます。

さまざまなフィルタを備えたウィジェットを使用して、カスタムレポートを作成できます。

ACT（高度）サブスクリプションのお客様は、ウィジェットですべてのフィルタ（ロケーショ
ン、SSID、時間範囲、および訪問範囲）を適用できます。（ベース）サブスクリプションのお
客様は、場所、SSID、および訪問範囲フィルタの適用が制限されていることに留意してくださ
い。

ライセンスに基づいて表示されるアプリ

[Home]ウィンドウで、Cisco Spacesアプリは、利用可能なライセンスに基づいてグループ化さ
れます。

アプリは次のようにグループ化されます。

• [See (Base)]：アプリの行動メトリクス、OpenRoaming、およびロケーション分析は、この
ライセンスタイプの下にリストされます

• [ACT (Advanced)]：キャプティブポータル、エンゲージメント、ロケーションペルソナ、
Operational Insights、BLE Manager、Location SDK、および検出と位置特定アプリがこのラ
イセンスタイプの下にリストされています。

• [EXTEND]：パートナーアプリは、このライセンスタイプの下にリストされます

すべてのタイプのライセンスの場合、すべてのアプリが [Home]ウィンドウに一覧表示されま
すが、アカウントのライセンスタイプに基づいてのみ有効になります。

高度なライセンスタイプの場合、下位のライセンスタイプにグループ化されたアプリを使用で

きます。

（注）

新しい Cisco Spacesアカウントの別のバナー

ワイヤレスネットワークが設定されていない新しい Cisco Spacesアカウントの場合、ダッシュ
ボードのホームページバナーが表示され、ダッシュボードの上部に次のメッセージが表示され

ます。
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「まだワイヤレスネットワークに接続されていません。ここをクリックしてワイヤレスネット

ワークを接続しますCisco Spaces。」

[Click Here]リンクをクリックすると、ワイヤレスネットワークを設定できる [Setup]ウィンド
ウが表示されます。

Cisco Spacesホームページのライセンスアイコン

Cisco Spacesアカウントのライセンスタイプがホームページに表示されるようになりました。
Cisco Spacesダッシュボードにログインすると、ウィンドウの左上にある Ciscoロゴの隣にラ
イセンスタイプが表示されます。

デジタル化統計のツールチップ

Cisco Spacesダッシュボードのホームページに表示されるデジタル化統計値のツールチップが
提供されます。

サイドメニューバーの展開/折りたたみ機能

Cisco Spacesダッシュボードでは、サイドメニューバーを折りたたんで幅広いビューを表示で
きるようになりました。これは、キャプティブポータルなどのアプリ内のものを含む、すべて

のサイドメニューバーに適用されます。3本の平行線の付いた新しいアイコンがサイドメニュー
バーの上に表示され、それを使用して展開または折りたたむことができます。デフォルトで

は、サイドメニューバーは展開された状態になります。

OpenRoamingアプリ

OpenRoamingアイコンは、OpenRoamingアプリに関する簡単なアイデアを提供する静的データ
を表示できるようになりました。

SSOログインのサポート

Cisco Spacesでは、Cisco dCloudユーザーのシングルサインオンをサポートするようになりま
した。dCloudアプリケーションにすでにログインしている場合は、再度ログインしなくても、
Cisco Spacesダッシュボードに直接アクセスできます。

リリース 1.4の新機能

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

アクセスコードマネージャ

Cisco Spacesでは、新しいユーザーロールであるAccess CodeManagerを提供するようになりま
した。このユーザーロールにより、アクセスコードを使用してビジネス構内のインターネット

プロビジョニングを制御できます。さまざまなロケーション用のアクセスコードを作成し、そ

のアクセスコードを使用してこれらのロケーションのインターネットアクセスを制限できま
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す。つまり、顧客は、そのロケーション用に設定されたアクセスコードを入力した後でのみイ

ンターネットにアクセスできます。

Cisco Spacesでは、作成したアクセスコードを顧客と共有することができます。アクセスコー
ドの有効期間を指定できます。アクセスコードに単一のコード値を持たせる、またはコード値

を毎週や毎月変更するように設定できます。アクセスコードを使用して、顧客がインターネッ

トにアクセスできる時間を定義できます。Cisco Spacesでは、アクセスコードのダウンロード
およびアップロードの帯域幅制限など、帯域幅制限を設定することもできます。

1つのロケーションに複数のアクセスコードを定義できます。たとえば、プラチナメンバーに
のみ高速インターネットを提供する場合、最大帯域幅を持つアクセスコードを作成し、限られ

た帯域幅を持つアクセスコードを別に作成できます。その後、顧客のタイプに基づいてアクセ

スコードを共有できます。

Location Analytics（Beta）

Cisco Spacesは、新しいアプリであるLocation Analyticsを提供するようになりました。このア
プリを使用すると、ロケーション訪問者のレポートを表示できます。このレポートでは、従業

員の訪問もカウントされます。デフォルトでは、ルートロケーションのレポートが表示されま

す。デフォルトの日付範囲は、2019年 1月 1日から今日までです。2019年 1月 1日より前の
データのレポートを生成することはできません。レポートでは、次の情報を表示できます。

• [Visitors]：指定の期間におけるフィルタ処理されたロケーションへの訪問者の総数を表示
します。[New Visits]と [Repeat Visitors]の数とパーセンテージが別個に表示されます。ま
た、指定の期間における各日の訪問者数を示すグラフも表示されます。

• [Visits]：指定の期間におけるフィルタ処理されたロケーションへの訪問の総数を表示しま
す。[New Visits]と [Repeat Visits]の数とパーセンテージが別個に表示されます。また、指
定の期間における各日の訪問数を示すグラフも表示されます。

• [Dwell Time]：指定された期間中にフィルタ処理されたロケーションでの平均滞在時間を
表示します。[New Visits]と [Repeat Visits]の平均滞在時間とパーセンテージが別個に表示
されます。訪問者の平均滞在時間を日ごとに表示するグラフも表示されます。

•滞在時間の内訳：フィルタ処理されたロケーションと期間における、さまざまな滞在時間
範囲内での合計訪問数を表示します。たとえば、0〜 5分のカウントは、フィルタ処理さ
れたロケーションで 0〜 5分間継続した訪問の合計数を表します。

ロケーション、日付、SSIDでレポートをフィルタリングできます。

さまざまなフィルタを備えたウィジェットを使用して、カスタムレポートを作成できます。

ACT（高度）サブスクリプションのお客様は、ウィジェットですべてのフィルタ（ロケーショ
ン、SSID、時間範囲、および訪問範囲）を適用できます。（ベース）サブスクリプションのお
客様は、場所、SSID、および訪問範囲フィルタの適用が制限されていることに留意してくださ
い。

ライセンスに基づいて表示されるアプリ

[Home]ウィンドウで、Cisco Spacesアプリは、利用可能なライセンスに基づいてグループ化さ
れます。

Cisco Spacesリリースノート
229

2019年

Location Analytics（Beta）



アプリは次のようにグループ化されます。

• [See (Base)]：アプリの行動メトリクス、OpenRoaming、およびロケーション分析は、この
ライセンスタイプの下にリストされます

• [ACT (Advanced)]：キャプティブポータル、エンゲージメント、ロケーションペルソナ、
Operational Insights、BLE Manager、Location SDK、および検出と位置特定アプリがこのラ
イセンスタイプの下にリストされています。

• [EXTEND]：パートナーアプリは、このライセンスタイプの下にリストされます

すべてのタイプのライセンスの場合、すべてのアプリが [Home]ウィンドウに一覧表示されま
すが、アカウントのライセンスタイプに基づいてのみ有効になります。

高度なライセンスタイプの場合、下位のライセンスタイプにグループ化されたアプリを使用で

きます。

（注）

新しい Cisco Spacesアカウントの別のバナー

ワイヤレスネットワークが設定されていない新しい Cisco Spacesアカウントの場合、ダッシュ
ボードのホームページバナーが表示され、ダッシュボードの上部に次のメッセージが表示され

ます。

「まだワイヤレスネットワークに接続されていません。ここをクリックしてワイヤレスネット

ワークを接続しますCisco Spaces。」

[Click Here]リンクをクリックすると、ワイヤレスネットワークを設定できる [Setup]ウィンド
ウが表示されます。

Cisco Spacesホームページのライセンスアイコン

Cisco Spacesアカウントのライセンスタイプがホームページに表示されるようになりました。
Cisco Spacesダッシュボードにログインすると、ウィンドウの左上にある Ciscoロゴの隣にラ
イセンスタイプが表示されます。

デジタル化統計のツールチップ

Cisco Spacesダッシュボードのホームページに表示されるデジタル化統計値のツールチップが
提供されます。

サイドメニューバーの展開/折りたたみ機能

Cisco Spacesダッシュボードでは、サイドメニューバーを折りたたんで幅広いビューを表示で
きるようになりました。これは、キャプティブポータルなどのアプリ内のものを含む、すべて

のサイドメニューバーに適用されます。3本の平行線の付いた新しいアイコンがサイドメニュー
バーの上に表示され、それを使用して展開または折りたたむことができます。デフォルトで

は、サイドメニューバーは展開された状態になります。
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OpenRoamingアプリ

OpenRoamingアイコンは、OpenRoamingアプリに関する簡単なアイデアを提供する静的データ
を表示できるようになりました。

SSOログインのサポート

Cisco Spacesでは、Cisco dCloudユーザーのシングルサインオンをサポートするようになりま
した。dCloudアプリケーションにすでにログインしている場合は、再度ログインしなくても、
Cisco Spacesダッシュボードに直接アクセスできます。

Cisco Spacesランタイム
Cisco Spacesランタイムに、次の新機能が追加されました。

SMSへの追加情報の追加のサポート

キャプティブポータル認証のプロセスの一部として送信されるソフト SMSおよびハード SMS
では、SMSゲートウェイに渡す必要のある追加情報を含めることができます。たとえば、英語
以外の言語でSMSを顧客に送信する場合、SMSゲートウェイに送信されるSMSにその情報を
含めることができるようになりました。

リリース 1.4の機能強化

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに次の変更が加えられました。

Meraki API 3.0サポートロケーションレシーバ

Cisco Spacesは、Meraki APIバージョン 3.0でのデータの受信と処理をサポートするようにな
りました。

Cisco Spacesランタイム
Cisco Spacesランタイムに次の変更が加えられました。

CPFと郵便番号のデフォルトの国サポート

データキャプチャフォームのフィールドとして郵便番号または CPFが追加されると、Cisco
Spacesは、その国のロケールに固有の入力フィールドのプレースホルダーと形式を表示しよう
とします。顧客は、ポータルの構成時に郵便番号/CPFのデフォルトの国を選択できるため、
国の検出に失敗した場合、選択した国に基づいてフィールドの形式とプレースホルダーが表示

されます。
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現在、郵便番号または CPFのデフォルトの国選択は、ダッシュボードから行うことはできま
せん。同じ設定については、Cisco Spacesサポートにお問い合わせください。CPFはブラジル
のみ表示されます。

（注）

指紋認証のセキュリティ強化

SoftSMS認証の一環として実行される指紋認証は、高度なエンコード技術に移行することによ
り、より安全になりました。

デバイスの分類

Cisco Spacesは、キャプチャされたデバイスの詳細に基づいてデバイスを分類するように拡張
されました。デバイスOS、OSバージョン、モデル、デバイスタイプ、製造元などの情報は、
サブスクライバーの詳細の一部としてキャプチャされます。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。
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未解決のバグ：リリース 1.4
表 66 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

散布図にカーソルを置くと、ツールチップに複数のポインターがあった。CSCvp46851

累積統計：ロケーション数と AP数が一致しないCSCvo00172

ロケーションを削除した後、訪問者、Locupdate、および訪問データがN/A
と表示される

CSCvo19097

修正されたバグ：リリース 1.4
このリリースで修正されたバグはありません。
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第 49 章

1.3

• Cisco Spacesの概要（235ページ）
•リリース 1.3の新機能（235ページ）
•リリース 1.3の機能強化（237ページ）
•不具合（238ページ）

Cisco Spacesの概要
CiscoSpacesは、物理的なビジネス拠点で訪問者とつながり、連携できるようにするマルチチャ
ネルエンゲージメントプラットフォームです。小売、製造、サービス業、医療、教育、金融

など、さまざまな業種のビジネスを対象としています。Cisco Spacesは、施設内の資産を監視
および管理するためのソリューションも提供します。Cisco Spacesは、これらの情報を実行に
移すためのさまざまなツールキット、アプリ、および APIを提供します。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

•従業員やその他のリソースに関する役立つ情報を得るための、Workspacesの行動メトリク
ス。

• Cisco CMXテザリングの AP同期サポート。

•エンタープライズキャプティブポータルのサポート（ランタイム）。

•サブスクライバー管理（ランタイム）のリセットAPIのセキュリティが強化されました。

•適切なナビゲーション（ランタイム）を持つ視覚障がい者向けのアクセシビリティサポー
ト。

リリース 1.3の新機能

Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。
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[Workspaces]分野（行動メトリクス）

行動メトリクス機能は、新しい分野「Workspace」を提供できるようになりました。Workspace
分野を使用すると、従業員や、オフィス敷地内の訪問者などのその他のリソースに関する情報

を得ることができます。

Workspaceの行動メトリクスセクションは、他の分野とは異なります。次の情報が含まれます。

コア指標

就業時間：従業員の就業時間。

Workday Presence：従業員が施設内で費やした就業日の割合。

Workday Density：ワークスペース内の従業員の密度。

Occupany Rate：規定工数に対する実工数の割合。

上記のすべてのタイプのレポートでは、ロケーション全体のデータと主要な場所のデータを含

む個別のグラフが提供されます。

診断

入社時間：従業員の平均入社時間。ロケーション全体および主要なロケーションでの入社時間

の傾向が表示されます。

退社時間：従業員の平均退社時間。ロケーション全体および主要なロケーションでの退出時間

の傾向が表示されます。

入社時間分布：さまざまな入社時間範囲に該当する従業員の数。

退社時間の分布：さまざまな退社時間範囲に該当する従業員の数。

従業員の滞在（時間別）：1日のさまざまな時間帯にその拠点に滞在する従業員の数。

訪問者の滞在（時間別）：1日のさまざまな時間帯にその拠点に滞在する訪問者の数。

従業員の滞在（曜日）：週のさまざまな曜日にその拠点に滞在する従業員の数。

訪問者の滞在（曜日）：週のさまざまな曜日にその拠点に滞在する訪問者の数。

訪問者指数（訪問者数）：従業員の割合としての訪問者。ロケーション全体の訪問者インデッ

クスと、主要なロケーションの訪問者インデックスについて、個別のグラフが表示されます。

CMXテザリングの AP同期サポート

Cisco Spacesネットワーク同期サーバーは、CMXテザリングの AP同期をサポートするように
なりました。CMXテザリング（[Add aWirelessNetwork]オプションで [CMXOnPrem]を使用）
の場合、Cisco Primeで APに加えられた変更は、Cisco Spacesのロケーション階層で更新され
るようになりました。APの変更を同期するには、次のいずれかを実行します。

• Cisco CMX On-Premで、[SYSTEM]をクリックします。表示されるダッシュボードで、
[Settings] > [Controllers and Maps Setup] > [Import]を選択します。表示されるウィンドウ
で、CiscoPrimeのユーザー名、パスワード、および IPアドレスを入力します。次に [Import
Controllers andMaps]をクリックして、最新のマップ変更を取得します。[Save]をクリック
します。

Cisco Spacesリリースノート
236

2019年

[Workspaces]分野（行動メトリクス）



• Cisco Primeから更新されたマップをダウンロードし、Cisco CMXOn-Premにアップロード
します。

• Cisco Primeから更新されたマップをダウンロードし、Cisco Spacesの [Map Services]にアッ
プロードします。

Cisco Spacesランタイム
Cisco Spacesランタイムに、次の新機能が追加されました。

エンタープライズキャプティブポータルに対応するようになりました。

Cisco Spacesはエンタープライズキャプティブポータルに対応するようになりました。このサ
ポートにより、Wi-Fiに接続されているデバイスで、外部で開発されたキャプティブポータル
（Cisco Spacesを使用して開発されたものではない）を使用できるようになります。現在、こ
の機能はダッシュボードでサポートされていません。エンタープライズキャプティブポータ

ルを設定するには、Cisco Spacesサポートチームに連絡する必要があります。

リリース 1.3の機能強化

Cisco Spacesランタイム
Cisco Spacesランタイムに次の変更が加えられました。

Subscriber APIのリセット

Cisco Spacesの顧客がサブスクライバを削除できるようにする Reset Subscriber APIは、より安
全になりました。Reset APIでは、顧客名は顧客コードに置き換えられ、サブスクライバの詳
細の外部操作を回避します。顧客コードは、内部 APIを使用して生成できます。

お客様コードがテナント ID、お客様 IDとは異なります。（注）

視覚障がい者向けのアクセシビリティ

CiscoSpacesの機能が強化され、視覚障がいを持つ人々がキャプティブポータルとオンボーディ
ングプロセスに完全にアクセスできるようになりました。キャプティブポータルのWebコン
テンツ、およびオンボーディングプロセス中のナビゲーションでは、視覚障がい者のアクセシ

ビリティをサポートするようになりました。
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不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決のバグ：リリース 1.3
表 67 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

散布図にカーソルを置くと、ツールチップに複数のポインターがあった。CSCvp46851

累積統計：ロケーション数と AP数が一致しないCSCvo00172

ロケーションを削除した後、訪問者、Locupdate、および訪問データがN/A
と表示される

CSCvo19097

修正されたバグ：リリース 1.3
このリリースで修正されたバグはありません。
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第 50 章

1.2

• Cisco Spacesの概要（239ページ）
•リリース 1.2の新機能（240ページ）
•リリース 1.2の機能強化（241ページ）
•不具合（242ページ）

Cisco Spacesの概要
CiscoSpacesは、物理的なビジネス拠点で訪問者とつながり、連携できるようにするマルチチャ
ネルエンゲージメントプラットフォームです。小売、製造、サービス業、医療、教育、金融、

エンタープライズワークスペースなど、さまざまな業種のビジネスを対象としています。Cisco
Spacesは、施設内の資産を監視および管理するためのソリューションも提供します。Cisco
Spacesは、これらの情報を実行に移すためのさまざまなツールキット、アプリ、およびAPIを
提供します。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

•ワイヤレスネットワークを簡単に接続および設定するための新しいセットアップ機能が追
加されました。

• Cisco Spacesコネクタと CMXテザリングの設定プロセスを更新しました。

•分離されたコアメトリックと診断メトリックを備えた行動メトリクス。

•デバイスプロパティによる強化されたソフト SMS指紋検証。

•ネットワークロケーションを Cisco Spacesロケーション階層にインポートできるように、
Cisco Merakiで自動更新通知 URLをプロビジョニングしました。

•アカウントのロックを回避するために、ネットワーク同期中に CiscoMerakiへの無効なロ
グイン試行を制限しました。
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リリース 1.2の新機能
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。

設定

Cisco Spacesとワイヤレスネットワーク間の接続を容易にし、ワイヤレスネットワークで必要
な設定を行うために、Cisco Spacesは新しいセットアップ（セットアップ v2）フローを提供す
るようになりました。新しいセットアップには、Cisco Spacesを Cisco AireOSまたは Cisco
Merakiに接続するためのプロビジョニングがあります。選択したワイヤレスネットワークに基
づいて、特定のネットワークに接続できるさまざまな方法が表示されます。特定の方法を選択

すると、その方法で接続するための手順が構成手順とともに表示されます。

Cisco Spacesダッシュボードで、[Setup] > [WirelessNetwork]を選択すると、[Connect yourwireless
Network]ウィンドウで、新しいボタン [Add New]が表示されます。このボタンを使用して、特
定の方法の構成手順を取得できます。たとえば、Cisco Spacesコネクタを使用してCisco Spaces
を Cisco AireOSに接続するとします。そのためには、[Add New]ボタンをクリックし、[Cisco
AireOS/Catalyst]の [Select]をクリックします。次に、[Via Spaces Connector]の [Select]をクリッ
クします。この方法を使用するための前提条件が表示されます。[Customize Setup]をクリック
します。[Connect your wireless network]ウィンドウで新しいバー [Connect via Spaces Connector]
が表示されるようになりました。バーの右端にあるドロップ矢印をクリックして、この方法の

構成手順を表示します。[Create a new token]、[Add Controllers]、[Import Controllers]などの構成
に必要なステップは、対応するステップで利用できます。

Cisco Spacesコネクタと CMXテザリング

[Cisco Spaces]ダッシュボードでは、[CMX Connector]と [Spaces Connector]のオプションは、
[Setup]で直接使用できなくなりました。コネクタを設定するための新しいオプション [Wireless
Networks]が [Setup]に追加されました。

[Connect your wireless network]ウィンドウの [Add New]ボタンを使用すると、[Cisco Spaces
Connector]および [CMX Tethering]の構成手順を表示できます。

追加すると、選択したワイヤレスネットワークと方法に対応するバーが [Connect your wireless
Network]ウィンドウに表示されます。[Cisco Spaces Connector]の場合、[Connect via Spaces
Connector]バーが表示されます。構成手順のステップ 2で提供された [Create a new token]を使
用してトークンを作成でき、ステップ 3で提供された [Add Controllers]を使用してワイヤレス
コントローラを追加できます。その後、ステップ 4で提供された [Import Controllers]を使用し
てワイヤレスコントローラをインポートできます。

CMXテザリングの場合、[Connect via CMX Tethering]バーが表示されます。ステップ 2で提供
された [Create New Token]を使用してトークンを作成でき、Cisco CMXでトークンを設定した
後、ステップ 3で提供された [Add CMX]を使用して Cisco CMXノードをロケーション階層に
追加できます。
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行動メトリクス

行動メトリクス機能が強化され、コアメトリクスと影響要因を個別に表示するようになりまし

た。現在表示されているレポートタブは、[Behavior Metrics]、[WiFi Adoption]、および [Right
Now]です。[Business Metrics]タブの名前が [Behavior Metrics]に変更されました。ウィンドウ
の左端に表示されていたレポートタブが、ウィンドウの上部に表示されるようになりました。

デフォルトでは、[Behavior Metrics]レポートタブが表示されるようになりました。

[Behavior Metrics]タブには、次のセクションが含まれます。

パフォーマンスベンチマーク：ピアに関連するコアメトリクスのパフォーマンス

このセクションには、ロケーション間の訪問時間、主要なロケーションへの訪問時間、サブブ

ランドの訪問時間、ロケーション間の訪問頻度とともに訪問時間の分布、主要なロケーション

への訪問頻度、サブブランドの訪問頻度、および訪問頻度の分布が表示されます。

診断：コアメトリクスに影響を与える要因、またはコアメトリクスの影響を受ける要因

このセクションには、訪問数による訪問期間、ロケーション全体のリピート訪問者と訪問の最

新性、主要なロケーションのリピート訪問者と訪問の最新性、サブブランドのリピート訪問者

と訪問の最新性に関するグラフが表示されます。また、時間帯別訪問分布と曜日別訪問分布が

表示されます。店舗の規模と訪問時間、店舗の規模と訪問回数など、店舗の規模が訪問に与え

る影響を示すグラフも表示されます。

ネットワークロケーションのインポート中の自動更新通知 URL

ワイヤレスネットワークが Cisco Merakiの場合、Merakiネットワークロケーションをロケー
ション階層にインポートすると、通知 URLが Cisco Merakiで自動的に設定されるようになり
ました。以前は、ロケーションの更新のために Cisco Merakiで通知 URLを手動で設定する必
要がありました。

このサポートは、Meraki APIキーを使用して追加されたMerakiネットワークには適用されま
せん。

（注）

リリース 1.2の機能強化
このリリースでは、Cisco Spacesに次の機能強化が加えられました。

Cisco Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードに次の変更が加えられました。

行動メトリクス

[Behavior Metrics]タブのリピーターチャートでは、ツールヒントが更新されました。
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Merakiの無効なログイン試行に対する制限

Cisco Spacesがネットワーク同期のために Cisco Merakiに自動的に接続する場合、偽のログイ
ン情報によるログイン試行は 1回に制限されるようになりました。特定のMerakiアカウント
の認証情報に変更が加えられた場合、ログインの試行は通常失敗します。この機能強化によ

り、誤ったログイン試行が原因でCiscoMerakiアカウントがロックされるのを回避できます。

Cisco Spacesランタイム
Cisco Spacesランタイムに次の変更が加えられました。

Soft SMS指紋認証

SoftSMS指紋認証をより安全にするために、携帯電話番号のみに基づく認証プロセスが拡張さ
れ、ブラウザプロパティとして使用できる「ハードウェアの同時実行性」や「deviceMemory」
などのデバイスプロパティが含まれるようになりました。そのため、認証要求が開始されたデ

バイスとは異なるデバイスから指紋認証が行われた場合、顧客は指紋認証を完了するために確

認を求められます。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。
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未解決のバグ：リリース 1.2
表 68 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

散布図にカーソルを置くと、ツールチップに複数のポインターがあった。CSCvp46851

累積統計：ロケーション数と AP数が一致しないCSCvo00172

ロケーションを削除した後、訪問者、Locupdate、および訪問データがN/A
と表示される

CSCvo19097

修正されたバグ：リリース 1.2
表 69 :修正されたバグ

説明CDETS ID番号

ロケーション階層とネットワーク設定ページでワイヤレスネットワーク名

が異なって表示される

CSCvo05264
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第 51 章

1.1

• Cisco Spacesの概要（245ページ）
•リリース 1.1の新機能（245ページ）
•リリース 1.1の機能強化（247ページ）
•不具合（248ページ）

Cisco Spacesの概要
CiscoSpacesは、物理的なビジネス拠点で訪問者とつながり、連携できるようにするマルチチャ
ネルエンゲージメントプラットフォームです。小売、製造、サービス業、医療、教育、金融、

エンタープライズワークスペースなど、さまざまな業種のビジネスを対象としています。Cisco
Spacesは、施設内の資産を監視および管理するためのソリューションも提供します。Cisco
Spacesは、ビジネス向けの情報を提供し、これらの情報を実行に移すためのさまざまなツール
キット、アプリ、および APIを提供します。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

• Cisco Spacesと統合された複数のアプリを使用しているお客様向けに、Cisco Spacesへのア
クセスを自動プロビジョニングします。

•行動メトリクスレポートの業界、国、州、および支店のベンチマーク。

•ネットワークロケーションの地理的詳細の表示。

• Cisco Spacesダッシュボードの Operational Insights、Location SDK、BLE Managerなどの統
合アプリへの自動ログインのプロビジョニング。

• [Team]オプションの新しい Cisco Spacesユーザーロール、インストーラ。

•パスワード更新通知を送信できるようにするためのプロビジョニング。

リリース 1.1の新機能
Cisco Spacesダッシュボードに、次の新機能が追加されました。
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Cisco Spacesへの自動プロビジョニングアクセス

お客様がCiscoSpacesに統合された複数のアプリにアクセスしている場合、そのお客様はCisco
Spacesダッシュボードへのアクセスが自動プロビジョニングされます。このようなお客様は、
所有するアプリに使用されているのと同じログイン情報を使用して、CiscoSpacesダッシュボー
ドにログインできます。

Cisco Spacesと統合されているアプリは次のとおりです。

• Operation Insights

• BLE Manager

•ロケーション分析

•ロケーション SDK

•検出と位置特定

これらのアプリの内の1つにしかアクセスできない場合、そのアプリのログイン情報を使用し
て Cisco Spacesにログインしようとすると、その特定のアプリのダッシュボードにリダイレク
トされます。

行動メトリクスのベンチマーク

[BehaviorMetrics]オプションで、レポートに業界、国、州、ブランドのベンチマークを表示で
きるようになりました。ロケーションのメタデータを定義することにより、国、州、およびブ

ランドのベンチマークの下のロケーションにタグ付けできます。

[IndustryBenchmark]：企業が属する業界の平均値を表示します。たとえば、小売業の場合、訪
問時間の分布グラフには、小売業の平均訪問時間が表示されます。業界ベンチマークの平均値

は、Cisco Spacesをインストールした他のクライアントから取得したデータに限定されていま
す。

[Country Benchmark]：特定の国でタグ付けされたロケーションの平均値を表示します。たとえ
ば、タグとして「米国」を選択すると、平均訪問時間グラフには米国に対応するバーが表示さ

れます。これは、米国でタグ付けされたすべてのロケーションの平均訪問時間です。国タグに

関連付けられたロケーションの総数も表示されます。特定の国のタグの下にあるロケーション

が他のタグに関連付けられている場合、平均訪問時間などの一部のグラフでは、そのタグの平

均値も表示されます。

[State Benchmark]：特定の州でタグ付けされたロケーションの平均値を表示します。[state]タ
グを選択すると、一部のレポートでは 2つのバーが追加でグラフに表示されます。1つは州名
と共に平均値を表示し、もう1つは州内のロケーションの総数と平均値を表示します。たとえ
ば、平均訪問時間のグラフなどです。

[BrandBenchmark]：ブランド名の平均値を表示します。ブランド名は、特定の州のロケーショ
ンのメタデータとしてのみ使用できます。ブランドを選択すると、平均訪問時間などの一部の

グラフでは、ブランドがタグ付けされている州の平均値も表示されます。
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•国、州、ブランドのベンチマークは、特定の顧客のデータに基づいて表示されます。

•ブランドのレポートをフィルタリングする場合、そのブランドに関連付けられていない州
名をフィルタリングしないでください。

• 2つのブランドのレポートを同時にフィルタリングしないでください。

（注）

ネットワークロケーションの地理的位置

ネットワークロケーションについては、国、州、都市、住所など、そのロケーションの地理的

な詳細が Cisco Spacesダッシュボードに表示されるようになりました。地理的な場所の詳細
は、ネットワークの同期中に取得されます。最初の APの地理的な詳細は、ネットワークロ
ケーションとして考慮されます。

[Location Hierarchy]ウィンドウのネットワークロケーションの [More Actions]メニューで、
[Locations Info]オプションをクリックすると、そのネットワークロケーションの地理ロケー
ションの詳細が表示されます。この情報は、ネットワークレベルにおけるロケーションについ

てのみ表示されます。

これは、Cisco Merakiで Cisco Spacesを使用している場合にのみ適用されます。（注）

リリース 1.1の機能強化
Cisco Spacesダッシュボードに次の変更が加えられました。

アプリへの自動ログイン

Cisco Spacesでは、Cisco Spacesダッシュボードで使用可能な次のアプリへの自動ログインに対
応するようになりました。

• Operation Insights

•ロケーション SDK

•検出と位置特定

インストーラロール

新しい Cisco Spacesのユーザーロールであるインストーラが、[Team]オプションで利用できる
ようになりました。

このロールのユーザーは、次の Cisco Spacesの基本機能にのみアクセスできます。

•設定
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• SSID

•コネクタ

•無線ネットワーク

•行動メトリクス

パスワードの有効期限切れの通知

Cisco Spacesでは、パスワードの有効期限を顧客に通知するように機能強化されました。Cisco
Spacesダッシュボードにログインすると、パスワードの有効期限が 10日先の場合、パスワー
ドが期限切れになることを示すダイアログボックスが表示されます。ダイアログボックスに

は、[Change Password]ボタンと [Do it later]ボタンが含まれています。[Change Password]ボタ
ンをクリックすると、[ChangePassword]ウィンドウにリダイレクトされます。パスワードを変
更するには、古いパスワードと新しいパスワードを入力する必要があります。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

Cisco Spacesリリースノート
248

2019年

パスワードの有効期限切れの通知

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/


未解決のバグ：リリース 1.1
表 70 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

ロケーションがロケーション階層から削除または変更された場合、訪問者

数、訪問回数、およびロケーションの更新数における変更は、[Digitization
Stats]セクションでは更新されません。ロケーション名とロケーション数
は [Right Now]レポートでも更新されません。たとえば、[Right Now]レ
ポートに表示される上位の場所が影響を受けます。

CSCvo19097

次の 2つのウィンドウにリストされているネットワークタイプは一致して
おらず、混乱を招く可能性があります。

• Cisco Spacesダッシュボードで、[LocationHierarchy]を選択し、ルート
ロケーションの [MoreActions]アイコンをクリックして、[AddaWireless
Network]をクリックします。表示される [Add aWireless Network]ウィ
ンドウで、ネットワークの種類が [Add aWireless Network]ドロップダ
ウンリストに表示されます。

• Cisco Spacesダッシュボードで、[Setup] > [Wireless Networks]を選択
し、[Get Started]ボタンをクリックしてから、ルートロケーションの
右端にあるアイコンをクリックします。ネットワークの種類は、

[Network Setup]ウィンドウに一覧表示されます。

理想的には、ネットワークタイプはウィンドウ全体で一意である必要があ

ります。

CSCvo05264

[Wireless Network]ウィンドウの [Deployment Prerequisites]領域で、さまざ
まなワイヤレスネットワークの指示へのリンクが正しく配置されていませ

ん。

CSCvo19301

ロケーション階層に新しく追加されたロケーションは、[Digitization Stats]
セクションですぐには更新されません。そのため、[LocationHierarchy]ウィ
ンドウと [Digitization Status]セクションのロケーションカウントが一致し
ません。

同様に、APの場合もカウントが一致しません。

CSCvo00172
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修正されたバグ：リリース 1.1
表 71 :修正されたバグ

説明CDETS ID番号

Cisco Spacesのユーザーインターフェイスには、次の変更が加えられまし
た。

•すべての製品において DNA Spacesを Cisco Spacesに名前変更しまし
た。

• Cisco Spacesのユーザー招待メール

• [About DNA Spaces]リンクを削除しました。

• [Product Updates]リンクを削除しました。

•著作権年を更新しました。

•ログインページ

• [Product Updates]リンクを削除しました。

• [Learn More]リンクを更新しました。

•ホームページ

• [Active APs]ウィンドウの [Close]ボタンを削除しました。

• BLE Managerと検出と位置特定アプリのステータスを [Beta]に変
更しました。

•エンゲージメントアプリ

• [Via Cisco Webex Team]から [Via Cisco Webex Teams]に名前が変
更されました。

•チーム（Team）

現在 Cisco Spacesでサポートされていない次のユーザーロールが削除
されました。

• Portal Designer

• Location Manager

•アクセスコードマネージャ

•レポーティングアナリスト

CSCvp11522
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説明CDETS ID番号

Cisco Spacesでは、アカウント管理者がどのような場合でも電子メール ID
を指定してアカウントをアクティブ化できるようになりました。以前は、

電子メール IDは大文字と小文字が区別され、別の大文字と小文字のいず
れかの文字が言及されている場合、アクティブ化することができませんで

した。

また、Cisco Spacesユーザーは、いつでも電子メール IDを指定してアカウ
ントをアクティブ化できるようになりました。以前は、ユーザーを招待す

るためにアカウント管理者によって指定された電子メール IDは大文字と
小文字が区別され、電子メール IDのいずれかの文字が別の大文字と小文
字で言及されている場合、招待されたユーザーはアカウントをアクティブ

化できませんでした。

CSCvo49148

行動メトリクスレポートのWiFi採用セクションでは、SSIDでクリックさ
れたとインターネットプロビジョニング済みのカウントが同じ場合、概要

セクションのラインバーが直線のバーとして表示されます。

CSCvo09309

MerakiのロケーションがMeraki APIキーを使用してインポートされてい
る場合、SSIDをインポートした後、SSIDの [Delete]ボタンが表示されま
せんでした。現在、そのような SSIDに対して [Delete]ボタンが表示され
ています。

CSCvo31524

Cisco Spacesに追加された Cisco Spacesコネクタの名前を編集できるよう
になりました。以前は、[Edit]オプションで Cisco Spacesコネクタの名前
を編集できませんでした。

CSCvo22915

[Wireless Networks]ウィンドウの [Deployment Prerequisites]の Cisco Spaces
コネクタの設定手順で、OVAリンクが期待どおりに機能していませんで
した。これで、リンクは適切なWebページにリダイレクトされます。

CSCvo59773
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説明CDETS ID番号

Cisco Spacesには、ナビゲーションに関する次の問題があります。

• [Team]ウィンドウで [Refresh]ボタンをクリックすると、カーソルは
回転し続けますが、[Team]ウィンドウは表示されません。

• CiscoSpacesダッシュボードから次のいずれかのアプリにアクセスし、
前のウィンドウに移動すると、予期したウィンドウが表示されませ

ん。

• Operation Insights

• BLE Manager

•ロケーション分析

•ロケーション SDK

•検出と位置特定

これでこれらのナビゲーションの問題は解決されました

CSCvp18798

Cisco Spacesラン
タイム

[Inline No Authentication]キャプティブポータルを編集して [Data Capture]
フォームを追加した場合、既に認証を完了しているリピートユーザーは、

キャプティブポータルをロードした後に先に進むことができませんでし

た。これで、新規ユーザーとリピートユーザーの両方が、データキャプ

チャフォームを表示するためにさらに進むことができます。

CSCvo97772

Cisco Spacesは、Internet Explorer 11.0のキャプティブポータル認証をサポー
トするようになりました。以前は、ブラウザが Internet Explorer 11.0の場
合、キャプティブポータル認証は行われませんでした。

CSCvp13861

Cisco Spacesログインに無効なログイン情報を入力した後、正しい入力情
報を使用してログインしようとすると、ログインできず、「Session
Expired」というメッセージが表示されます。

CSCvn82672

Cisco Merakiの場合、[Wireless Network Status]ウィンドウで、ロケーショ
ンがロケーションロゴの近くに表示されるように左揃えされていません。

CSCvo17285

[Digitization Stats]セクションでは、訪問者の数、ロケーションの更新、訪
問数が小数で表示されます。たとえば、96.0399999999です。これは、合
計カウントが 1000未満の場合に発生します。

CSCvo18918

Cisco Merakiの場合、[Wireless Network Status]ウィンドウで、あるロケー
ションの [Expand-Collapse]ボタンをクリックした後、別のネットワークタ
ブに移動してウィンドウに戻ると、[Expand-Collapse]ボタンは展開された
状態で表示されますが、ロケーションは表示されません。

CSCvo17280
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第 52 章

1.0

• Cisco Spacesの概要（253ページ）
• Cisco Spacesの機能（254ページ）
•不具合（262ページ）

Cisco Spacesの概要
CiscoSpacesは、物理的なビジネス拠点で訪問者とつながり、連携できるようにするマルチチャ
ネルエンゲージメントプラットフォームです。小売、製造、サービス業、医療、教育、金融、

エンタープライズワークスペースなど、さまざまな業種のビジネスを対象としています。Cisco
Spacesは、施設内の資産を監視および管理するためのソリューションも提供します。Cisco
Spacesは、ビジネス向けの情報を提供し、これらの情報を実行に移すためのさまざまなツール
キット、アプリ、および APIを提供します。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

•訪問者の関与、アセット、およびリソースを管理するための共通プラットフォーム。

• 1つの設定セクションですべてのプラットフォーム設定の完了が可能。

• SSIDに接続している顧客へのプロモーションやオファーの表示をサポート。

•ルールを使用した、ロケーション、タグ、訪問頻度、滞在時間などに基づく、顧客に対す
る個別の、またはグループとしてのターゲティングをサポート。

•複数のワイヤレスネットワークとの同時連携をサポート。

•ビジネスパフォーマンスを表示し、業界の同業他社のパフォーマンスと比較できるように
プロビジョニング。

•キャプティブポータルを作成し、ルールに基づいて顧客に表示するためのアプリ。

•顧客がお客様の事業施設内にいるときに顧客に通知を送信するアプリ。

•顧客がお客様の事業施設の近くにいるときに従業員に知らせるアプリ。

•顧客をグループ化し、タグを作成するアプリ。
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• Operational Insightsにログインするためのアプリ。

•サードパーティのパートナーアプリを追加するためのプロビジョニング。

•ワイヤレスネットワークと同じ構造でのロケーション階層のインポートをサポート。

•さまざまな権限とロケーションアクセス権を持つ Cisco Spacesユーザーを作成するための
プロビジョニング。

• Cisco Spacesとそのアプリおよび遅延のパフォーマンスステータスを監視するためのプロ
ビジョニング。

Cisco Spacesの機能
Cisco Spacesは、次の機能で構成されています。

デジタル化に関する統計情報

CiscoSpacesダッシュボードの [Home]ページでは、次の累積統計値がページの上部に表示され
ます。

• [Locations]：さまざまなワイヤレスネットワーク用にCiscoSpacesで設定されたネットワー
クロケーションの合計。

• [Access Points]：Cisco Spacesに追加された APの総数。

• [Location Updates]：Cisco Spacesの導入日以降にワイヤレスネットワークから受信したロ
ケーションアップデートの総数。

• [Square Foot]：Cisco Spacesが占有するビジネス拠点の総平方フィート面積。

• [Visitors]：Cisco Spacesの導入日以降、貴社のビジネス拠点を訪れたユニークビジターの
総数。

• [Visits]：Cisco Spacesの導入日以降にビジネス拠点で発生した訪問の総数（ユニークビジ
ターの繰り返しの訪問を含む）。

アプリ

Cisco Spacesは、キャプティブポータルの作成、顧客への通知の送信、タグを使用した顧客の
グループ化、アセットの監視、ビジネスパフォーマンスの評価など、さまざまなタスクを実行

できるさまざまなタスク指向のアプリを提供します。

一般的な Cisco Spacesアプリは次のとおりです。

•行動メトリクス

•キャプティブポータル

•エンゲージメント
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•ロケーションペルソナ

•運用に関するインサイト

•パートナーアプリ

行動メトリクス

行動メトリックアプリを使用すると、ビジネスのパフォーマンスについての知見を提供するさ

まざまなレポートを表示できます。デフォルトでは、レポートには Cisco Spacesをインストー
ルした日からのデータが含まれます。レポートは、アクセスできるすべてのロケーションにつ

いて表示されます。特定の場所と月のレポートを表示するようにフィルタ処理できます。タグ

に基づいてレポートをフィルタ処理することもできます。

Cisco Spacesのインストール後、最初のレポートが表示されるまでに 1ヵ月かかります。この
期間中、サンプルレポートを表示できます。この期間中に [My Data]オプションに切り替える
ことで、レポートがどのように構成されているかを確認することもできます。レポートの準備

ができたら、通知が送信されます。

レポートから特定の場所を除外する場合は、ロケーション階層でその場所の [ExcludeOutlier]
メタデータを定義します。ロケーションの [ExcludeOutlier]メタデータ値が [True]に設定され
ている場合、そのロケーションは、上位または下位3つのロケーションや重要なロケーション
などのベンチマークを定義するために考慮されません。また、平均訪問時間と平方フィートあ

たりの平均訪問時間を含む行動メトリクスのすべてのグラフから除外されます。[ExcludeOutlier]
メタデータ値を将来の日付として設定することにより、レポートからロケーションを一時的に

除外できます。その後、その場所は指定された日付までレポートに含まれません。

行動メトリクスアプリは、次の種類のレポートで構成されています。

• [WiFi Adoption]：このレポートは、ビジネス拠点でのWi-Fi導入の指標を提供します。ビ
ジネス拠点を訪れた訪問者数、Wi-Fiへの接続を試みた訪問者数、およびWi-Fiに正常に
接続できた訪問者数が表示されます。このレポートには、インテント率（接続を試みたデ

バイス数に対するアクセス総数の比率）、獲得率（接続を試みたデバイスと正常に接続さ

れたデバイスの比率）、リピート訪問者数、および AP密度も表示されます。レポートに
は、1日のさまざまな時間帯と曜日のWi-Fi接続分布が表示されます。

• [BusinessMetrics (RetailMetrics)]：このレポートは、訪問者が施設内で費やした時間、訪問
頻度、日時および曜日別の訪問の分布、リピート訪問者と新規訪問者の集中度、訪問期間

のさまざまな範囲に属する訪問の割合、施設の面積と訪問者が費やした時間との相関関係

などの情報を提供します。これらの情報により、ビジネスを分析し、適切なタイミングで

顧客に連絡することができます。

• [Right Now]：Right Nowレポートには、現在貴社のロケーションにいる訪問者の詳細が表
示されます。このレポートには、現在の訪問者数と、新規訪問者と再訪問者の合計数が表

示されます。また、現在の訪問者の性別比率、プロファイル、所属するタグ、訪問時間、

および過去 30日間の現在の訪問者による訪問回数も表示されます。現在の訪問者の位置
別分布は、マップとリストビューで表示されます。
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RightNowレポートのパッシブ期間は10分です。したがって、訪問者は、その訪問者のパッシ
ブ期間が経過するまで、Right Nowレポートに表示されます。たとえば、あるロケーションに
いる訪問者が 1階から 2階に移動する場合、その訪問者は 1階と 2階の両方に表示されます。
1階の場合、訪問者数はパッシブ期間が終了した後にのみ更新されます。

キャプティブポータル

キャプティブポータルアプリを使用すると、キャプティブポータルを作成して表示できます。

このアプリには次のオプションがあります。

• [Portal]：キャプティブポータルアプリの [Portal]オプションを使用すると、キャプティブ
ポータルを作成できます。キャプティブポータルは、SSIDに接続したときに顧客に表示
されるユーザーインターフェイスです。このアプリは、ブランド名、会社のロゴ、アプ

リ、マップ、ビデオ、プロモーションなどのさまざまな機能をキャプティブポータルに追

加するためのポータルモジュールを提供します。顧客モジュールをポータルに追加し、カ

スタムプロトコルを使用して URLにリンクすることもできます。さまざまなデバイスで
キャプティブポータルをプレビューできます。必要に応じて、ポータルモジュールを並べ

替えることができます。Cisco Spacesでは、ポータルスタイルシートを編集し、画像など
のアセットを追加して、それらをスタイルシートで使用することができます。キャプティ

ブポータルでは、インターネットプロビジョニングの前にエンドユーザーが完了する必要

がある必要な認証タイプを設定できます。Cisco Spacesは、さまざまな認証タイプのサン
プルキャプティブポータルを提供しています。これらのサンプルポータルを使用して、

要件に応じてカスタマイズできます。

• [Captive Portal Rule]：[Captive Portal Rule]オプションを使用すると、キャプティブポータ
ルルールを作成できます。キャプティブポータルルールを使用して、次のタスクを実行で

きます。

•キャプティブポータルの表示および SSIDに接続している顧客のインターネットプロ
ビジョニングを管理します。キャプティブポータルの表示、直接インターネットアク

セスのプロビジョニング、またはキャプティブポータルルールを使用したインター

ネットアクセスの拒否を設定できます。

•タグを作成するか、または既存のタグを変更します。

•外部 APIへのキャプティブポータルにサインインする顧客の詳細を送信します。

• [Reports]：キャプティブポータルアプリは、次のタイプのレポートを提供します。

• [Device Onboarding]：[Device Onboarding]レポートは、SSIDに接続されたデバイスに
関する情報を提供します。

• [CustomerAcquisition]：[CustomerAcquisition]レポートは指定された期間中に選択した
ロケーションから新たに識別された固有の顧客と、識別された顧客から収集された

データ（個人データおよび人口統計データ）に関する情報を提供します。

• [SSID]：キャプティブポータルアプリの [SSID]オプションを使用すると、ワイヤレスネッ
トワークから SSIDをインポートできます。[Meraki Network Sync Status]リンクには、各
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Merakiネットワークで最後に同期が行われた時刻と、次の同期の所要時間が表示されま
す。

• [Settings]：[Settings]オプションでは、アプリや SMSゲートウェイなどの Cisco Spacesサ
ポート機能を設定できます。

• [SMS]：このセクションでは、SMS認証および SMS通知用の SMSゲートウェイを設
定できます。

• [Social Apps]：このセクションでは、ソーシャル認証用のソーシャルアプリを設定で
きます。Facebook、Linked Inおよび Twitterのアプリケーションを設定できます。

エンゲージメント

Cisco Spacesは、Cisco Spacesに対応した施設内にいる顧客を識別するWiFiビーコンとして機
能可能であり、定義されたエンゲージメントルールに基づいて顧客とビジネスユーザーに通知

を送信できます。

エンゲージメントアプリを使用すると、顧客が事業所の近くにいるときに顧客に通知を送信す

るためのエンゲージメントルールを簡単に作成できます。顧客は、以前にビジネス施設から購

入したユーザー、見込み購入者、またはWi-Fiに少なくとも 1回接続したことがある訪問者で
す。また、従業員などのビジネスユーザーまたはAPIエンドポイントに対して通知を送信する
ようにエンゲージメントルールを設定することもできます。たとえば、カスタマーケア担当者

が顧客に付加価値サービスを提供できるように、権限のある顧客が構内に入るとカスタマーケ

ア担当者に通知するエンゲージメントルールを設定できます。

エンゲージメントルールごとに、その特定のルールのパフォーマンスを表示するレポートを表

示できます。

顧客のWi-Fiへの接続、または BLEビーコンへの接近に基づいて通知を送信するように設定
できます。

次のモードを使用して、顧客に通知を送信できます。

• SMS

•電子メール

•アプリの通知

• Bluetooth Low Energy（BLE）通知

次のモードを使用して、従業員に通知を送信できます。

• Cisco Webex Teams

• SMS

•電子メール

•トリガー API
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ロケーションペルソナ

ロケーションペルソナアプリを使用すると、顧客のグループでタグを作成できます。タグを使

用して類似の顧客を分類でき、これらのタグを [Captive Portal Rule]などのルールで使用して、
顧客のグループにルールを適用できます。複数のタグの下に顧客をグループ化できます。

タグを作成するだけでなく、ロケーションペルソナアプリを使用して、既存のタグに顧客を追

加したり、既存のタグから特定の顧客を削除したりできます。

タグを作成するときに、既存のタグを使用して、選択したロケーションの顧客をフィルタリン

グできます。たとえば、ロケーション Aとロケーション Bのタグを作成するときに Android
ユーザに限定したい場合、iOSのタグを削除するタグフィルタを使用できます。

ロケーションペルソナルールごとに、その特定のルールのパフォーマンスを表示するレポート

を表示できます。

運用に関するインサイト

Operational Insightsアプリにより、アセットの監視、およびアセット、センサー、アラートシ
ステム、および運用ワークフローのパフォーマンス最適化が可能になります。このアプリで

は、タグとセンサーが一定量提供され、接続運用を継続的に統合、監視、および管理できま

す。クラウドベースのインターフェースを使用して、各資産のプロファイル、カテゴリ、およ

び所有者を定義できます。ビジネスルールを確立して、資産とセンサーのワークフローおよび

求められる動作範囲を定義できます。Operational Insightsアプリは、Advancedライセンスパッ
ケージを持つ Cisco Spacesのお客様が利用できます。

パートナーアプリ

Cisco Spaces Partner App Centerを使用すると、パートナーは Cisco Spacesによってキャプチャ
されたデータを使用して Cisco Spacesを拡張し、独自の製品とソリューションを構築できま
す。Cisco Spacesパートナーは、Cisco Spaces Partner App Centerでアプリケーションを利用でき
るようにすることができます。Cisco Spacesと統合されたパートナーアプリは、Cisco Spaces
ダッシュボードの [Partner Apps]エリアに表示されます。

ロケーション階層

[LocationHierarchy]オプションを使用して、Cisco Spacesでビジネスロケーションを定義できま
す。ワイヤレスネットワークでロケーションが定義されている構造と同じ構造でロケーション

をインポートできます。エンゲージメント、キャプティブポータル、ロケーションペルソナな

どのアプリは、定義されたロケーション階層によって異なります。Cisco Spacesはユニバーサ
ルアカウントを提供しており、複数のワイヤレスネットワークのロケーションをロケーション

階層に追加できます。

Cisco Spacesのお客様にはそれぞれデフォルトのお客様名（ルート名）が提供され、このお客
様名は Cisco Spacesロケーション階層のルートロケーションとして機能します。

Cisco Merakiネットワークのロケーション階層は、次の順序になります。

1. Meraki組織

2. ネットワーク
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3. フロアー

4. アクセスポイント

Cisco CMXを使用した Cisco Unified Wireless Networkのロケーション階層は、次の順序になり
ます。

1. CMXノード

2. キャンパス

3. ネットワーク

4. フロアー

5. アクセスポイント

シスコワイヤレスコントローラを使用した Cisco Unified Wireless Network（Cisco CMXをイン
ストールしていない）のロケーション階層は次のとおりです。

このワイヤレスネットワークを使用すると、その下にネットワークを持つ Ciscoワイヤレスコ
ントローラをインポートできます。ネットワークは、同様の命名規則の APを使用して作成さ
れます。CiscoWirelessControllerのインポート時に選択されなかったネットワークのAP、およ
びどのネットワークにもグループ化されていないAPは、[未設定]として分類されます。ロケー
ション階層では、このワイヤレスネットワークのゾーンを作成できます。

さらに、ロケーション階層では、ロケーションのグループを作成できます。メタデータを使用

してロケーションをグループ化することもできます。Cisco Spacesルールでこれらのグループ
とメタデータを使用して、グループ内のすべてのロケーションに同じルールを適用するか、同

じメタデータで同じルールを適用できます。また、場所ごとに、名前、住所、都市、州、国な

どの地理的位置情報を追加することもできます。

ロケーション階層内でロケーション数、アクセスポイント数、BLEビーコン数、近接ルール
数、および任意のロケーションのユーザー数を表示できます。各場所のこれらのカウントは、

その特定の場所に対して累積的に表示されます。

ロケーション階層に追加できる APは、保有する Cisco Spacesライセンスのタイプによって異
なります。

モニタリングとサポート

[Monitoring]オプションでは、Cisco Spacesとそのアプリのパフォーマンスステータスを監視で
きます。すべてのロケーションが接続されているかどうか、過去 60日間に停止されたロケー
ションの更新数、パートナーシップとエンタープライズ統合の詳細、CiscoSpacesアプリ、パー
トナーアプリ、エンタープライズアプリを含むすべてのタイプのアプリのステータスなどの詳

細が表示されます。また、さまざまな Cisco Spacesの遅延と異常のステータスも表示されま
す。

[Support]オプションを使用すると、顧客が提起したチケットを管理できます。Freshdeskで発
生したチケットを Cisco Spacesの [Support]ウィンドウに取得できます。
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チーム

[Team]オプションを使用すると、Cisco Spacesユーザーを作成できます。各ユーザーの権限と
ロケーションをロールに基づいて制限できます。

Cisco Spacesは、Cisco Spacesユーザーに次のタイプの権限を提供します。

• [Account Admin]：このユーザーには、Cisco Spacesダッシュボードでの完全な管理権限が
あります。

• [Admin]：このユーザーには、特定のロケーションのユーザーの管理を除くすべての権限
が付与されています。たとえば、管理者ユーザーは、CiscoSpacesに参加するようユーザー
を招待できません。

• [Portal Designer]：このユーザーには、ポータル上の Cisco Spacesのポータル機能へのアク
セス権のみが付与されています。

• [AccessCode Manager]：このユーザーには、アクセス権が付与されているロケーションの
アクセスコードを作成および管理するアクセス権のみが付与されています。

• [LocationManager]：このユーザーは、アクセス権が付与されているロケーションのポータ
ル、ロケーションのメタデータ、およびレポートへのアクセス権のみ付与されています。

ワイヤレスネットワークが CUWNの場合、このロールは適用されません。

• [Read Only Access]：このユーザーには、指定されたロケーションの Cisco Spacesダッシュ
ボードを表示するアクセス権のみが付与されています。つまり、このユーザーは Cisco
Spacesの設定を編集できません。

• [ReportingAnalyst]：このユーザーには、アクセス権が付与されているロケーションのCisco
Spacesレポートへのアクセス権のみが付与されています。

このリリースでは、アカウント管理者と管理者権限のみが有効になっています。アカウント管

理者ユーザーは、アカウントをアクティブ化するために利用規約に同意する必要があります。

（注）

設定

[Setup]オプションを使用すると、Cisco Spacesを使用するために必要なすべての基本的なセッ
トアップを実行できます。

•無線ネットワーク

• Cisco Spacesのコネクタ

無線ネットワーク

• [Status]：このセクションには、さまざまなアプリのアクティブステータスと、アクティブ
なアプリの割合が表示されます。ネットワークの総数も表示されます。
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• [Wireless Networks]：このセクションの [Add New]ボタンを使用すると、Merakiや Cisco
Unified Wireless Networkなどのワイヤレスネットワークを Cisco Spacesに追加できます。

Cisco Spacesは、次のワイヤレスネットワークをサポートしています。

• Cisco Meraki：このネットワークには [Cisco Meraki]オプションを使用できます。

• Cisco CMXと Cisco Unified Wireless Network：このネットワークには [Cisco
CUWN-CMX]オプションを使用できます。

• Ciscoワイヤレスコントローラを使用したCisco Unified Wireless Network（Cisco CMX
なし）：このネットワークには [Cisco CUWN-WLC]オプションを使用できます。

Ciscoワイヤレスコントローラと Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントロー
ラの両方が Cisco Unified Wireless Networkでサポートされています。

複数のワイヤレスネットワークをCisco Spacesに追加できます。ただし、顧客アカウ
ントの作成時に指定したワイヤレスネットワークがベースネットワークになります。

• [Deployment Prerequisites]：このセクションでは、Cisco Spacesとワイヤレスネットワーク
間の接続を確立するための手順が記載されたCiscoSpacesSetupGuideを提供します。Cisco
Spacesの使用を開始する前に、これらのセットアップを完了して、Cisco Spacesとワイヤ
レスネットワーク間の通信を確立する必要があります。選択したワイヤレスネットワーク

に基づいて、そのネットワークの詳細な手順が表示されます。

Cisco Spacesのコネクタ

[Spaces Connector]オプションを使用すると、Cisco Spacesコネクタとそれに関連付けられたワ
イヤレスコントローラを追加できます。Cisco Spacesコネクタ機能により、Cisco Spacesは複数
のワイヤレスコントローラと効率的に通信できます。また、Cisco Spacesコネクタ機能を使用
すると、ワイヤレスコントローラは、クライアント情報を失うことなく、高強度のクライアン

トデータを Cisco Spacesに正確に送信できます。

ワイヤレスネットワークステータス

[Wireless Network Status]オプションを使用すると、ワイヤレスネットワークの同期ステータス
を表示できます。すべてのワイヤレスネットワークの各ネットワークロケーションの同期ス

テータスを表示できます。

CMXクラウドテザリング

CMXクラウドテザリング機能を使用すると、Cisco CMXでのロケーション更新設定を自動化
できます。CiscoSpacesダッシュボードでは、CMXテザリングのトークンを生成できます。次
に、このトークンを Cisco CMXに追加して、通知とレポートに必要なロケーション更新設定
を自動化できます。

CMXテザリングは、Cisco CMXバージョン 10.6以降でサポートされています。（注）
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ライセンス情報

[License Information]オプションには、Cisco Spacesライセンスの詳細が表示されます。Cisco
Spacesアカウント名、ライセンスタイプ、ライセンスの有効性、アクセスポイントの制限、お
よび現在使用中のアクセスポイントの総数が表示されます。現在、Cisco SpacesにはBaseおよ
び Advancedライセンスパッケージがあります。

不具合
不具合では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解決
済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決のバグ：リリース 1.0
表 72 : Cisco Spacesバージョン 1.0で未解決のバグ

説明不具合 ID

Cisco Merakiの場合、[Wireless Network Status]
ウィンドウで、ロケーションがロケーション

ロゴの近くに表示されるように左揃えされて

いません。

CSCvo17285
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説明不具合 ID

次の2つのウィンドウにリストされているネッ
トワークタイプは一致しておらず、混乱を招

く可能性があります。

• Cisco Spacesダッシュボードで、[Location
Hierarchy]を選択し、ルートロケーション
の [More Actions]アイコンをクリックし
て、[Add a Wireless Network]を選択しま
す。表示される [Add a Wireless Network]
ウィンドウで、ネットワークの種類が

[Add a Wireless Network]ドロップダウン
リストに表示されます。

• Cisco Spacesダッシュボードで、[Setup] >
[Wireless Networks]を選択し、[Get Started]
ボタンをクリックしてから、ルートロケー

ションの右端にあるアイコンをクリック

します。ネットワークの種類は、[Network
Setup]ウィンドウに一覧表示されます。

理想的には、ネットワークタイプはウィンド

ウ全体で一意である必要があります。

CSCvo05264

[Wireless Network]ウィンドウの [Deployment
Prerequisites]領域で、さまざまなワイヤレス
ネットワークの指示へのリンクが正しく配置

されていません。

CSCvo19301

CiscoSpacesログインに無効なログイン情報を
入力した後、正しい入力情報を使用してログ

インしようとすると、ログインできず、

「SessionExpired」というメッセージが表示さ
れます。

CSCvn82672

[Digitization Stats]セクションでは、訪問者の
数、ロケーションの更新、訪問数が小数で表

示されます。たとえば、96.0399999999です。
これは、合計カウントが1000未満の場合に発
生します。

CSCvo18918
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説明不具合 ID

ロケーション階層に新しく追加されたロケー

ションは、[Digitization Stats]セクションです
ぐには更新されません。そのため、[Location
Hierarchy]ウィンドウと [Digitization Status]セ
クションのロケーションカウントが一致しま

せん。

同様に、APの場合もカウントが一致しませ
ん。

CSCvo00172

Cisco Merakiの場合、[Wireless Network Status]
ウィンドウで、あるロケーションの

[Expand-Collapse]ボタンをクリックした後、
別のネットワークタブに移動してウィンドウ

に戻ると、[Expand-Collapse]ボタンは展開さ
れた状態で表示されますが、ロケーションは

表示されません。

CSCvo17280

[Business Metrics]レポートの [WiFi Adoption]
オプションで、概要セクションのグラフが期

待どおりに水平に表示されません。

CSCvo09309
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付録 A
サポート情報

•関連資料（265ページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（266ページ）

関連資料
• Cisco Spacesのすべてのユーザーマニュアルは、https://www.cisco.com/c/en/us/support/wireless/
dna-spaces/series.html [英語]で入手できます。

• Cisco Spacesデータシート

• Cisco Spacesコンフィギュレーションガイド

• Cisco Spaces：コネクタリリースノート

• Guide to Migrating Location Services to Cisco Spaces

• Cisco Spacesの他のシスコ製品との互換性

• Cisco Wireless Solutions Software Compatibility Matrix

•接続のタイプに応じた Cisco Spaces機能の互換性については、『Cisco Spaces Data Sheet』
の「Table 3. Feature compatibility depending on type of connection」を参照してください。

• Cisco Spaces See、Extend、および Actライセンスに含まれる機能については、次のWeb
ページの「Table 5. Features included in Cisco Spaces See, Extend, and Act」を参照してくださ
い。

https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/wireless/dna-spaces/
datasheet-c78-741786.html#PlatformArchitectureandfeatures

• Cisco Spacesへのロケーションサービスの移行については、https://www.cisco.com/c/en/us/
solutions/collateral/enterprise-networks/dna-spaces/guide-c07-744932.htmlを参照してください。

• Cisco Spacesと Cisco DNA Centerの統合については、次の場所にある『Cisco Spaces
Configuration Guide』の「Cisco DNA Center Integration」の章を参照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/solutions/Enterprise/Mobility/DNA-Spaces/
cisco-dna-spaces-config/dnaspaces-configuration-guide/m_dnac.html
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• Cisco Prime Infrastructureのすべてのユーザーマニュアルは、次の場所で入手できます。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-infrastructure/series.html

• Cisco DNA Centerのすべてのユーザーマニュアルは、次の場所で入手できます。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/dna-center/series.html

• Cisco Spacesのサポートについては、「サポート」を参照するか、Cisco Spacesのサポート
チームにお問い合わせください。

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、シスコサービスにアクセスしてく
ださい。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Supportにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco DevNet [英語]にアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

Ciscoバグ検索ツール
シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

マニュアルに関するフィードバック

シスコのテクニカルドキュメントに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラ

インドキュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


